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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１２日（令和３年 ３月１３日 土曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１３日（令和３年 ３月１４日 日曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１４日（令和３年 ３月１５日 月曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１５日（令和３年 ３月１６日 火曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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令和３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（令和３年３月２日 火曜日） 

午前１０時開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○諸般の報告 

    ○行政方針の表明 

   第３ 議案第１号から議案第５９号まで 

      議案第 １号 専決処分した事件の承認について 

      議案第 ２号 教育長の任命につき同意を求めることについて 

      議案第 ３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

      議案第 ４号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ５号 令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ７号 令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ８号 令和２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第１１号 令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

      議案第１２号 令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１３号 令和２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第１４号 令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１５号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１６号 令和３年度宿毛市一般会計予算について 

      議案第１７号 令和３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１８号 令和３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

      議案第１９号 令和３年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

      議案第２０号 令和３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

      議案第２１号 令和３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

      議案第２２号 令和３年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

      議案第２３号 令和３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

      議案第２４号 令和３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

      議案第２５号 令和３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

      議案第２６号 令和３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 
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      議案第２７号 令和３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

      議案第２８号 令和３年度宿毛市水道事業会計予算について 

      議案第２９号 宿毛市ヤイト川可動堰管理基金条例の制定について 

      議案第３０号 宿毛市健康サロンの設置及び管理に関する条例の制定について 

      議案第３１号 宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護 

             予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する 

             基準等を定める条例の制定について 

      議案第３２号 宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の制定について 

      議案第３３号 宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び 

             運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた 

             めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定につい 

             て 

      議案第３４号 宿毛市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等 

             を定める条例の制定について 

      議案第３５号 指定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に 

             ついて 

      議案第３６号 宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第３７号 宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議案第３８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第３９号 宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

             を改正する条例について 

      議案第４０号 宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第４１号 宿毛市防災対策加速化基金条例の一部を改正する条例について 

      議案第４２号 宿毛市立学校体育施設の使用料に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第４３号 宿毛市教職員住宅管理条例の一部を改正する条例について 

      議案第４４号 宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第４５号 宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第４６号 宿毛市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定 

             める条例の一部を改正する条例について 

      議案第４７号 宿毛市立放課後児童クラブ施設の設置及び管理に関する条例の一 

             部を改正する条例について 
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      議案第４８号 宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第４９号 宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第５０号 宿毛市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

             について 

      議案第５１号 宿毛市営地域振興住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第５２号 宿毛市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水 

             道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例につ 

             いて 

      議案第５３号 宿毛市庁舎建設審議会条例の廃止について 

      議案第５４号 宿毛市職員の給与の臨時特例に関する条例の廃止について 

      議案第５５号 宿毛市振興計画（基本構想）について 

      議案第５６号 工事請負契約の締結について 

      議案第５７号 和解及び損害賠償の額の決定について 

      議案第５８号 字の区域及び名称の変更について 

      議案第５９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第５９号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

  な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 
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   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分開会 

○議長（野々下昌文君） これより令和３年第

１回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において山上庄一君及び山戸寛君

を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から３月２３日ま

での２２日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君）御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から３月

２３日までの２２日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 本日までに陳情１件を受理いたしました。 

 よって、お手元に配付してあります陳情文書

表のとおり、所管の常任委員会へ付託いたしま

す。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を本日午後３時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 続いて、市長の行政方針の表明を行います。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆様、おはようござい

ます。 

 本日は、令和３年第１回宿毛市議会定例会に

御参集いただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 それでは、行政方針の表明をさせていただき

たいと思います。 

 令和２年度は、世界中が新型コロナウイルス

に翻弄された１年でございました。 

 昨年の３月３１日、本市におきましても、初

のコロナウイルス感染者が確認をされ、その後、

クラスター事例も発生したことを受けまして、

４月１５日、宿毛市非常事態宣言を発出すると

いった事態となりました。 

 この未知のウイルスの出現が、現代を生きる

私たちに、多くの試練や問題を投げかけ、人間

の弱さや個人の限界を知らしめる契機となった

ことは、疑う余地もございません。 

 しかし、その一方で、レジリエンス、困難な

状況に立ち向かう人間の強さ、適応能力、そし

て昨今、希薄になりがちな人と人との結びつき

の大切さを、改めて実感させられる、そういっ

たきっかけになったことも、また事実でありま

す。 

 このような苦しいときだからこそ、お互いを

尊重し、みんなで助け合い、支え合える、そう

いった社会を構築してまいりたい、このように

考えております。 

 今も東京都をはじめとする１都３県において

は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止する

ため、緊急事態宣言が発出されております。 

本市におきましては、一定の落ち着きを取り戻

しておりますが、引き続きまして、市民の皆様

におかれましては、マスクの着用、手洗いの励

行、小まめな換気などの感染防止対策を講じて

いただきますよう、よろしくお願いを申し上げ

るところでございます。 

 それでは、議案の説明に先立ち、令和３年度

の市政運営における重要施策についての所信を
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表明し、市民並びに議員の皆様方の御理解と御

協力を賜りたいと思います。 

 令和２年度は、これまで取り組んでまいりま

した、産業振興・観光振興・防災対策・人口減

少対策・子育て支援対策という５本の柱に、高

齢化社会対策・文化芸術とスポーツ振興を新た

に加えて、７つの理念として集約をし、様々な

政策を進めてまいりました。 

 今議会にも提出しております宿毛市の最上位

計画である宿毛市振興計画、そして２０年後の

宿毛市の将来ビジョンを示す都市計画マスター

プランといった、重要度の高い計画策定も、今

年度完了いたします。 

 これらの計画を実効性あるものとするため、

令和３年度の取組を、７つの理念に沿って御説

明を申し上げます。 

 まずは、第１の理念、産業振興でございます。 

 農業分野におきましては、令和元年度、農業

後継者の育成を目的として、ＪＡ高知県と共同

で農業公社「スタートアグリカルチャーすく

も」を設立しましたが、既に２名の研修生が研

修を終え、市内で農業を開始しているところで

ございます。 

 また、現在、研修中の２名につきましても、

本年５月末には研修が終了する見込みであり、

農業公社を設立して以降、４名の新規農家が誕

生する予定となっております。今後も、農業後

継者の育成を図るため、市内外から新規研修生

の受入を積極的に行い、本市農業の活性化に努

めてまいります。 

 林業分野では、これまで地域おこし協力隊制

度を活用し、自伐型林業の取組を推進してまい

りました。今までに７名の協力隊員が自伐型林

業を実践・展開しており、今年度、初めての卒

業生が誕生し、４月からは自伐林家として宿毛

市で活動していく予定となっているところでご

ざいます。 

 令和元年度より森林経営管理制度が始まり、

森林経営の重要性が増す中で、林家の育成確保

が不可欠となってきておりますので、今後も協

力隊員の募集を通じて、林業振興と林家の拡大

に努めてまいります。 

 また、市街地から近く、宿毛の景色を一望で

きる荒瀬山森林公園の一部を、多くの市民の

方々に参加いただき、持続可能な森林保全活動

を行うため、本市と関わりのある早稲田大学の

御協力の下「早稲田の森」という名称を使用さ

せていただくこととなりました。 

 今後は、早稲田大学との連携を図る中で、荒

瀬山森林公園の立地を生かした森林保全活動や、

環境教育などの取組を進めてまいりたいと考え

ております。 

 水産業分野につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の流行に伴い、売上減少などの影響

を受けた養殖業者などに対して、事業継続の下

支えとなる漁場料支援などを実施してまいりま

した。 

 また、老朽化が著しい沖の島の燃油タンクを、

南海トラフ地震の津波にも耐え得る新しいタイ

プへと更新し、離島での安定した燃油供給体制

を維持できるよう、今年度末の完成を目指して

事業を実施しております。 

 令和３年度は、すくも湾漁協に高性能の魚体

選別機を導入し、安定した市場運営と魚価の向

上を図り、また藻津漁協には、製氷を直接漁船

に積み込める機能を有した新たな製氷施設を整

備することで、養殖業者の作業時間の短縮と、

利便性の向上を図ってまいります。 

 また、地域の活性化や、産業振興に大きく寄

与するふるさと納税事業では、昨年度の寄附額

を大きく上回り、１月末時点で約５億３，１０

０万円、対前年度比１．５倍となっております。 

 頂きました御寄附は、様々な事業に大切に活

用させていただいております。 
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 今後におきましても、本市の魅力を発信し、

特産品や地域資源のＰＲに努めるとともに、寄

附者様の思いを大切にしながら、人づくり、ま

ちづくりに取り組んでまいります。 

 さらに、産業振興において重要な要素となる

道路整備ですが、高規格道路「中村宿毛道路」

の未開通区間となっておりました平田インター

チェンジから宿毛和田インターチェンジまでの

区間が、令和２年７月に開通し、念願でありま

した、中村宿毛道路の全線が開通しました。こ

れにより、宿毛・四万十市間の定時性・速達性

がさらに向上し、物流機能の強化が図られるも

のと考えているところでございます。 

 また、四国横断自動車道「宿毛～内海間」に

つきましては、平成３１年に計画段階評価が完

了し、ルート帯などを示す対応方針も、これま

で宿毛市が要望してきたとおりに決定されてお

ります。 

 現在は、都市計画・環境アセスメントを進め

るための調査が進行中でありまして、今後も愛

南町や、国・県・関係機関との連携をさらに強

化し、一日も早い事業化に向けて、取り組んで

まいります。 

 このような動きと並行いたしまして、令和３

年度も高速道路のルート帯周辺の国土調査を計

画的に実施してまいりますので、高速道路整備

におきまして、今後も市民の皆様の御協力をお

願いをいたします。 

 続いて、第２の理念は、観光振興でございま

す。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大

の影響を受け、春に予定されていた観光びらき

や産業祭での横瀬川ダムクライミング施設のオ

ープニングイベントなど、様々な催しを開催す

ることができませんでした。 

 新型コロナウイルスの感染状況が、比較的落

ち着きを見せた７月には、国のＧｏＴｏキャン

ペーンに併せまして、幡多広域観光協議会によ

る、はた旅クーポン券事業を開始し、そして８

月には、密を回避できる屋外でのサイクリング

イベント、すくもチリリンまんぷくライドを実

施しました。 

 また、同じく８月から、コロナ対策取組宣言

店制度を実施し、感染対策を徹底することで

「感染リスクの低いまち」のＰＲを図りました。 

 そのほかにも、事業者向け緊急支援給付金や、

中小企業コロナ対策事業費補助金などの各種支

援策を実行し、感染予防と経済活動の両立を図

り、「コロナに負けないまち」を目指して取り

組んでまいりました。 

 また、開場３年目を迎えた林邸に関しまして

は、４月より合同会社ドラマチックによる指定

管理が始まり、民間のアイデアやノウハウを生

かした催しが企画されております。 

 一例を挙げますと、組子細工展や寒蘭展示会

など、地元の魅力を市民に知ってもらう様々な

催しが実施され、既存市街地に新たな人の流れ

をつくることができています。 

 令和３年度におきましては、コロナ禍におけ

る「新しい生活様式」が定着し、３密を回避で

きるアウトドア・レジャーへの関心が高まる中、

宿毛市観光協会などの関係機関とも連携し、咸

陽島公園や日平公園、横瀬川ダムクライミング

施設など、本市の有する自然豊かな観光資源を

最大限に生かしながら、観光振興の充実を図っ

てまいります。 

 また、道の駅すくもサニーサイドパーク再生

事業につきましては、再度、基本構想を練り直

し、海辺のロケーションを生かした施設リニュ

ーアルを行うとともに、新たな道の駅の整備に

つきましても、庁内での検討を開始し、本市の

活性化につながるよう、時代のニーズにあった

観光拠点施設の整備を図ってまいりたいと考え

ております。 
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 第３の理念は防災対策でございます。 

 本市に甚大な被害をもたらした平成３０年７

月豪雨をはじめとする大規模水害は、近年、毎

年のように全国各地で発生しており、今後また、

いつどこで発生するのか、予測が困難な状況に

あります。 

 こうした自然災害に対しまして、これまで風

水害対策においては、５段階の警戒情報を使っ

た避難情報の発令や、想定し得る最大規模の洪

水ハザードマップの作成など、市民の皆様が適

切な避難行動を取れるよう、取組を進めてまい

りました。 

 また、近い将来必ず発生するといわれている

南海トラフ地震も、今後３０年以内に７０から

８０％の確率で起こると予測されており、年々

緊迫の度合いが増しております。 

 地震対策におきましては、これまでも避難道

の整備や、住宅の耐震改修事業などの、命を守

る対策、また防災備蓄倉庫の設置や、必要な資

機材などを整備する、命をつなぐ対策に取り組

んでまいりました。 

 令和３年度におきましては、さらに地震・津

波対策を強力に推進、加速していくため、津波

避難タワーを、駅前公園と旧武道館跡地に建設

し、津波からの避難を確実なものとしていきま

す。 

 また、助かった命がつながるよう、支援物資

を速やかに避難所まで届けるための課題や必要

な対策を明らかにするため、物資配送計画の作

成にも取り組んでまいります。 

 そして、「災害に強いまちづくり」というス

ローガンを掲げて取り組んでまいりました新庁

舎の高台移転でございますが、本年１月、高台

の造成工事は無事終了し、新庁舎の設計業務も

完了いたしました。建設工事の入札も終わり、

現在は既に工事に着手しており、令和３年度末

の完成、令和４年５月の開庁を目指して準備を

進めてまいります。 

 また、高台の新たな地名でございますが、３

６７名の応募の中から、政策審議会での議論を

経て、「希望ヶ丘」に決定され、今議会に提案

しておりますことを、ここに御報告申し上げま

す。 

 新庁舎移転後の旧庁舎の利活用につきまして

は、１月２９日に開催しました住民意見交換会

で、現庁舎を残して、そこに一定の機能を持た

せるという方向で議論がまとまっております。 

令和３年度は、さらに詳細を詰め、明確な方向

性を示してまいります。 

 長年の懸案事項でありました老朽化著しい学

校給食センターにつきましても、津波浸水区域

外の松田川小学校跡地に建築すべく、令和３年

度は実施設計に取り組みます。 

 同じく懸案となっております宿毛市街地の雨

水排水対策としまして、令和２年度は、排水路

の現況調査を行い、市道宿毛線の歩道下に雨水

排水対策に利用できる排水溝を確認しました。 

令和３年度は、この排水溝の整備を早急に行い、

市役所北側の排水路の水位を一定程度下げると

ともに、整備後の流量調査を基に、宿毛市雨水

管理総合計画を策定し、さらなる冠水対策に取

り組んでまいります。 

 第４の理念は、人口減少対策でございます。 

 宿毛市への移住に関心をもっていただくため

には、まず宿毛を知ってもらい、宿毛に住みた

いと思っていただくことが大切です。そのため、

豊かな自然を生かした観光やスポーツ、宿毛市

の暮らしを体験するツアーなどを通じ、交流人

口、関係人口の拡大に取り組むとともに、国や

県・民間のポータルサイト・イベント等を活用

して、移住候補地としての本市のＰＲなど、移

住促進の取組を進めてまいりました。 

 令和２年度におきましては、新型コロナウイ

ルスの感染拡大の影響を受け、移住関連イベン
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トの中止や縮小、また移動の自粛などにより、

本市の暮らしや就業を実際に体験していただく

場の提供が難しく、十分な取組ができにくい状

況ではありましたが、１月末時点で５５組８０

名の方に県外から移住をしていただいておりま

す。 

 令和３年度におきましても、県や近隣市町村

との連携を図りながら、引き続き移住促進に取

り組むとともに、ｗｉｔｈコロナを踏まえてホ

ームページ・ＳＮＳ等を活用した情報発信をよ

り強化し、移住潜在層への積極的なアプローチ

等を図ってまいります。 

 また、子育て環境や仕事、住まいの確保など

移住希望者ごとの多様なニーズに対応するため、 

庁内や各関係機関との連携をより一層強化し、

子育て世帯移住支援事業や空き家バンクの充実

など、住まいの支援、さらには、結婚新生活支

援事業費補助金を新設し、婚姻に伴う新生活を

経済的に支援することで、地域における定住人

口の増加、少子化対策を図り、さらなる人口減

少対策に努めてまいります。 

 続いて、本市の企業誘致について申し上げま

す。 

 現在、高知西南中核工業団地では、製造業２

１社、物流センター協業組合２２社が操業、約

８７０人が就労し、宿毛湾港工業流通団地では、

造船会社など３社が操業、約５０名が就労して

いるところでございます。 

 また、昨年に西南中核工業団地への進出協定

を締結しました不二精機株式会社が、本年夏の

仮操業、令和４年末の本操業に向け、人材募集

を行っており、新卒採用も含めまして、現在７

名の雇用が決定しているところでございます。 

 そのほかにも、若者や女性からの就職希望が

多い事務系企業として誘致いたしました株式会

社ベネフィット・ワンにおきましても、順調に

事業を展開しており、９月末現在で３２名が雇

用されるなど、ニーズの高い事務系職場の雇用

の創出はもとより、地域の経済の活性化などに

多大な貢献をしていただいておるところでござ

います。 

 新型コロナウイルスの影響は大きく、工業団

地などの立地企業も、先が見通せない厳しい経

営環境に置かれている企業もございます。 

 このような状況の中、工業団地の立地企業と、

これまで以上に情報交換を密にし、関係機関と

の情報共有を図るとともに、迅速な情報提供に

努め、企業活動を積極的に支援してまいります。 

 また、厳しい状況ではありますが、未売却地

への誘致にも力を入れ、さらなる雇用の場の確

保を図るとともに、引き続き地元企業と高校と

の連携を促進し、若年層の市外流出・人材確保

対策に取り組んでまいります。 

 続きまして、第５の理念は、子育て支援対策

でございます。 

 子育て支援に関わる取組としましては、今年

度スタートしました「第２期宿毛市子ども・子

育て支援事業計画」を基に、妊娠期から子育て

期にわたる母子保健事業を推進し、子供の健や

かな成長のために、質の高い幼児期の教育・保

育の実施や、地域の特性やニーズに沿った子ど

も・子育て支援事業の提供に努めてまいりまし

た。 

 また、依然として深刻な社会問題となってお

ります児童虐待対応につきましては、今年度設

置しました、子ども家庭総合支援拠点を軸に、

各関係機関とさらなる連携を図りながら、切れ

目のない、細やかな相談支援に努め、子育て環

境の一層の充実を図ってまいるところでござい

ます。 

 統合保育園につきましては、新庁舎の建設予

定地である希望ヶ丘に、津波浸水区域内にある

中央保育園、咸陽保育園、私立大島保育園の園

児たちが通える新保育園として建設いたします。 
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 新庁舎同様、建設工事の入札も終わり、令和

３年度より、順次、工事に取りかかる予定とな

っております。 

 工事は令和３年度中に完成する見込みであり、

令和４年４月の開園に向け、適宜、準備を進め

てまいります。 

 また、小中一体型として整備を進めておりま

した宿毛小学校・中学校の校舎建設につきまし

ては、今年度末に合築校舎・部室棟及び学童保

育棟の建設が終了し、令和３年度から新校舎で

の授業が開始となります。 

 引き続き、小学校・中学校のグラウンド整備

や、小学校プール・連絡通路・歴史公園等の工

事を行い、令和３年度中の完成を目指して取り

組んでまいります。 

 令和２年度は、新型コロナウイルスの影響を

受け、実施することができなかった「えいご塾

日新館事業」につきまして、これまでは就学前

の子供たちを対象に、林邸で開催しておりまし

たが、令和３年度はより多くの子供たちが英語

に親しみ、楽しむことができるよう、講師が市

内の公立保育園に出向いて、実施をしてまいり

ます。 

 第６の理念は、高齢化社会対策でございます。 

 本市の高齢化率は、令和３年１月１日現在で、

３８．５％となっており、高齢化が急速に進ん

でおります。いわゆる、団塊の世代が７５歳以

上となる令和７年に向けまして、高齢者の皆さ

んが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるこ

とができるよう、医療や介護、生活支援などを

一体的に提供していく地域包括ケアシステムの

充実を図りながら、安定的な介護保険事業を運

営していくために、今年度策定しました「第８

期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」

を基に、事業を実施してまいります。 

 現在取り組んでおります事業といたしまして

は、市内２か所の拠点施設において、高齢者の

集いの場を提供する「あったかふれあいセンタ

ー事業」があります。 

 また、月１回集まって料理や食事を楽しむ地

域元気クラブや、介護予防として行う、いきい

き百歳体操などの自主グループ活動を各地域で

行っていただき、健康づくりだけでなく、地域

の交流の場としても、皆様に親しまれていると

ころでございます。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止

対策として、それぞれの活動の自粛もお願いを

してまいりましたが、今後は感染状況を注視し

ながら、活動に対する支援を引き続き行ってま

いります。 

 令和３年度の新たな取組としましては、高齢

者の皆さんが、運動による健康増進や多くの方

と交流が持てる集いの場として、「すくもいき

いきサロン」を開設いたします。 

 このサロンは高齢者の方だけではなく、広く

市民の皆様に御利用いただき、誰もが健康で生

きがいをもち、安心して生活を営むことができ

る“健康長寿社会”の実現を目指して、整備す

るものでございます。 

 最後に、第７の理念は、文化芸術とスポーツ

振興でございます。 

 文化関連事業につきましては、令和２年度、

新たに予定しておりました、宿毛市市民講座や

多くの文化事業が、新型コロナウイルスの影響

で軒並み実施することができませんでした。 

 サークル活動の発表や、高知大学出前公開講

座などについては、感染拡大防止の観点から、

収録やオンラインを活用するなど、不便を強い

られての実施となりました。 

 令和３年度は、これまでの継続事業をはじめ、

今年度実施することができなかった、宿毛市市

民講座の開催や各種文化事業を実施してまいり

ます。 

 また、令和３年度は、宿毛市が輩出した代表
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的な偉人の一人である「大江 卓」の没後１０

０年を迎えることから、宿毛市人材のまちづく

り基金を活用いたしまして、記念事業実施のた

めの支援を行います。 

 また、本年１１月３日より高知県立美術館で

開催される宿毛市出身の洋画家、奥谷 博画伯

の作品展示会に併せまして、本市からバスによ

る日帰りツアーを開催するなど、市民の皆様が

文化芸術に直接触れることができるような取組

を進めてまいります。 

 令和２年度、スポーツ関連事業につきまして

は、宿毛市総合運動公園内の遊歩道に、全日本

マウンテンバイク選手権での優勝経験もある竹

之内 悠氏監修による、マウンテンバイクコー

スを新たに整備し、第４回宿毛サイクルフェス

ティバルにおきまして、お披露目させていただ

き、多くの方に楽しんでいただくことができま

した。 

 さらに、株式会社アールビーズと、地域協働

事業に関する包括連携協定を締結し、スポーツ

イベント「オクトーバー・ラン＆ウォーク」の

実施や、ウェブサイト「スポーツタウン宿毛

市」の開設により、広くスポーツ振興を図るこ

とができたものと考えております。 

 令和３年度の取組としましては、引き続き、

宿毛サイクルフェスティバルの開催はもとより、

宿毛市総合運動公園内のマウンテンバイクコー

スの整備を通じて、市内外にサイクルスポーツ

の魅力を発信し、大学の自転車競技部などに向

けましたスポーツ合宿誘致や一般のサイクリス

トに向けたスポーツツーリズムの流れを推進し

てまいります。 

 さらに、１年延期となりました東京２０２０

オリンピック・パラリンピック競技大会の開催

に先駆けて、本市で４月１９日に実施される聖

火リレーや、オランダとのホストタウン事業な

どを通じ、スポーツや教育・文化など、幅広い

分野で、オリンピック・パラリンピックレガシ

ーの創出を目指します。 

 また、引き続き、各種スポーツ大会の開催や

合宿誘致活動に努めるとともに、宿毛マラソン

の代替事業となる、宿毛マラソンＷチャレンジ

ラン２０２１や、宿毛花へんろウォーク、健全

育成ジュニア駅伝大会などを開催することによ

り、生涯スポーツの振興にも取り組んでまいり

ます。 

 以上が、私の掲げる重点政策である「７つの

理念」の概要でございます。 

 このほかにも、菅政権の看板政策の一つであ

ります、デジタル庁の設置に象徴されます行政

のデジタル化につきまして、本市では今年度マ

イナンバーカードの普及促進事業を実施いたし

ました。 

 市民の皆様の御協力をいただきまして、令和

３年１月末時点における本市のマイナンバーカ

ードの申請率は、累計で７２．１％となり、現

在、県下ではトップとなっております。申請い

ただいたマイナンバーカードは、随時、交付中

でありまして、１月末時点での交付率３４．

６％も同じく県下トップの数値となっておりま

す。 

 次のステップといたしまして重要になってく

るのが、マイナンバーカードを利用して行政手

続を簡素化し市民の利便性を向上させることで

あります。 

 宿毛市では、先月末よりマイナンバーカード

を利用して住民票や印鑑登録証明書のコンビニ

交付が受けられるようになりました。 

 また、現在システムの構築中であります、書

かない窓口整備事業は、令和３年度中には運用

が開始できる予定であり、マイナンバーカード

をお持ちの方は、申請書などを書く手間が大幅

に削減されます。これにより、来庁者の滞在時

間の短縮や利便性の向上が図られ、窓口の密
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集・密接も緩和されるものと期待をしていると

ころでございます。 

 そのほかにも、近年、スマートフォンの普及

等により、電子媒体での広報等の重要性が高ま

っていることから、市の情報発信を充実させる

ため、本市におきましても、フェイスブックや

インスタグラム、ラインといったＳＮＳも積極

的に活用してまいりました。 

 令和３年度におきましては、市民や事業者の

皆様からのお問合せ等に対する利便性の向上を

目的といたしまして、ラインを活用したチャッ

トボットによる行政サービスや手続の総合案内

サービスを導入いたします。これまでの電話や

窓口でのお問合せに加えまして、本サービスの

導入により利用者が簡単に情報を入手できるだ

けでなく、チャットボット応答により２４時間

いつでも対応が可能となります。 

 また、市民の方から市への各種の情報提供や

市民の方が希望する情報を選択して受信するこ

とが可能となるなど、ライン公式アカウントの

充実により市民サービスのさらなる向上を図っ

てまいります。 

 私たちを取り巻く自然環境は、温室効果ガス

による地球温暖化や、生活排水による水質汚濁、

また不法投棄やそしてごみの減量・リサイクル

など、様々な課題を有しているところでござい

ます。 

 特に近年は、地球温暖化に起因する気候変動

による集中豪雨や台風の巨大化等の自然災害が

頻発しており、深刻な脅威となってきていると

ころでございます。 

 今後、本市としましても、循環型社会の構築

と地球環境の保全を図るため、温室効果ガス排

出低減に向けた取組を推進してまいるところで

ございます。 

 社会を取り巻く環境は、引き続き、新型コロ

ナウイルスの影響を多分に受けるものと予測さ

れますが、市民の生命及び健康を守るため、引

き続き感染防止対策の徹底に努めてまいります。 

 また、国の主導の下、現在、急ピッチで進め

られているワクチン接種につきましては、市民

の皆様に正しい情報を提供し、皆様が安心して

ワクチン接種が受けられるよう、国の基準に基

づいた接種事業を速やかに実施してまいります。 

 今後も、市民福祉の向上という至上命題を実

現するため、コロナ禍という状況ではあります

が、ピンチはチャンスと捉えまして、反転、攻

勢職員と一丸となって市民の生活を守るため、

積極果敢に挑戦を続けてまいりたい、そのよう

に思っているところでございます。 

 市民並びに議員の皆様におかれましては、よ

り一層の御理解と御協力をいただきますようお

願いを申し上げまして、令和３年度へ向けての

私の所信表明とさせていただきます。 

 どうか、令和３年度も、よろしくお願いをい

たしまして、私の所信表明に代えさせていただ

きたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、市長の行政

方針の表明を終わります。この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１０時３７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時４７分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程第３「議案第１号から議案第５９号ま

で」の５９議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） それでは、御提案申し

上げました議案につきまして、提案理由の説明

をさせていただきます。 

 議案第１号は、「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算」について、地方自治法第１７９条第
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１項の規定に基づき専決処分しましたので、同

条第３項の規定により議会の承認を求めるもの

でございます。 

 内容につきましては、新型コロナウイルスワ

クチン接種事業に関する費用の増額により、緊

急に予算補正する必要が生じたため、３１２万

４，０００円を追加したものでございます。 

 議案第２号は、「教育長の任命につき同意を

求めることについて」でございます。 

 内容につきましては、現教育長の出口君男氏

が、令和３年３月３１日の任期満了をもって退

任となりますので、新たに、鎌田勇人氏を本市

の教育長として任命したいので、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものでございま

す。 

 鎌田氏の経歴等につきましては、資料として

お手元に配付しておりますので重複は避けます

が、人格、識見ともに優れ、本市の教育長とし

て適任者であると確信いたしておりますので、

御同意いただきますようお願い申し上げます。 

 また、退任されます出口教育長におかれまし

ては、これまで本市の教育行政の発展のため、

一方ならぬ御尽力をいただきましたことに対し、

心より厚くお礼を申し上げます。 

 出口教育長、ありがとうございました。 

 議案第３号は、「監査委員の選任につき同意

を求めることについて」でございます。 

 内容につきましては、現監査委員の美濃部勇

氏が、令和３年３月３１日の任期満了をもって

退任となりますので、新たに、弘瀬德宏氏を選

任することについて、地方自治法第１９６条第

１項の規定により、議会の同意を求めるもので

ございます。 

 弘瀬氏の経歴等につきましては、資料として

お手元に配付しておりますので、重複は避けま

すが、人格、識見ともに優れ、本市の監査委員

として適任者であると確信いたしておりますの

で、御同意いただきますようお願い申し上げま

す。 

 また、退任されます美濃部監査委員におかれ

ましては、これまで本市の監査委員として、一

方ならぬ御尽力をいただきましたことに対し、

心より厚くお礼申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 議案第４号は、「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算について」でございます。 

総額で３億４，８４９万１，０００円を減額し

ようとするものです。 

 内容としましては、決算額を見込んで歳入歳

出予算を補正しております。 

 議案第５号から議案第１５号までの１１議案

は、令和２年度各特別会計及び水道事業会計の

補正予算でございます。 

 こちらも決算額を見込んで、必要最小限の経

費を補正しております。 

 議案第１６号は、「令和３年度宿毛市一般会

計予算について」でございます。 

 総額で１６１億３，８７４万１，０００円を

計上しており、対前年度比１．７％の増、金額

にして２億６，６３９万３，０００円の増額予

算となっております。 

 これは、過去最高の予算規模でありました昨

年度を上回る予算となっておりまして、宿毛小

中学校校舎の令和２年度完成に伴う大幅な予算

の減額がある中、令和３年度は津波避難タワー

の建設工事、統合保育園の新築工事、錦地区の

内水対策工事等が、当初予算の最高額を更新す

る主な要因となっております。 

 そのほかにも、資料としてお手元に配付して

おります「令和３年度当初予算の概要」に、各

種新規事業や継続事業を記載しておりますので、

詳細の説明は省略させていただきます。 

 議案第１７号から議案第２８号までの１２議
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案は、令和３年度各特別会計予算及び水道事業

会計予算についてでございます。 

 １１特別会計の総額は、６９億４，１０６万

円で、企業会計である水道事業会計は、９億２

６６万円を計上しております。 

 議案第２９号は、「宿毛市ヤイト川可動堰管

理基金条例の制定について」でございます。 

 内容につきましては、高知県が施工するヤイ

ト川広域河川改修事業に伴い、補償工事により

設置した可動堰について、高知県より宿毛市に

支払われる補償金を基金として積み立て、可動

堰を維持管理していくために、本条例を制定し

ようとするものです。 

 議案第３０号は、「宿毛市健康サロンの設置

及び管理に関する条例の制定について」でござ

います。 

 内容につきましては、市民の健康増進及び市

民相互の交流促進を図ることを目的に、健康サ

ロンを設置するに当たり、新たに本条例を制定

しようとするものです。 

 議案第３１号から議案第３４号までの４議案

につきましては、いずれも、「指定居宅サービ

ス等の事業人員、設備及び運営に関する基準等

の一部を改正する省令」が、令和３年１月２５

日に公布されたことに伴い、それぞれの条例を

全部改正しようとするものです。 

 議案第３５号は、「指定管理者制度導入に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て」でございます。 

 内容につきましては、市立運動場や市立体育

館などの運営を、今後、指定管理に移行してい

くに当たり、関係する条例を一括で整備しよう

とするものです。 

 議案第３６号は、「宿毛市一般職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

 内容につきましては、令和３年４月１日より、

農業委員会事務局長を管理職から除外すること

等に伴い、本条例の一部を改正しようとするも

のです。 

 議案第３７号は、「宿毛市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について」でございま

す。 

 内容につきましては、「新型インフルエンザ

等対策特別措置法等の一部を改正する法律」が

令和３年２月３日に公布されたこと等に伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第３８号は、「公益的法人等への職員の

派遣等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、本条例で引用している、

「宿毛市一般職員の給与に関する条例」の一部

改正が行われたことに伴い、所要の改正を行う

ものです。 

 議案第３９号は、「宿毛市議会の議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例について」でございます。 

 内容につきましては、本条例で読替規定とし

て引用している、「宿毛市一般職員の給与に関

する条例」の一部改正が行われたことに伴い、

所要の改正を行うものです。 

 議案第４０号は、「宿毛市特別職の職員の給

与並びに旅費に関する条例の一部を改正する条

例について」でございます。 

 内容につきましては、議案第３９号同様、本

条例で読替規定として引用している、「宿毛市

一般職員の給与に関する条例」の一部改正が行

われたことに伴い、所要の改正を行うものです。 

 議案第４１号は、「宿毛市防災対策加速化基

金条例の一部を改正する条例について」でござ

います。 

 内容につきましては、宿毛市防災対策加速化

基金が今年度末で全額処分され、基金の原資と

なっておりました、高知県津波避難対策等加速
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化臨時交付金が終了し、新たに高知県防災対策

臨時交付金が創設されたことに伴い、本条例の

一部を改正しようとするものです。 

 議案第４２号は、「宿毛市立学校体育施設の

使用料に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校の統合による松田川小学校の廃校に伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４３号は、「宿毛市教職員住宅管理条

例の一部を改正する条例について」でございま

す。 

 内容につきましては、沖の島町母島に整備し

ております教職員住宅のうち、老朽化著しいも

のについては既に取り壊しておりますので、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４４号は、「宿毛市スクールバスの住

民利用に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校の統合により、県道宿毛津島線を走るスク

ールバスが宿毛小学校に乗り入れることに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４５号は、「宿毛市立保育所設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、令和３年３月末をもっ

て、すみれ保育園が閉園することに伴い、本条

例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４６号は、「宿毛市放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について」でございま

す。 

 内容につきましては、学校教育法の一部を改

正する法律が施行され、専門職大学が創設され

たことに伴い、本条例の一部を改正しようとす

るものです。 

 議案第４７号は、「宿毛市立放課後児童クラ

ブ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、宿毛小・中学校合築校

舎の整備とともに学童棟を新設することに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４８号は、「宿毛市国民健康保険条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、「新型インフルエンザ

等対策特別措置法等の一部を改正する法律」が、

令和３年２月３日に公布されたことに伴い、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４９号は、「宿毛市介護保険条例の一

部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、第８期介護保険事業計

画期間中における新たな介護保険料額の規定等

に伴い、本条例の一部を改正しようとするもの

です。 

 議案第５０号は、「宿毛市営住宅の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

て」でございます。 

 内容につきましては、令和２年度税制改正に

よる公営住宅法施行令の改正等に伴い、本条例

の一部を改正しようとするものです。 

 議案第５１号は、「宿毛市営地域振興住宅の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について」でございます。 

 内容につきましては、移住施策の一環として

実施しております、お試し住宅に関する条文の

整理等に伴い、本条例の一部を改正しようとす

るものです。 

 議案第５２号は、「宿毛市水道事業布設工事

監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術

管理者の資格基準に関する条例の一部を改正す

る条例について」でございます。 

 内容につきましては、「学校教育法の一部を

改正する法律」が施行され、専門職大学が創設

されたこと等に伴い、本条例の一部を改正しよ



 

－ 16 － 

うとするものです。 

 議案第５３号は、「宿毛市庁舎建設審議会条

例の廃止について」でございます。 

 内容につきましては、新庁舎建設に関し必要

な事項を調査審議するため設置しておりました

当該審議会につきまして、所期の目的を達成し

ましたので、本条例を廃止しようとするもので

す。 

 議案第５４号は、「宿毛市職員の給与の臨時

特例に関する条例の廃止について」でございま

す。 

 内容につきましては、東日本大震災の復興費

用捻出を目的に、職員の給与を削減するために

制定しておりました本条例につきまして、所定

の臨時特例期間が終了しているため、本条例を

廃止しようとするものです。 

 議案第５５号は、「宿毛市振興計画（基本構

想）の策定について」でございます。 

 内容につきましては、市の最上位計画であり

ます宿毛市振興計画につきまして、令和３年度

から令和１１年度までの基本構想を策定するに

当たり、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第５６号は、「工事請負契約の締結につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、「宿毛市統合保育園新

築工事」につきまして、２月１７日に実施しま

した一般競争入札により、契約の相手方及び契

約金額が決定しましたので、工事請負契約を締

結することについて、地方自治法第９６条第１

項第５号の規定により議会の議決を求めるもの

でございます。 

 議案第５７号は、「和解及び損害賠償の額の

決定について」でございます。 

 内容につきましては、令和３年２月１９日付

で締結しました和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法第９６条第１項第１２号及

び第１３号の規定に基づき、議会の議決を求め

るものでございます。 

 議案第５８号は、「字の区域及び名称の変更

について」でございます。 

 内容につきましては、市役所新庁舎及び統合

保育園の移転先となる小深浦地区から錦地区に

またがる高台の新名称について、宿毛市政策審

議会での議論を経て「希望ヶ丘」と決定しまし

たので、地方自治法第２６０条第１項の規定に

基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第５９号は、「辺地に係る公共的施設の

総合整備計画の変更について」でございます。 

 内容につきましては、令和２年１２月２３日

に議決されました沖の島辺地の総合整備計画に

ついて、同辺地内の母島地区給水施設の改修を

行うに当たり、辺地対策事業債の申請のため、

本計画を変更する必要が生じましたので、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の

特別措置等に関する法律第３条第８項の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げまして、提

案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（野々下昌文君）これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 議事の都合により、ただいま議題となってお

ります議案のうち、議案第５６号「工事請負契

約の締結について」を先議いたします。 

 これより、議案第５６号について、質疑に入

ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前１１時０７分 休憩 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２６分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 議案第５６号については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会の付託を省略いた

したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、議案第５６号は、委員会の付託を省

略することに決しました。 

 これより、議案第５６号について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 これより、議案第５６号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり可決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 全員起立であります。 

 よって「議案第５６号」は、原案のとおり、

可決されました。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月３日から３月５日ま

で休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、３月３日から３月５日まで休会する

ことに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月３日から３月７日までの５日間休会し、

３月８日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時２７分散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １番、今城です。今回

もよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速質問に移らさせていただきま

す。 

 まず、大項目の１番目、市庁舎高台へのアク

セス道整備計画について、伺っていきます。 

 今年１月の臨時議会において、私は市庁舎新

築工事の契約締結について、採決を棄権いたし

ました。 

 それは、採決前の議員協議会で、私が市庁舎

高台移転の前提であったアクセス道のかさ上げ

計画はどうなっているのか聞いたところ、庁舎

新築工事の契約とは関係がないと、私の質問を

遮られたからであります。 

 したがって、この場で市に明確な回答をして

いただきたいと思っております。 

 それでは、質問させていただきます。 

 市庁舎高台が接続する、堤防に沿った新しい

アクセス道、つまり錦地区の県道宿毛城辺線の

計画ですが、それはどうなっているのか、現状

報告と今後の見通しを伺いたいと思います。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。今城議員の一般質問にお答えをさせて

いただきます。 

 冒頭で採決への棄権であるとか、契約議案の

考え方であるとか、議員述べられました。それ

について、ここで議論するつもりもございませ

んし、質問の内容とは、また異なっております

ので、それは議会内でまた整理をしていただけ

ればというふうに思うところでございます。 

 質問に対するお答えでございますが、新庁舎

へのアクセス道の整備計画についてでございま

すが、宿毛市庁舎建設審議会より御意見をいた

だいておりますように、この道路は豪雨時、た

くさん雨が降ったときには、道路冠水による通

行止めが頻繁に発生している、そういう状況で

ありまして、庁舎建設の議論が始まる前から、

冠水対策が地域の方々から、またその道路を利

用される方々から、強く求められていたところ

でございます。 

 現在は、高知県による県道宿毛城辺線の道路

整備と、そして与市明川、錦川の堤防整備、そ

して宿毛市が事業主体となる内水対策といたし

まして、ポンプ整備が計画をされまして、事業

を実施しているところでございます。 

 これについても、予算議案も出ておりますし、

また議員のほうには、何度も説明をさせていた

だいている案件でございます。 

 この道路整備につきましては、錦口の橋がか

かっているところから、旧マシュールがあった

ところまでの区間につきまして、かさ上げした

与市明川の堤防に沿う形で、新たな道を整備す

る計画となっております。 

 現在は、高知県によって用地取得や移転補償

などの作業が進められているところでございま

して、並行いたしまして、着手が可能な個所か

ら工事を行っているといった状況でございます。 

 通った方は、見ていただいたら工事が進んで

いるのも見えると思います。 

 なお、旧マシュール付近から新庁舎への入り

口付近までにつきましては、既に約４０センチ

のかさ上げ工事が完了しているところです。 

 今後につきましても、残る用地取得等を進め

ていき、全体的な事業の進捗を図っていきたい

というふうに聞いているところでございます。 
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 また、本市が行うポンプの整備につきまして

も、現在、発注作業を行っているところでござ

いまして、引き続き、高知県と連携をしながら、

事業の早期完成を目指してまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 今のお話を聞くと、当

初の計画と変わっていないということでしたが、

ちょっと確認させてください。 

 自分も議会で話は聞いたところですが、どう

も確認できていなかった。 

 まず、当初の計画はどうであったかを確認し

たいと思います。 

 ２０１８年８月２日の高知新聞記事、宿毛市

新市庁舎は高台に、審議会答申。高台アクセス

道整備について、市事務局が説明。高台の下を

通る県道宿毛城辺線の約４００メートルについ

ては、浸水対策として２．９メートル程度かさ

上げする計画を県が示し、地元協議に入ってい

ると報告。西日本豪雨でも、道路整備後の高台

なら７割以上の職員が登庁できたとする推計も

発表した。これを受けて、原会長は、アクセス

道も見通しが立ったと、高台を提案。全会一致

で決定したとあります。 

 そのもとになった審議会の議事録からも、ち

ょっと抜き出してみます。 

 原会長は、発災後の司令塔となる条件として、

アクセス道冠水対策について説明を求めていま

す。 

 事務局からは、与市明川堤防をかさ上げし、

現道とは別に、堤防に沿って新しい道を整備す

る。計画図では、カードックタニグチの部分で、

２．９メートルかさ上げし、市はそこから高台

入口までの１２０メートルの延長を要望した。

アクセス道の整備で、参集率は１１％から７

４％にアップする、と説明を受けています。 

 これをもって、審議会は新庁舎を高台にと答

申しています。 

 まず、堤防に沿った、今と別の道をつくると

いう線、これがそのまま計画どおりになってい

るのか、それとも、それから２．９メートル程

度城辺線をかさ上げするというものが、このと

おりになっているのか、確認させてください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 今城議会の一般質問に

お答えをいたしますが、通告時に細かい話を全

く聞けていないので、羅列されても、すみませ

ん、ここで即答ができないというのが正直なと

ころでございまして、よろしければ、この発言

について、どういうふうなことを求めますと言

っていただければ、前もって準備をさせていた

だきたいと思います。 

 また、新聞報道、それから会の中で話された

ところを抜き取ってお話をされていますが、全

体文ございますので、そこの部分だけ切り取っ

てお話しされても、なかなかお答えができない

というところでございます。 

 少し明確に質問していただければ、そこの部

分についてだけ、一つずつお答えをしていきた

いと思いますので、申し訳ございませんが、そ

ういった形で質問していただければと思います。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 通告でも、大体これに

似たようなことは聞いていますけれども。じゃ

あ確認します。 

 もう一回、確認しますね。 

 現道とは別に、堤防をかさ上げして、それに

沿った道を、県道宿毛城辺線を導く、この計画

は踏襲されているのですか。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 先ほど答弁した内容と

全く一緒だと思いますが、現道をかさ上げして

別にというのは、別にじゃなくて、今の県道宿
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毛城辺線をかさ上げをして造るということなの

で、別という言い方に当てはまるのかどうかは

分かりませんが、あそこが今のところから堤防

側にずれるというふうに認識していただければ

間違いないというふうに思います。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 今聞いた市の説明は、

当時の計画、審議会の計画とは違いますね。 

 もう一回、確認します。 

 事務局からは、与市明川堤防をかさ上げし、

現道とは別に堤防に沿って、新しい道を整備す

る。計画図では、カードックタニグチの部分を

２．９メートルかさ上げし、市はそこから高台

入口までの１２０メートルの延長を希望した。

要望したと、こういう答申が出ています。 

 だから、これはどうなっているのですかとい

う質問を、なぜか議員協議会で、かなりの勢い

で質問を止められましたという、こういうこと

が私のこの質問の原動力になっているわけです。 

 ですから、このあたりがちょっと、困ったも

のだなと思っています。 

 このあたり、どうなんでしょうか。担当課の

課長さん、今どのような状況か。今の道をその

ままかさ上げするという計画になっているのか、

これは答えられると思いますので、よろしくお

願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 担当課に聞かれても、

計画変わっていませんので、何かを勘違いされ

ているのかなと思います。 

 現道とは別にというのは、現道をそのままか

さ上げするのではなくて、堤防のほうにスイッ

チするということです。 

 それで、当初から、委員会の中でもその話で

ずっときていますので、別に変更にはなってい

ません。 

 ちょっとすみません。そこが、何を言われて

いるのかが、理解ができません。 

 それからあと、質問を強く止められたので、

それが原動力になっているということで、こち

らにきていますが、自分が認識する上では、議

会のほうで質問の静止があったということで、

自分たち執行部側がその質問を強く静止したと

いうつもりはございません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 事実は議事録にも残っ

ていますし、そう捉えていますので、ここで質

問をしたということになります。 

 ですので、話のそごがあるかもしれませんが、

私も地元で説明会、高台決議の以前の問題とし

て、アクセス道の問題が出ていました。そのと

きの説明としては、２．９メートル程度かさ上

げするという論議の中で、認識を持っていた。 

 それから、審議会議事録も手に入れまして、

読み込んで、今言っているということですので、

再度、その認識が、市民の当初持っていた認識

と変わっているとするならば、そこが問題なの

です。当初持っていた市民たちの認識が変わっ

ているということがあると思うので、これは市

民の皆さんが活用する庁舎になる。このあたり

を確認した上で、市民に広く説明を行い、計画

が変わっていたということであれば、その事情

を隠さず伝えるようにしていただきたいと思っ

ているわけです。 

 当初、伝えた事実と違っていることが確認さ

れたならば、市民に説明を誠実に行うというこ

とを約束できますか。よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） すみません、ちょっと

御理解していただきたいのですが、計画は変更

していません。県のほうですけれど。 

 ２．９メートルかさ上げ、かさ上げと言われ

ていますが、現道を２．９メートルかさ上げす
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るのじゃなくて、現道からかわる道が２．９メ

ートル上がるという説明をされたのじゃないで

しょうかね。自分たちも、現道が２．９メート

ルかさ上げするなんていう話は、今まで聞いた

ことありません。そこの部分の、多分、食い違

いというか、何か勘違いが生じているのかなと

いうふうに思います。 

 計画が変更になれば、当然、御説明を、議会

にも含めてしていきたいというふうに思います。 

 なお、この工事自体は、県のほうの工事にな

っておりますので、県から説明を受けながらと

いうことで、答弁もさせていただいております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） その点は整理して、現

状がどうなっていくのかということ、常々、市

民の間に意識のそごが生まれないように、ぜひ

していただきたいと思っております。 

 それでは、自衛隊誘致問題について、大項目

２番に移っていきます。 

 その１番目として、オスプレイ誘致反対署名

提出における面談要請と市長の回答について、

伺っていきます。 

 昨年、７月１４日、宿毛市が防衛大臣に自衛

隊誘致の陳情を行った際、同行した中谷氏、中

西氏、この２人の国会議員が宿毛にオスプレイ

誘致を進言していたことが明らかになりました。 

 それを危惧して発足したオスプレイに反対す

る宿毛市民の会が、９月１７日に２，２０９筆

の反対署名を提出。それ以降も、市内はもとよ

り、幡多全域、県下各地から２，３００筆を超

える署名が届けられています。 

 追加署名提出に際し、代表者は、託された

方々の思いを伝えるべく、昨年１２月に市長に

面談をお願いしましたが、断られたままになっ

ています。 

 そこで、市民の会の公開質問状に、市長が答

えられましたが、その内容に沿って伺っていき

たいと思います。 

 市長は、公開質問状の中で、面談を拒絶して

いるものではないと回答しています。というこ

とは、市民の会と面談をしていただけるという

ことでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 市民の署名提出につきまして、面談をしてい

るのかという御質問でございますが、署名を私

のほうにいただく場合には、できるだけ私自身

が受理をさせていただくようにしているところ

でございます。 

 陳情の内容や、署名された方々の御意見を伺

うよう心がけているところでもございます。 

 質問議員が言われますオスプレイ誘致反対署

名につきましても、昨年９月１７日に、オスプ

レイに反対する市民の会の皆様と、私自身が直

接、お会いをさせていただき、御意見につきま

しても、十分、時間をかけてお伺いをし、署名

についても、その場で直接、受理をさせていた

だいたところでございます。 

 同会からの質問状に対する回答書でも御回答

をさせていただいているところでございますが、

以前いただいた署名や陳情につきましては、追

加などをはじめ、複数回にわたり受理させてい

ただくときには、オスプレイ誘致反対署名に限

ったことではなくて、ほかの件に関しましても、

署名陳情内容に該当する所管課にて受理をさせ

ていただくこととしております。 

 そういった場合がありますので、そういった

対応をずっととらさせていただいているところ

でございます。 

 受理した署名陳情等につきましては、速やか

に所管課を通じ、私が受け取らせていただいて

おりますので、その旨は、これまでもオスプレ
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イ誘致に反対する市民の会の皆様、また今城議

員にも御説明をさせていただいているところで

ございます。 

 繰り返しになりますが、署名につきましては、

所管課を通じ、受け取りをさせていただきたい

と考えておりますので、受取自体を拒否してい

るものではございません。どうぞ担当課のほう

に御提出をしていただきましたら、私のほうで

また見させていただきたい、そのように思って

おります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） その質問ですが、明確

な答えが受け取れていません。 

 確認としては、初回、面談していただいてい

ますね。これは、再度、２，３００筆もの署名

が届けられたということです。これは、新たな

署名者たちの請願ということです。そういう受

け取りです。 

 提出書類は一緒であっても、新たな署名者た

ちの請願。それを付託された代表者が、陳述の

機会を与えてほしいと言っている。 

 これに対して、本当に短時間でいい、陳述の

機会をもらえないかという、これが趣旨なので

す。 

 短時間でいいから、面談機会をとっていただ

けないのか、再度確認したいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 署名というのは、数の力はございますが、数

だけではなくて、一人一人の思いというのがあ

るものだというふうに、私も感じながら受け取

りをさせていただいているところでございます。 

 多くの署名が集まったから会わないといけな

い、少ないから会わないといけないというもの

ではないと思います。 

 同じ趣旨・内容で、賛同した方々が書いた署

名が集まったということであれば、当初の趣旨

に沿った形で、これだけ多くの方々がさらに追

加で、同じ思いを持っているのだなということ

で、見させていただきたいという思いで、署名

追加については受け取りを、担当課でさせても

らったらという考え方を述べさせていただいた

ところでございます。 

 そういった形ではございますが、なお、この

署名を、たしか宿毛市長と宿毛市議会議長宛、

連名で書いていたというふうに思いますし、ま

た今城議員のフェイスブックでも、市長・議長

宛に提出というふうにありますが、私が９月１

７日に署名を受理した際には、市議会議長のほ

うは同席をしていない状況でもございましたし、

また、市議会事務局に確認しましたが、現時点

では、追加分を含めて、同会からの署名の提出

は、議会のほうにはないというふうにお伺いを

しておるところでございます。 

 また、先ほど申しましたように、これだけ多

くの方々が署名をされたということであります

ので、自分たちも担当課を通じて、受け取りを

させていただきますというお話を、再三させて

いただいているところでございますが、代表の

方々の意見、主張などによりまして、受理がで

きていない状況でございます。 

 書かれた方々、それぞれ思いはあると思いま

すし、また集められた方々、それぞれ思いがあ

るとは思います。ただ、こういった形で、どこ

どこに提出をするという形で集められた署名で

あれば、議会のほうにも速やかに提出をすべき

ではありますし、また私のほうにも、どういっ

た形であれ、提出をしていただくべきなのでは

ないかなというふうに考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 
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○１番（今城 隆君） 今の答弁を受けて、新

たに市民の会のほうでも対応があるのではない

かと思っております。 

 ぜひ面談の時間をとっていただければと思う

わけです。 

 これはなぜかと言うと、私も教員もやりなが

ら、何十年間も同じ署名を、毎年のように届け

ていく。あるいは、市民運動の中で、第１期集

約、第２期集約お願いしますということをした

ときに、私は断られたことがないのですね。市

長だとか、教育長だとか。それは、一通り話を

聞いて受け渡すという、ある意味、押し込むと

いうよりも、懇談です。あなたたちの気持ちも

分かりますとか、これはちょっと無理ですねと

かという会話をしながら、重ねていくというこ

とを続けてきました。 

 ですので、私自身、違和感を感じているとこ

ろでもございますが、それはできないとしたら

残念なことですけれども、ぜひ会っていただく

機会をもっていただきたい。 

 次に移ります。 

 質問状のオスプレイ反対運動をどう思うかの

問いに、市長は、オスプレイ誘致の検討がない

段階で、市長としての見解はないと、かみ合わ

ない回答が返ってきています。 

 もう一度、ここについて市長の思っているこ

とを確認したいと思います。 

 市長は、市民のオスプレイ反対運動をどう思

っているのですか。率直にお答えいただいたら

と思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 反対運動につきまして

は、中谷代議士の発言を通じて、個々に感じた

方々が、そういった運動を起こされて、またそ

の運動の中で、賛同された方が署名をされてい

るということだというふうに思っております。 

 なお、オスプレイについて、先ほど、かみ合

わないというお話ありましたが、反対される

方々、それから今城議員もそうですが、いろい

ろな形で、言葉であったり文書であったり、い

ろいろ流されています。そういったものを一つ

一つ確認をしながら、また検討をしたりとか、

そういうことはしておりませんので、オスプレ

イについては、現在、検討はしておりませんの

で、そのことについては、答えられないという

お話をさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） それでは、質問を移り

ます。 

 それでは、市長は、オスプレイを誘致しない

と答えられないのでしょうか。そう答えないの

でしょうか。 

 オスプレイを宿毛には誘致しないと答えませ

んか。答えられないのですか、確認させてくだ

さい。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 本質問につきましては、公開質問状でもお答

えをさせていただいておりますので、今城議員

も知っての上での質問だと思います。 

 本市は、オスプレイ配備の検討もしていなけ

れば、誘致についても行っていないところでご

ざいます。 

 それ以前に、本年１月７日に、国におきまし

ては、オスプレイの配備先といたしまして、佐

賀空港が最適だということに変更はないと、マ

スコミ報道もなされておりますので、質問状に

お答えをさせていただいたとおりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 元防衛大臣である中谷

氏の発言ということもあって、リアリティーが
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あるわけです。 

 今の答弁でも、現時点ではないと。それでは、

オスプレイの誘致もひょっとしてはあり得るの

かと。そういうような不安が、発言からは見え

てこないので、署名が続くわけなんだと思って

います。 

 そこで、これまでの経緯を確認してみたいと

思います。 

 まず、中谷防衛大臣時代の２０１５年９月、

安保法制が強行採決されました。これにより、

日米軍事の一体化が進んでいくようになりまし

た。 

 ２０１６年９月、宿毛市議会で自衛隊誘致特

別委員会を設置。 

 そして２０１８年６月、特別委員会報告を受

け、自衛隊誘致の促進を市議会で可決。 

 同２０１８年９月、市庁舎高台移転を可決。

これにより、高速道路を新港、そして西南空港

側にルートを移すことになります。 

 ２０１９年６月、中谷氏が衆院安全保障委員

会で、オスプレイ配備、宿毛検討を質問してい

ます。 

 ２０２０年７月、中谷氏と中西氏が、宿毛の

自衛隊誘致で、宿毛にオスプレイをと、防衛大

臣に進言しています。 

 ２０２０年９月、市民の会が反対署名、２２

０９筆を提出。今年の２月、追加署名をもって、

２，３５０筆をもって市長に来ましたが、市長

の直接受取、面談拒否に、公開質問状を提出し

た、こういう流れです。 

 この経緯から見て、宿毛市は、自衛隊誘致中

心に動いているように見えます。市庁舎移転は、

自衛隊誘致場所への高速ルート変更のためだっ

たという見方さえできます。 

 あくまでも見方ということですよね。 

 日米軍事一体化と、中谷・中西氏らの国会議

員の動き、宿毛市議会の動きは、まさに連動し

ており、中谷元防衛大臣から、立て続けに出る

オスプレイ宿毛誘致発言には、リアリティーが

あります。 

 中谷防衛大臣時代の２０１５年、安保法制を

採決、そして今年の正月にスクープにあがりま

したが、水陸機動団をめぐる日米秘密合意があ

り、２０１８年には、その水陸機動団が佐世保

に編成されました。 

 その輸送任務に当たるのが、まさにオスプレ

イであります。２０１９年からは、幡多地域で

米軍輸送機の低空飛行が多発しています。 

 そこで市長に伺います。 

 オスプレイ誘致ともなれば、地域一帯が日米

軍事一体化に飲み込まれ、住民生活が脅かされ

るのではないか。そんな心配をする市民や、県

民の心情は理解できないのでしょうか。 

 市長は、この心情に理解ができないのでしょ

うか、お聞きします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 オスプレイ誘致への心配の心情が理解できな

いのかというお話でございます。本当に心配だ

と思います。理解しているつもりでございます。 

 ただ、先ほど、いろいろ今城議員、あくまで

もと言いながら、いろいろな話をされました。

そういうことを公の場で言うということは、い

ろいろな人たちの不安をあおる、またいろんな

考え方を誘導する、そういったことにつながり

ます。 

 特に、私も市長をやらさせていただいており

ますが、議員であるとか、公の立場の方々が言

う、または新聞等が書く、こういったことに対

しては、非常に皆さん、敏感になっております。

だからこそ、自分もそうですし、またメディア

の方々もそうです。責任を持って言葉、文字を

発しているんだというふうに感じているところ
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でございます。 

 憶測だけで物事を言うと、非常に不安をあお

ることになる、それは現在、本当にコロナ禍で

大変な思いをされている方々が、最も感じてい

るところではないかというふうに思います。 

 確かな情報をしっかりと伝えながら、その中

で市民の方々にしっかりと判断をあおいでいく、

そういったことが市長として必要だろうという

ふうに考えているところでございます。 

 非常に皆さんが心配していることについては、

自分なりに理解をしているつもりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 今の、何か私が誘導発

言をしていると、このように言いますが、私は

事実を述べた。事実を述べて、そのように見え

る。そういう見方もできる。これは私の心配で

もあり、私の周辺の心配する、署名をくれる人

たちの心配でもあります。 

 この事実に対して、しっかり心情を受け止め

て、いや、心配する必要はない。そうではない

んだと。そういう事実をしっかりと返してほし

いわけです。 

 だから、説明が明確でないことによる問題と

いうことです。それをしっかりお願いしたい。 

 もう一度、質問状の内容に戻ります。 

 次に、防衛省より、オスプレイ整備やオスプ

レイ配備要請があった場合、市長としての判断

基準は何かという問いに対して、市長は、検討

していないため、回答はしないと、また同じ回

答です。 

 防衛省より、空港整備やオスプレイ配備要請

があった場合、市長としての判断基準は何かと

いう問いに対して、検討していないため回答は

ない。はぐらかしているように感じてしまうわ

けです。 

 昨年７月、市長が防衛大臣に提出した要請書

は、宿毛市は、空港建設の適地もあり、海上、

航空、地上輸送、事前部隊編成や訓練に最適の

候補地だと思われますということで、自衛隊誘

致を求めています。 

 市長は、空港で誘致を要請しながら、空港を

検討していないという回答は、矛盾の極みだと

考えます。 

 市長に聞きます。防衛省から空港整備を求め

られたら、どう対応しようと考えていますか。

はぐらかさずに答えていただきたい。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 その前に、事実だけを述べておられると言わ

れましたが、あくまでもというお言葉を使われ

て、庁舎の高台移転と高速道路の関係であると

か、そういったことで、事実とは違うことも述

べられたおりましたので、そういったことも含

めてお話をさせていただいたつもりでございま

す。 

 先ほど、空港整備のお話ありました。自衛隊

誘致については、何度も答えておりますが、現

在、白紙の状態でございまして、議会も含めて、

官民挙げて自衛隊誘致に取り組んでおりますが、

どういったものが来るかということは、全く示

されていない。もっと言えば、来るということ

も、当然示されていないところでございます。 

 そういった形の中で、いろいろな形の中で、

この地域が利活用できるんじゃないかというこ

とで、自衛隊誘致の特別委員会のほうでの答申

も見る中で、そういった要望活動を進めさせて

いただいているところでございます。 

 空港につきましては、実際、空港が来るとい

う話は、全く、今はございません。また、空港

がどの辺りに、エリアにできるのか。また、ど

ういった飛行機であるとか、先ほど言いました

オスプレイであるとか、そんなものが利用する
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とかというものも、全く示されていない状況で

ございますので、もしもそういったことが、自

衛隊側から話がありましたら、その時点で、そ

のことについて、しっかりと議論を進めていき

たい、そのように考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 要請はしているわけで

すから、来たら論議を始める、こういう、今、

答弁だったと思います。 

 その前に、市に呼び込むための何らかの、市

民に対するスタンスというのが必要になってく

るのだと思っています。 

 市長に伺います。 

 漁業被害や騒音被害、それから住民の安全性

も含め、宿毛市が自衛隊誘致のスタンスを明確

にしていない。こういう条件に合わなければ誘

致はできないんだよとか、この範囲なら誘致を

進めていきたい、こういうものが、全然スタン

スが示されていないわけです。オスプレイしか

り、空港しかり。ですから、心配なわけですね。 

 こういうふうに明確にしないことが、市民、

県民に大きな不信をもたらしている。それを問

題と思わないのでしょうか、伺います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 スタンスを示さないことが不安で、市民に大

きな不安をというお話でございます。 

 スタンスは一定、示させていただいておりま

す。また、この議論の中で、何度もお答えもさ

せていただいているところでもございますし、

また、自衛隊に対して、大変期待を持っている

方々も、市民の中にはおられるというのも、事

実でもございます。 

 そういった形の中で、自衛隊誘致に対する私

の基本的な考え方は、これまでも、議会で答弁

をさせていただいておりますことの繰り返しに

なりますが、地域経済の活性化や、そして防災

対策、さらには本市の大きな課題でもあります

人口減少対策にもつながるものと考えまして、

これまで、市議会や商工会議所と一体となり、

要望活動等に取り組んでまいりました。 

 自衛隊誘致の現在の状況につきましては、誘

致の可能性があるのか、あるいはどのような内

容のものを誘致できるのかなどを含めまして、

白紙の状態でございますので、市民の皆様に、

残念ながら、具体的な説明をできる段階には至

っていない、そういった状況に変わりはござい

ません。 

 オスプレイにつきましても、本市への配備計

画はございませんので、配備された場合の影響

なども、検討はしたことがないといった状況を、

先ほどまで答弁させていただいた内容と同じで

ございます。 

 この自衛隊誘致につきましては、私独りが決

定するものではないと考えておりますので、具

体的な説明ができる状況になりましたら、当然、

関係者をはじめとする市民の方々、また近隣自

治体にも説明をさせていただく中で、しっかり

と御意見を聞かせていただく、そのような考え

方を持っております。 

 そういった考え方を持っているというのが、

自分のスタンスとしてお示しをさせていただい

ているところでございまして、何も自分一人で

自衛隊誘致を決定していく、そういった考え方

は持っておりません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 自衛隊誘致を望む方々、

当然、自衛隊によって救われる可能性もあるこ

と、それから市の経済効果だとか、様々な利点

もあるでしょう。反面、やはり防衛上、軍事に
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関わることという心配もあるわけです。日常の

訓練が必要になってくる。 

 これは、どこを見ても分かると思います。そ

れをさらに、オスプレイという話が出れば、日

米共同の動きがとられる部隊ということになり

ますので、それも心配する。 

 こういったことになりますから、進める上で

の、きちっと市民に配慮したメッセージという

ことを出していただきたいと思っているわけで

す。 

 市民の会は、今回の答弁を受けて対応をして

いくと思います。市長には、憲法の請願権及び

誠実処理義務の趣旨にのっとって、今、４，５

００を超えていますが、４，６００ぐらいにな

っていると思いますが、署名に託した人々の思

いをしっかりと受け止め、適切な対応をとって

ください。よろしくお願いします。 

 続いて、２項目めの、足摺沖潜水艦事故の問

題について、市長の所見をお聞かせください。

よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 足摺沖潜水艦事故ということでございますの

で、２月８日に発生した事故のことについてだ

というふうに理解した上で、自分の所見を述べ

させていただきます。 

 ２月８日に発生した海上自衛隊の潜水艦と外

国船籍の大型貨物船の衝突事故につきましては、

足摺岬沖南東約５０キロでの事故ということで、

足摺岬沖には、土佐黒潮牧場として設置されて

いる浮き魚礁もありまして、本市の漁船も含め、

日常的に漁船の運行する海域でもあります。 

 日本の平和と安全を守るため、自衛隊が果た

す役割は重要であり、自衛隊の訓練そのものは

必要なものであると認識しておりますが、この

ような事故はあってはならないものであり、今

後、国による事故原因の調査や、事故原因を踏

まえた再発防止策が、県に示されるとお聞きを

しているところでございます。 

 国におきましては、事故原因を究明し、再発

防止策を徹底していただきたい、そのように私

は考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） ３月２日の県議会の、

浜田知事答弁もありましたので、ちょっと読ん

でみます。 

 今回の事故が発生した海域では、カツオ漁な

どを中心に、本県の漁業者が日常的に操業を行

っているほか、本県に関係する商船なども行き

交っている。 

 対策が不十分と判断した場合には、訓練の中

止も含めて、国に強く働きかけていくことも必

要と考えていると、このように言っています。 

 市民の命と安全を守ることは、当然、市長の

最大の責務であろうと思います。 

 自衛隊事故による住民被害は、絶対起こさせ

ないという強いメッセージを出せないなら、自

衛隊誘致は、そういう資格はなくなるわけです

ね。 

 こういった事故は絶対に起こさせないという

強い姿勢を持って、今後も市民の不安や声に耳

を傾けて、市民の命と安全を守り抜く市長であ

っていってほしいと思うわけです。よろしくお

願いします。 

 次の、大項目３番に移っていきます。 

 離島・中山間集落の訪問介護・看護サービス

の確保について、伺います。 

 前回の一般質問で、鵜来島の医療、介護の現

状を問いましたが、先ほど、相談に乗ってもら

っているという話も伺ったところです。 

 前回の市の回答は、サービスに対応できる事

業者がいないので、訪問介護や訪問看護サービ
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スができていない状況である。今後、協議をす

るということでした。 

 香美市など、県内幾つかの市町村では、中山

間地区の介護サービス確保対策事業がされてお

り、サービス事業者に自治体が補助金を交付し

て、どこでも同様のサービスが受けられるよう

にしていると聞いています。 

 それでは伺います。 

 離島・中山間地域での介護や看護サービスの

確保に対する国・県・市の補助制度には、どの

ようなものがあって、それを本市はどのように

活用しているか、活用状況をお聞かせください。

よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

今城議員の一般質問にお答えします。 

 本市におきましては、沖の島や鵜来島の離島

地域における在宅での介護サービスの提供を行

う事業所に対しまして、遠隔地での地域加算と

して、高知県の補助制度を活用した中山間地域

介護サービス確保対策事業費補助金を設けてお

ります。 

 また、本市の単独事業としまして、事業所が

サービスを提供する際に利用する定期船運賃を

補助する離島介護サービス支援事業費補助金を

設けており、離島地域における介護サービスの

確保に向けた予算措置を講じております。 

 今年度におきましては、離島地域での訪問等

による居宅介護サービスを利用されている方が

おられませんので、予算の執行状況はございま

せん。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 香美市などと同様の対

応、定期船などで補助金支出を行ってきたと。

現状では、利用者がいないので出していないと

いうことですね。 

 ここで憲法２５条の生存権、一応確認してお

きたいと思います。 

 全ての国民は、健康で文化的な最低限度の生

活を営む権利を有する。国は、全ての生活部面

について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の

向上、増進に努めなければならないと。これは

当然、当たり前のことなのですが、そこで伺い

たいと思います。 

 生存権の精神に従って、宿毛市のどこに住ん

でも必要な介護、看護サービスが切れ目なく受

けられるよう補助制度の拡充ができないものか、

ということになります。 

 恐らく、今すぐに離島での、特に鵜来島なの

でしょうか、訪問ケアをしてほしいという場合

に、業者がいないということになるのだと思い

ますが、そういうことに、即座に対応できる状

況というのが、何とかできないものかという、

今後の方向性ですね、聞かせていただければあ

りがたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

今城議員の再質問にお答えします。 

 本市としましては、介護が必要な方には、適

切なサービスを今後も提供してまいりたいと考

えております。 

 ただ、介護保険サービスの提供につきまして

は、事業所において実施していただくことにな

り、昨年の１２月議会における今城議員の一般

質問においても答弁しましたとおり、離島地域

におけるサービスの提供につきましては、介護

認定の結果や、ケアプランの内容等を踏まえま

して、事業所と協議をする中で対応してまいり

たいと考えておりますので、その中で、新たな

補助制度や事業等の創設が必要かどうかにつき

ましても、合わせて協議をさせていただきたい

と考えております。 

 現在、沖の島や鵜来島地域におきましては、
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本市の保健師が毎月定期的に訪問しており、健

康相談や生活相談等も行っておりますので、随

時、相談をしていただければ、関係機関と連携

をする中で、引き続き対応してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 今の答弁からは、必要

性が生じたときには、前進させるという可能性

を探っているということだと受け取りました。

ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

 市担当職員、特に接する市担当職員が課題を

しっかりとつかんで、真摯に対応すれば、住民

は気遣ってもらっているとか、守られていると

感じることでしょう。 

 それが、私は最大の住民福祉になるのではな

いかと思っています。 

 住民と市が信頼をもってつながって、見えて

くる課題について、条件に合った、それから住

民が納得できる対策を、県を巻き込んで、一緒

に考えてほしいと思っています。 

 今年、特に県は離島・中山間でも、安心して

生活し続けるための施策予算が補強されました。

対応を強化したと聞きます。 

 あらゆる分野で、過疎地の課題に対応するの

が、県の中山間振興・交通部ということですね。 

 住民と自治体が、ここが大事になってくると

いうことですが、住民と自治体が課題共有をで

きているということ。これができていれば、県

のほうでも、現地に入って、一緒に考えて、相

談に乗るという話も聞いています。 

 解決できることは少なくないのですよという

話も聞く機会がありました。いろいろな策を講

じて、今より前に進めることは可能です。その

かわりに、市と住民が同じ課題を持っているか

どうか、ここが成功したとこと、うまくいって

ないとこの違いがあるんだという説明も聞いた

ところでした。 

 ぜひ、地元の方と一緒に、この課題を、いろ

いろな課題、その面だけでなくて、付随する課

題との相互作用があると思いますから、ぜひそ

の辺を、しっかりと意識共有して、また県と一

緒に取り組んでいってほしいと思っています。 

 ぜひ、希望を持って、前に動かしてほしいと

思います。よろしくお願いします。 

 それでは、最後の水上飛行艇の可能性調査に

ついて、伺います。 

 水上飛行艇について、市長は、９月議会で、

３年前からアプローチしている。 

 関西空港とつなぎ、宿毛湾にインバウンド客

をつれてこれないかと、ずっと温めてきたと答

弁しており、１２月議会では、災害発生時の輸

送手段の多重化として、可能性が広がると答弁

しています。 

 そこで質問します。コロナ対策費３０８万円

の水上飛行艇の可能性調査の報告をお聞かせく

ださい。よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 災害発生時の輸送手段ということは、あちら

側がそういったことを書いているということで、

そういった可能性もあるのかなということで説

明をさせていただいたということでございます。 

 あくまでもこの水上飛行機については、いろ

いろな期待ができるだろうということで、御説

明もさせていただいたところでもございます。 

 この水陸両用機の活用可能性調査事業につき

ましては、検証飛行、そしてデモフライトを合

わせまして３日間行い、宿毛湾港における水陸

両用機の導入の可能性について、報告書に取り

まとめていただき、事業が終了をしたところで

ございます。 

 本事業の結論といたしましては、物理的には、
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当該水域においては、四季、つまり年間を通じ

て気象条件を満たせば、定期的な運行は可能で

あるとの判断をいただいております。 

 詳細につきましては、実際のフライト結果か

ら、波浪につきましては、第一防波堤、第二防

波堤内側付近、また池島と大島間の少し狭くな

っている海域付近においても、波高は安定して

いるものの、この海域の問題点といたしまして

は、吹きおろしの風で、風が巻くことにより、

機体が不安定になることがあるが、これは目前

に山がそびえる宿毛湾の特性であり、この辺り

を判断しながら、適切な離着水エリアを選定す

ることとなるなどとされているところでござい

ます。 

 少なくとも北西寄りの風、１０メートル以上

では、風が巻き始めるものと推測されており、

実際に今回の調査事業におきましても、強風で

着水ができないなどの理由により、日程変更を

余儀なくされたこともあり、冬の北西風が強く

なる時期には、就航率が低くなることも想定し

ておく必要もあるのではないかと考えておりま

す。 

 また、本市で運航する場合においては、報告

書においても、運航支援の必要性の見解も示さ

れておりますが、本拠地からの回送費などの必

要性もあることから、私といたしましても、関

係自治体による補助金や、利用促進策などの運

行支援の検討も、他の公共交通機関と同様に必

要であると、そのように考えているところでご

ざいます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） まず、物理的には、定

期的運航も可能な領域ということだということ

ですが、実質的活用ということの意味では、市

長が３年も前から構想していたといいますので、

それからインバウンド客を導く仕組み、経済的

見通し、そのあたりについての説明を求めたい

と思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 インバウンドと経済効果の見通しについての

御質問でございますが、１２月議会でもお答え

しましたとおり、調査事業を経て、当該水域で

水陸両用機の運航が可能との判断に至った場合

に、初めて就航形態などの具体的な協議に移る

ことにしており、昨年末までに試験飛行等を行

い、１月中旬に報告書の提出をいただいており

ます。 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症が

経済や産業活動、また社会生活に大きな影響を

与える中で、航空、観光産業全般への影響も大

きく、本調査事業を委託しました株式会社せと

うちシープレーンズも例外ではなく、特に大き

なマーケットである富裕層、インバウンド、年

配者などの移動が大幅に減ったことから、予想

以上に大きなダメージを受ける結果となり、残

念ながら、１月末をもって一旦事業を休止して

いる、そういった状況となっております。 

 コロナウイルス感染症の収束が見えない状況

ではありますが、現在も事業の再開に向けて取

り組まれており、新スポンサー候補との協議の

中では、引き続き、宿毛の営業便化も提案して

いるともお聞きをしているところでございます。 

 コロナ禍においては、厳しい状況ではござい

ますが、本事業につきましては、宿毛市だけで

なく、幡多地域の魅力を向上させることができ

る事業だと考えておりまして、今回の調査事業

で、物理的には、宿毛市でも水陸両用機の運行

は可能という結果は出ておりますので、コロナ

収束後、事業が再開されましたら、本地域の活

性化に向けて、宿毛市での運航につきましても、

再度、協議を行ってまいりたい、そのように考

えているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） せとうちシープレーン

ズのコロナの影響というのも、大変厳しい話を

聞きましたが、どこのまちにも観光への被害と

いうのも出てきているものと思います。 

 ただし、予算については、３０８万円、しか

もコロナ対策費ということですので、それなり

の、これによってどう導くという、構想がもっ

とはっきりしたものがあったのではないかと、

そう考えてきたわけです。 

 宿毛市と隣接地域の動向から考えると、大き

な動きとしては、先ほどから話したように、宿

毛の自衛隊誘致の動き、そして四万十市の大学

誘致、こういう話が想像されるわけです。 

 自衛隊の話はともかく、四万十市の大学誘致

の話も聞きましたので。 

 今、四万十市が誘致を進めている四万十市大

学誘致案というのは、下田に看護系４年制大学

をつくり、有岡に日本語学校、外国語学校が計

画されています。留学生を多く受け入れると聞

きます。 

 運営するのは、京都の学校法人育英館。この

学校法人の経営する日本語学校、看護学校は、

中国の日本語学校と連携しており、中高一貫の

日本語学校ですから、随分、勉強してきている

方々が入っていくという日本の学校がつくられ

ています。 

 これまでの実績から見ると、大変優秀な中国

人を留学させ、日本での看護師資格や、大学進

学を目指す、こういう形が想像されています。

そうなると思います。 

 そこで市長に伺います。 

 水上飛行艇活用は、四万十市の大学誘致の動

き、つまり中国の留学生や、資本を呼び込む構

想と関係しているということではないのでしょ

うか。このあたりお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 水陸両用機、３年間も温めていたのだから、

いろいろな考え方を持っているだろうというお

話をいただきました。 

 当初にもお話ししたかもしれませんが、四国

運輸局のほうの御紹介もあって、こちらの会社

とのつながりを持たせていただいたのが、３年

ほど前です。 

 やはり、現在の浜田知事もおっしゃっており

ますが、２０２５年大阪万博時には、多くの外

国人がやってくるだろうと。そういった方々を

どうやって高知県に来てもらって、そして高知

県で楽しんでもらう、そういったことができな

いかというお話をさせていただいているところ

でもございまして、多くの外国人が来られる、

インバウンドのお客さんを、空港から遠い宿毛

市に来ていただくためには、どうすればいいの

か。そういった形の中で、空港整備の必要性が

ない、この水陸両用機に目をつけたところでご

ざいます。 

 そういった形の中で、コロナ禍の経済対策と

いう形の中で、費用を捻出をさせていただいて、

一定水陸両用機が宿毛湾に離着水できるという、

しっかりとした報告書をいただいたということ

は、今後の宿毛市にとって、大きなスタートに

はなるのではないかなというふうに、市長とし

ては考えているところでございます。 

 そして、議員のほうからお話のあった四万十

市の大学誘致に関する学校法人については、実

は、詳しくは知らない状況でございます。私が

申し上げましたインバウンドとは、通常、一般

的に使われております訪日の外国人旅行客のこ

とを示して申し上げたものであります。そうい

った形の中で、この四万十市の大学誘致とどの

ように関係性をもっていけるのかということは、

現在は検討をしていないところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 了解しました。万博の

ことは考えていなかったですから、その辺りの

つながりは見えてきました。 

 ひょっとしたら頻繁に、それを関空からここ

に来たいという動きが起こる可能性もあると思

います。 

 また、そういうことも可能性として見えてく

るかもしれません。 

 ただ、この調査費３０８万円というのは、当

然ですが、コロナ対策交付金によるものです。 

 コロナによる地域経済、住民生活の支援に活

用しなければならないということで、どこがコ

ロナ対策かということになるわけです。このあ

たり、ひとつ、これがコロナ対策として生きて

くるんだとか、ちょっとチャンスがあったから

使わせてもらったんだとか、いろいろあるかも

しれません。そのあたりの説明を聞かせてくだ

さい。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、１番、

今城議員の質問にお答えいたします。 

 コロナ対策交付金の関係でございますけれど

も、この交付金につきましては、コロナウイル

ス感染症が収束した段階でも、地域活性化、ま

た経済対策、そういった部分のほうにも使用用

途として認められておりますので、今回の可能

性調査事業の中で、コロナ対策交付金のほうを

活用させていただいた、そういうことになって

おります。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 確かにコロナ対策交付

金というのは、先手を打って、コロナ禍から回

復期にある呼び水というか、そういう基盤をつ

くるという目的も設定されていたと思います。 

 ただし、少し私は、この緊急下というか、と

にかく第２期補正だったでしょうか、７月あた

りの申請になったかと思いますが、やっぱり短

期に困っている市民の方々に、確実にプラスに

なるものに使うというのがいいのではないかと

いう気がしております。 

 これが、ひょっとしたら、コロナの対策にな

るかもしれないという領域よりも、むしろ今求

められているものを優先するという使い方であ

ってほしいと思っております。 

 ぜひ、まだまだ心配が続くと思いますので、

こういう国からの予算については、コロナ対策

を直接、すぐに届く支援ということでお願いし

たいと、私は思っております。 

 最後に、市庁舎高台のことやアクセス道、自

衛隊やオスプレイ誘致のことなど、情報をもっ

と示してください。真意がぼやかされているよ

うな気がします。水面下でことが進められてい

るような気もします。 

 このようなアンフェアと感じるような行政の

振る舞いというのは、やっぱりよろしくないと

思います。 

 情報を明確に、いいことも、そしてうまくい

かなかったことも、その都度、その都度、市民

に情報を広げないといけないと思います。 

 もし、それを隠したりとか、ということは、

そこのはざまに立つ職員たちから、公僕として

の士気を失うという気もします。こういう事実

があるのだけれども、伏せておこうというよう

なことにならないようにしていただきたいです

ね。 

 ですから、情報を市民に開き、市民とともに

批判も仰ぎながら、あるいは応援もされながら、

宿毛市の未来をつくっていく、そんな市政運営

をしていただきたいと思っています。 

 以上を述べて、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 
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○議長（野々下昌文君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１１時１３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２５分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） おはようございます。

１２番、松浦でございます。 

 新型コロナウイルスが世界中に猛威をふるい、

脅かされています。全く収束の気配が見えてま

いりません。しかし、宿毛市では、このところ

感染したとの報告がなく、落ち着いた感がしま

すが、油断することなく、市民一人一人が気を

引き締めて、マスクの着用や３密を避ける等、

基本的な対策をしていかなければなりません。 

 そして、阪神・淡路大地震の発生から２６年

が経過いたしました。また、東日本の大震災の

発生から間もなく１０年目を迎えようとしてい

ます。最近では、東日本大地震の余震といわれ

ている地震が発生をいたしました。これらの経

験を今後の防災対策に生かす取組をしていかな

ければならないと思います。 

 私は、これらの大地震による被害問題を、決

して風化させてはならないと考えております。

現在の科学をもっても、被害はいつ発生するか

も分からないのであります。宿毛市としても、

南海トラフの大地震の発生と、それによる大津

波対策について、これらの大地震の教訓を生か

し、しっかりとした備えをしておかなければな

らないと思っております。 

 私は、これまでも宿毛市における防災対策の

問題については、市民の命と財産を守らなけれ

ばならないとの強い思いから、その取組につい

て、質問をしてきた経緯があるわけであります。 

 私が今回、質問する内容は２点であります。 

 まず１点目は、近いうちに必ず発生するとい

われている南海トラフの大地震に対して、備え

を強化していくとの観点からの、宿毛市におけ

る防災対策についてであります。 

 その中でも、宿毛変電所の高台移転問題と避

難道の整備について。 

 そして、２点目は、市有財産の管理の在り方

についてであります。 

 これらの問題は、これまでの議会において質

問をしてきた問題であります。検証する意味で、

再度、質問をいたします。お許しをいただきた

いと思います。 

 それでは、通告している問題について、市長

並びに教育長に対し、一般質問を行います。 

 まず、１点目の宿毛変電所の高台への移転問

題について、お伺いいたします。 

 これについては、平成２６年と２８年の２回、

定例会で提起した課題であります。 

 この問題の事の発端は、小筑紫地区における

議会報告会で、市民から強く要望された問題に

ついて、私がこの議会の場で提起した課題であ

りますが、今なお多くの方々から、大変不安視

する御意見が届いておりますので、お伺いをい

たします。 

 宿毛変電所の高台への移転という問題の重要

性については、当時の沖本市長も認識していま

す。しかし、現在でも解決されず、そのまま宿

毛変電所は高台への移転は実現することなく残

ったままであります。 

 当時の市長答弁によると、南海トラフの大地

震における津波の発生により、この変電所が浸

水した場合における被害は、市内の和田地区か

ら西側にかけての市街地を初め、小筑紫地区、

及び沖の島地区を合わせて９，８００戸が停電

となるといわれておりましたが、この現状にお

いて、被害が想定される戸数は何戸ぐらいある

のか、お示しをいただきたいと思います。 
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○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

松浦議員の一般質問にお答えさせていただきま

す。 

 四国電力送配電株式会社中村支社によると、

被害想定は変更はなく、宿毛変電所から電力供

給している和田地区から西側及び南側の地域と、

大月町柏島経由で電力供給している沖の島地域

が、南海トラフ地震の津波による被害で停電す

るものと想定すると、人口減等によりまして、

現在では、契約口数で約９，６００件とのこと

です。 

 この９，６００件の中には、住宅はもちろん

のこと、店舗や工場、自動販売機や街灯などの

件数も含まれているとのことです。 

 また、宿毛市内の契約口数は、全体で約１万

４，０００件程度ですので、その割合は約７割

程度になるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ありがとうございま

した。１万４，０００件の７割近くの戸数が浸

水をするということであります。 

 それでは、次にお伺いいたしますが、復旧に

かかる期間であります。 

 このときの答弁によりますと、道路網の整備

が完了し、しかも資材が準備されたと想定した

ことを前提としながらも、最短でも２週間、沖

の島地区にあっては１年以上かかることが見込

まれているとのことであります。 

 このように、道路網の整備が完了し、そして

資材が準備された場合でも、その復旧にかかる

期間としては、最短で２週間、沖の島にあって

は１年かかると予想されております。 

 このように、復旧にかかる期間が長期にわた

ることについて、中平市長はどのように認識さ

れておるのか、お伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 松浦議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 議員のほうからもお話ありましたが、四国電

力送配電株式会社中村支社から、電力の復旧ま

でに、道路啓開後約２週間、万一海底ケーブル

が損傷した場合には、沖の島地域では１年程度

の期間が必要となりますが、それまでの期間は、

港が使用可能となり次第、移動用発電機車を輸

送し、電力供給する計画であるとの説明を受け

ているところでございます。 

 長期にわたり、市民の皆様の生活に支障を来

す現在の想定は、非常に厳しいものでありまし

て、何とか一日でも早い復旧を望む思いは、松

浦議員と同じでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 認識としては、市長

も大変厳しいという認識をいたしておるようで

ございます。宿毛市としても、今日までそれぞ

れ対策は講じられてきていると思いますけれど

も、被害想定は、今日までの答弁の中では、全

て道路網が整備をし、機材がそろったという前

提の被害想定をされておるようでございます。 

 しかし、私としては、被害想定というのは、

あの東北の地震で、まさかという事故が起こっ

たわけでございまして、最悪を考えなければな

りません。しっかりとした危機管理体制を確立

していくことが、最も重要なことではないでし

ょうか。 

 そこで、宿毛市として、最悪の場合を予想し

た被害想定を策定しているのかどうか、お示し

をいただきたいと思いますし、考えているとす

るならば、どのような内容であるのかお伺いい

たします。 

 あわせて、宿毛市の危機管理体制は、どのよ

うに確立されているかについて、お伺いをいた
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します。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

松浦議員の質問にお答えします。 

 地域防災計画におきまして、最大被害のシナ

リオとしましては、冬場の１８時に南海トラフ

地震が最大震度で揺れ、最大規模の津波が襲来

した場合を想定しております。この想定での建

物被害は、全壊及び焼失棟数６，０００棟、う

ち５，８００棟が津波によるもので、半壊棟数

１，７００棟、うち１，３００棟が揺れによる

ものとなっております。 

 危機管理体制につきましては、地域防災計画、

業務継続計画、職員初動マニュアル等におきま

して、震災では、発災直後から市長を本部長と

して、災害対策本部を自動的に立ち上げること

としており、参集できた職員から、災害対策各

部各班に分かれ、迅速に災害対応にあたること

としております。 

 また、ライフライン施設等の応旧対策としま

しては、それぞれ電力、ガス、上下水道、通信

の４つの施設ごとに関係機関と協力して、被害

状況の把握、応急措置、早期復旧に努めること

を規定いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 危機管理体制につい

ては、しっかりと構築をしておるということで

あります。 

 本当に、全てがそろったという状態ではなし

に、道路網が寸断されたら何ともならないとい

うことも予想される高知県のこの地理的な状況、

道路網の状況からして、そういう面で、ぜひ最

悪の場合はこうだというのを、もっと詳しく、

整理をしていただきたいと思います。 

 次に移りますが、市民が日常生活をする上で、

先ほども答弁がございました、電気・ガス・水

道といったライフラインの確保が大変重要であ

ります。特に、災害からの復旧作業を考えると、

ライフラインの復旧が一番ではないでしょうか。 

 しかし、このように長期にわたってライフラ

インの一つであります電気の確保ができないこ

とは、許されないことであります。そうしたこ

とを考えると、防災対策の一つとして、宿毛変

電所を早急に高台へ移転を含む対策は、宿毛市

にとって喫緊の課題であると思います。 

 中平市長も、宿毛変電所の高台移転は、防災

対策上、非常に重要な課題であるとの認識を示

されています。 

 一方、宿毛変電所が津波の浸水被害を受ける

ことにより、お隣の大月町も宿毛市と同じく、

被害を免れません。 

 私は、質問の中で、大月町行政と連携し、対

応すべきでないかと、質問をしました。 

 当時の沖本市長は、四国電力は経済的負担が

大きく、現段階では困難であると言われており

ます。あの最初の質問から７年が経過しようと

しておりますが、四国電力は変電所の高台移転

問題について、どのような現時点における考え

を持っているのか、お示しをいただきたいと思

います。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

お答えします。 

 宿毛変電所の高台移転につきまして、四国電

力送配電株式会社中村支社に聞き取りした内容

をお答えさせていただきます。 

 まず、宿毛変電所は、南海トラフ地震が発生

した場合、津波により、大きに被害を受けるこ

とが想定されておりますが、仮設の移動用変圧

器車等を設置することによりまして、道路啓開

後、最短で１週間で復旧をさせる予定となって

おります。 

 一方で、地震や津波により、倒壊や流出した
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配電線の復旧につきましては、道路啓開後、最

短で２週間程度を要する予定であります。この

ため、配電線が復旧するまでには、宿毛変電所

への電力供給が可能となっている見込みであり

まして、宿毛変電所が浸水域に位置することが、

直接、電力供給の復旧期間に大きな支障になる

ものではないこと。また、経済的負担の面から

も、現時点で高台移転の予定はないということ

であります。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 私の言いたいのは、

四国電力はこう考えておるというところで答弁

をするのではなく、宿毛市としてはどういう位

置づけをもって、想定をしながら、変電所につ

いての津波被害から、市民の生命と財産を守る、

ライフラインを守る、そういう観点から答弁を

いただきたいというふうに思っております。 

 四国電力の言いなりのことではなく、宿毛市

としての位置づけの問題を、しっかり確立をし

ていただきたいというふうに思います。 

 先ほども触れましたけれども、大月町ともこ

うした被害が想定される中にあって、それぞれ

意見交換をしながら、四国電力に対し、要望し

ていきたいと答弁されておりますが、その後に

おける大月町の連携といいますか、協議はされ

てきたのか、合わせて四国電力に対し、要望活

動の取組について、どのような取組がなされた

のか、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 松浦議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 これまで、宿毛市として、また大月町と合同

で要望した経緯はありますが、先ほども申しま

したように、四国電力送配電株式会社としては、

災害復旧の過程で、宿毛変電所の被災があった

としても、電力供給の復旧期間に大きな支障を

及ぼすものではないと判断がなされておりまし

て、現時点での移転の計画はないということで

ございます。 

 しかし、変電所及び配電線の復旧までの期間

は、道路及び航路啓開後、四国電力送配電株式

会社が保有する移動発電機車を活用し、災害復

旧拠点や、避難所等、災害対応上、重要な施設

へ優先して供給する計画を再確認しているとこ

ろでございます。 

 四国電力送配電株式会社管内には、高圧発電

機車が２６台、低圧発電機車が４８台あり、さ

らに災害の規模等を考慮しながら、必要に応じ

て全国の電力会社に、停電区域への配備につい

ての応援を要請することも、合わせて確認をし

ているところでございます。 

 今後は、こういった状況の中で、どのような

対策をとれば、一日も早く電力供給ができるの

かということを、関係機関と一緒になって検討

をして、市民への負荷が低減するように努力を

していきたい、そのように思っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 宿毛市の町なかであ

れば、四国電力が用意をしている車等も利用で

きるかと思いますけれども、御案内のとおり、

沖の島という離島を考えた場合、１年以上かか

るということを考えると、大変厳しい状況にな

ろうかというふうに思います。 

 それと合わせて、この被害というのは、宿毛

市だけが被害を受けるのではなしに、南海トラ

フの大地震という被害想定を見た場合、その被

害面積は膨大な部分があるわけでございます。

宿毛市だけに配電車を持ってくるということが、

果たして通用するかどうか、そこらあたりもし

っかり、それがまさに最悪を想定したときの危

機管理の在り方であるというふうに思いますの
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で、しっかりそこらあたりも踏まえて、対応を

していただきたいというふうに思います。 

 次は、防災対策に係る避難道の整備について

お伺いいたしますが、南海トラフ大地震発生時

における避難対策として、全国各地で言われて

いるのが、とにかく高台へ避難することが重要

であると言われております。そうした考えのも

と、宿毛市では、御案内のとおり、市役所庁舎

の高台への移転をはじめ、宿毛土木事務所や警

察署、そして幼い子供たちを安全で安心して保

育を確保するとの観点から、保育園の高台移転

が決定をいたしております。 

 そこで、津波の発生時における避難場所とし

て、高台への避難について、その必要性につい

て、市長としてどのように認識しているのか、

このことについて市民の皆さんに強く認識をし

てもらうとの観点から、市長の所見をお伺いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 津波避難といたしましては、ちゅうちょする

ことなく、浸水区域外へ移動することが原則で

ございます。 

 皆様御承知のとおり、地震発生後においては、

沿岸部では津波警報等が解除されるまでは、高

台へ避難いただき、命を守る行動をしていただ

くことが重要であること、これまでも訴えてき

たところでございます。 

 令和３年３月１１日で、発生から１０年を迎

える東日本大震災では、津波により、多くの尊

い命が失われました。津波による人的被害は、

そのほかの自然災害に比べて、極めて甚大なも

のであります。皆さんも御承知のとおりでござ

います。 

 一方で、住民の迅速な避難行動により、飛躍

的に犠牲者を減らすことができるのも、この津

波の大きな特徴でございます。 

 長い揺れや、そして強い揺れがあった際には、

いち早く津波浸水深以上の高さのある場所へ避

難し、確実に自らの命を守っていただくよう、

これからも訴えてまいりたいというふうに思い

ます。 

 特に、長い揺れがあった場合は、これはもう

南海トラフの地震だというふうに思っていただ

いて、そのように判断をしていただいて、その

地域の津波浸水深よりも高いところへ、いち早

く逃げていただく、そういったことが肝要だと、

そのように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ぜひ、市民の皆さん

においても、高台への避難というのを、いち早

く考えて、その対応をしていただきたいという

ふうに、私も思っておるところでございます。 

 次に移りますけれども、御案内のとおり、宿

毛市でも、あの３．１１の東日本大地震の発生

以降、それによる津波の被害から、市民の命と

財産を守るとの観点から、避難道の整備に取り

組んでまいりました。このことについては、地

元の区長さんをはじめ、住民の皆さんや、自主

防災会の皆さんの御協力をいただく中で、着々

と推進をされてまいりました。御協力をいただ

いた皆さんに対し、心から敬意と感謝を申し上

げるところでございます。 

 避難道は整備されたものの、本当に市民の命

を守る避難道となっているのか、少し疑問に思

うところがありますので、再度、質問をいたし

ます。 

 せっかく整備された避難道であります。命を

守るべき避難道でありますが、命を奪う避難道

となってはならないのであります。 

 そこで、まず１つ目は、私が令和２年の第１

回定例会で提起をした片島地区の避難道につい
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て、お伺いいたします。 

 市長は、毎議会における閉会の挨拶の中で、

一般質問や質疑を通じてお寄せいただいた貴重

な御意見や提言について検討しながら、今後の

市政の執行に反映をしていきたいと言われてお

りますので、以下、何点か質問をいたします。 

 先ほど触れましたが、私は、命を守るべき避

難道が、命を奪う避難道になってはならないと

の強い思いから、この問題を提起してきたので

あります。 

 これまで、市長は答弁の中で、これまで整備

してきた津波避難道について、宿毛市津波避難

計画の見直し業務の中で、コンサルタント業者

が、市内の各避難所について点検をし、状況把

握に努めていると答弁されましたが、コンサル

タント業者における状況把握の結果はどのよう

なものであったのか。中でも、私が提起した片

島地区の避難道については、コンサルタント業

者からどのような点検結果を受けているのか、

お示しをいただきたいと思います。 

 受けていたとすれば、その内容についてお示

しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

松浦議員の御質問にお答えいたします。 

 避難道の点検におきましては、建物等の倒壊

の危険性や、危険なルートが設定されていない

などの、安全性と、分かりやすいルートとなっ

ているかなどの避難のしやすさ、誘導標識の設

置や、階段に手すりがあるかといった機能性の

項目を点検しております。 

 議員御質問の片島地区の避難道につきまして

は、避難の際に障害となる可能性があるものは

少なく、階段に手すり等を設置しておりますの

で、コンサルタント業者による今回の点検作業

につきましては、再整備の必要となる候補には

選定されていない状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 執行部といいますか、

私が思う以上に、安心感を持った、整備をされ

た避難道であるという認識をされているようで

はございますけれども、現実に、この平時の状

況の中で、あそこを普通に利用する方でもけが

をされておる方がおるわけでございまして、い

ざという、あの東北の地震を見ると、果たして

あの状態の中で、あの心理状況の中で、この道

が通用するかどうか、大変疑問に思うところで

ございます。 

 本当にそこらあたりも、再度、点検をしてい

ただくよう、よろしくお願いをいたします。 

 これは通告していなかったわけですけれども、

市長自身は、あそこの避難道について、行った

ことはあるかどうか。もし行ったとしたら、ど

のような感想であったか、あればお示しをいた

だきたいと思いますし、行ったことがなければ、

答弁は構わないと思いますけれども、行ったこ

とがないということですので、分かりました。 

 ぜひ市長も一回行って、確認をしていただけ

れば幸いと思います。 

 市長が、避難道の整備にあたっては、地元の

区長さんや住民の皆さんとは、十分協議を進め

ていきたいとの答弁でありますが、コンサルタ

ント業者における点検結果を受けて、地元の皆

さんと協議をした避難道はありますか、お伺い

いたします。 

 一方、これまで整備してきた避難道が、本当

に避難に資するものであるかしっかり点検した

いとも言われました。片島地区の避難道につい

て、こうした問題を含め、宿毛市として点検し

ているのかどうか、早急に改善すべきであると

考えますけれども、市長はどのように考えてお

るのか、所見をお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 
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○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

松浦議員の質問にお答えします。 

 避難道の点検におきまして、改善が必要と思

われる避難道は、全体で１８か所となっており

ました。 

 内容としましては、手すりや誘導灯の設置が

主なものとなっております。 

 今回の点検結果につきましては、新型コロナ

ウイルスの影響等もありまして、現時点では、

地元に提供はできておりませんが、点検結果を

踏まえる中で、地元の方々と情報共有し、今後

の取組について、協議してまいりたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ２つ目の、今回質問

する問題も、避難道の整備についての問題であ

ります。 

 私は、平成２６年第２回定例会で取り上げて

きた問題でありますが、貝塚地区から四季の丘

地区に通じるところを避難道としての整備につ

いての問題であります。 

 当時の沖本市長も、私への答弁の中で、災害

時における貝塚地区と比較して、より高い位置

にある四季の丘地区への通路は、補完的な役割

を果たす道路であるとの認識を示されています。 

 中平市長は、先ほども答弁されましたように、

大地震発生時における避難について、高台への

避難の重要性について述べられました。こうし

たことを考えると、災害発生時における高台へ

の避難は、市民の命を守るとの観点からして、

大変重要であります。 

 貝塚と、貝塚より高台に位置する四季の丘に

通じる道の整備を、避難道としては、新たに整

備していくことが必要でないかと考えます。 

 中平市長として、貝塚から四季の丘に通じる

ところを避難道として整備していただくことに

ついて、どのように考えておるのか、所見をお

伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 当該道路は、津波避難場所となる高台と、そ

して高台を結ぶルートであることから、津波被

災後に、人や物の移動に大きな役割を果たす、

そういった可能性はあると考えますが、避難道

整備におきましては、まずは浸水域から津波の

来ないところへの避難を最優先に、整備、改修

を進めている状況でございます。 

 優先度といたしましては、残念ですが、現時

点では高くないものだというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） なかなか厳しい答弁

であるというふうに思います。 

 貝塚地区にとりましては、道路整備は、災害

から住民の命を守る道であるとの位置づけのも

と、今日まで活動を進めてまいりました。まさ

に、長年にわたる課題、悲願でもあります。市

長の英断を強く求めるところであります。 

 特に、東日本大震災の発生以降、避難道の確

保という観点から考えて、大変重要視されてい

ます。しかし、いまだに解決のめどは立ってお

らず、整備されていません。 

 貝塚地区としては、地区長を先頭にして、毎

年のように、宿毛市に対し、この問題を含め、

陳情活動を進めてきております。住環境の整備

等については、まだまだ課題もありますが、一

定、前進をいたしております。 

 このことについては、評価するところであり

ます。しかし、貝塚地区にとりましては、この

道路整備は、先ほども申し上げましたように、

長年にわたる悲願であります。毎年、開催され

る地区の総会でも、懸案、要望事項として、歴
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代の区長さんを先頭にして、取り組まれており

ます。 

 現在、貝塚地区の避難場所として、厳島神社

と西南福祉協会の２か所が、避難場所として指

定をされています。貝塚地区の皆さんは、毎年、

開催される避難訓練においても、厳島神社を集

合場所として実施をいたしております。 

 しかし、厳島神社から西側には、貝塚地区の

約半分以上の方が住居を構え、生活をされてお

のが、今日の状況であります。 

 この地域で生活をされている皆さんは、いざ

津波が発生した場合には、指定されている避難

場所である厳島神社等に避難をする場合には、

津波の浸水する方向に歩いて避難をしなくては

なりません。 

 一方、地震の発生時には、住宅の裏側も急峻

でありまして、崩壊が予想されています。この

ことについても、大変不安に思っている住民も

多くいます。 

 貝塚地区にあります公共施設である宿毛市立

の中央保育園も、市役所庁舎が建設される高台

に移転することが、既に決定をされております。 

 貝塚地区のこのような立地状況を考えると、

新たに避難道として、一刻も早く整備を進める

べきではないかと思いますが、このことについ

て、再度、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 質問の中で、中央保育園のお話ありましたが、

中央保育園は浸水区域内にある保育園というこ

とでございます。この厳島神社より西側の貝塚

地区は、もともと浸水想定区域外、浸水をしな

いところにあります。 

 命を守る対策として、津波からの避難を最優

先に取り組んでいる本市の現状に鑑みますと、

整備の優先度は先ほども申しましたが、高くは

ないというふうに、現在のところは考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 答えは一緒でした。 

 今までの答弁を聞く中で、市民の皆さんにお

かれましても、大地震の発生時における、避難

をする場合には、少しでも高いところに避難す

ることにしていただきたい。そのためには、ふ

だんから自分自身が住んでいる地域のみならず、

どこにでも迅速な避難ができるように、どこに

避難道があるか、どういった避難ルートを使え

ば、自らの命を守るために逃げることができる

か、心がけをしていただきたいと思いました。 

 災害から身を守るには、自助・共助・公助が

重要と言われております。自らの命は自分で守

るという自助を基本としながら、ふだんからそ

れぞれの地域で、隣近所で声かけをする等、し

っかりとしたコミュニティーづくりに努めてい

かなければなりません。 

 公助という観点からすると、市民の命を守る

ために、行政としては、避難道の整備等、ふだ

んからしっかりと対策を講じなければなりませ

ん。 

 今回の質問を通じて、避難活動におけるこれ

らの課題について、その必要性を改めて強くし

たところでございます。 

 次は、最後になりますけれども、市有財産の

管理の問題について、お伺いいたします。 

 この点については、教育長にお伺いいたしま

す。 

 私は、昨年の第２回定例会において、この問

題についても質問をしてきた経緯があります。 

 片島公民館の問題について、宿毛市の財産管

理の在り方や、解体費用の宿毛市の負担の在り

方について、疑問を感じておりまして、これま

で質問をしてまいりました。 
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 その中で、片島公民館については、築４１年

が経過し、老朽化が進んでいること、また耐震

性もない。合わせて宿毛市が所有する建物であ

るとのことで、総額３，８８６万３，０００円

の予算をもって、現在、解体作業を行っており

ます。 

 また、片島公民館のように、土地の所有者と

建物の所有者が違う公共の建物は、市内に存在

するかどうかを質問いたしました。教育長は、

片島公民館のような規模の施設については、大

島公民館が該当するとの答弁がありました。 

 古い話で、片島公民館や大島公民館の管理に

ついて、賃貸借契約書類等の書類が確認できな

いということで、明確なお答えはできないとの

ことであり、このことは、宿毛市の財産管理が

いかにずさんであるかと、伺うことができます。 

 宿毛市として、財産管理を明確にしておかな

ければなりません。これまでの議会の中で、財

産管理の在り方について、宿毛市として、市有

財産の管理については、財産管理台帳に記載を

する等、しっかりと管理を行っているとのこと

でありますが、片島公民館や大島公民館が宿毛

市の所有する財産であるとするならば、当然、

これまで宿毛市の財産管理台帳に記載されてい

ると考えますが、記載をされ、管理をされてい

るのかどうか、お伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

松浦議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 片島公民館と大島公民館につきましては、宿

毛市の所有財産として財産台帳に記載しており

ましたが、片島公民館は解体工事を行っており、

財産台帳から削除している現状にございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 財産管理台帳には記

載をされておるということではございますけれ

ども、台帳に記載をするだけではなしに、市民

の財産であるわけですので、しっかりとした管

理をすべきであるというふうに申し上げておき

たいと思います。 

 私の質問以降、宿毛市として、大島公民館の

管理方法を含め、どのように改善されてきたの

か、大島公民館が宿毛市の所有する財産である

とすれば、その管理方法について、文書で双方

が明確にしながら、契約を交わすことも必要で

はないかと考えます。その考え方について、お

示しをいただきたいと思いますし、あわせてこ

れらのことについて、地元の大島地区と協議を

されてきたのかどうか、その後における宿毛市

としての取組について、お伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１２番議員

の一般質問にお答え申し上げます。 

 大島公民館の管理についての御質問でござい

ます。 

 大島公民館につきましては、大島地区から寄

附金を受ける中で建築をした経緯がございます

けれども、建物につきましては、先ほど、課長

が答弁いたしましたように、宿毛市所有として、

財産管理台帳に記載をされているところでござ

います。 

 一方、施設を使用しております大島区との賃

貸借等の詳細な契約につきましては、確認はで

きておらない、先ほど議員御指摘のとおりでご

ざいます。 

 議員より御指摘いただいております管理方法

につきましては、現在、指定管理者制度の導入

や、賃貸借契約等の方法について、大島区と協

議をさせていただいているところでございます。 

 また、分館としての公民館活動が縮小してい

ることも課題となっておりまして、本市の社会

教育審議会に諮問し、協議をいただいた結果、
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管理方法とともに、分館の在り方を見直してい

くことは差し支えないとの答申をいただいてい

るところでもございます。 

 分館の在り方や管理方法につきましては、今

後も協議を進め、方向性を決定してまいりたい

と考えておりますので、御理解いただきますよ

う、お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） これまで、今回も含

めて質問した中では、私の言いたいのは、大島

公民館とか片島公民館独自が悪いというのでは

なしに、それぞれ目的を持って、公民館活動も

されてきておるわけです。そういった面で、明

確に宿毛市の財産とするのであれば、契約をし

っかりとして管理の在り方について協議をして

いただきたいというのが趣旨でございます。 

 教育長もそういう答弁をされましたので、ぜ

ひ、しっかりと地元の皆さんが有効に活用され

ていることは理解をいたしますけれども、宿毛

市の財産管理の在り方の問題を含めて、しっか

りと対応をしていただきたいというふうに思い

ます。 

 今回、異例で、昼の途中で申し訳ありません

けれども、質問を続けさせていただきました。 

 これをもって、私の一般質問を終わりますけ

れども、教育長におかれましては、今回が最後

と。この議会が最後、３月３１日をもって退任

をされるという議案もあるようでございます。

本当に御苦労さまでございます。 

 ５年間にわたって、立田教育長のあとを引き

継いでの５年間、その間、学校統合の問題、そ

して統合学校の建設の問題を含めて、大変苦慮

された５年間であったかというふうに思います

けれども、体が一番でございますので、ぜひ健

康には留意をされて、頑張っていただきたいと

思いますし、出口君といえば、妙に個人的な部

分も含めますけれども、私自身も沖の島の出身

でございます。同僚のような感もするところで

ございます。 

 市役所生活３０数年、その間においては、林

市長の秘書の生活のほうが長かったような気も

しますけれども、そこらあたりも脳裏に顧みる

わけですけれども。ぜひ、今日までいただいた

見識とあれとを、宿毛市政の中に、また少しで

も御示唆をいただければ幸いかと思います。 

 子供たちの将来の方向性についても、一定の

区切りをつけたかなという思いがします。ぜひ、

これからもいろいろな面で頑張っていただきた

いし、また市政発展のために御協力いただけれ

ば幸いと思います。 

 そういうことを申し上げまして、私の一般質

問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（野々下昌文君） この際、１時３０分

まで休憩いたします。 

午後 ０時１５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時３０分 再開 

○副議長（川村三千代君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 皆さん、こんにちは。

１０番、通告に従いまして一般質問を行います。 

 まずはじめに、荒瀬山森林公園の整備につい

て、お伺いをいたしたいと思います。 

 平成２６年頃になりますけれども、ふるさと

納税の寄附金の使い道として、ふるさとの環境

保全に関する事業として、梓の森 荒瀬山公園

環境保全事業がありました。 

 内容として、荒瀬山公園内の森林保全整備事

業、清掃活動環境保全活動事業でした。 

 現在までに、ふるさと納税の寄附金に対する

使い道を含めて、どのような事業を実施してき
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たのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

岡﨑議員の一般質問にお答えいたします。 

 荒瀬山森林公園には、全長約３キロメートル

の遊歩道が整備されており、遊歩道の維持管理

のため、除草作業を毎年実施しています。 

 平成２６年度及び平成２７年度につきまして

は、この除草作業を実施するための財源として、

宿毛市ふるさと寄附金を活用させていただきま

した。 

 除草作業以外では、公園内の道路や、駐車場

の清掃作業、トイレの清掃作業を実施しており

ます。また、本年度は、眺望の妨げとなる支障

木の伐採作業を行い、防護柵の補強工事や、ト

イレの改修工事を行っている最中です。 

 以上です。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほどの答弁の中で、

３キロにも及ぶところの遊歩道の維持管理とし

て、除草作業等、あとトイレの清掃等に、公園

の管理に努めてこられたということでございま

すが、なぜ今回、荒瀬山森林公園を、時間とお

金をかけて整備するようにしたのか、その理由

について、簡単で構いませんので、お伺いをい

たしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 岡﨑議員の一般質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 ３キロメートル程度の遊歩道の除草等に使っ

てきたということでございまして、以前、まだ

自分が就任する前の話にはなりますが、ふるさ

と納税が１００万円程度だった頃の事業だとい

うふうにお聞きをしているところでございます。 

 現在は、今年に至っては、約５億５，０００

万円近いふるさと納税が、今、寄附金として寄

せられているところでございまして、今のもの

とは少し違った形なのかなというふうに理解を

しているところでございます。 

 以前、この荒瀬山には、早稲田大学の学生が

樹木の手入れや、そして草刈り作業などのボラ

ンティア活動のために訪れていたとお聞きをし

ておりまして、早稲田大学と深いつながりのあ

る場所であるということでございます。 

 また、市街地からも近くて、宿毛の景色が一

望できるなど、風光明媚な場所でもあります。

このことから、荒瀬山森林公園の一部を、早稲

田大学との連携を深める中で、子供の森林環境

学習や、森林保全活動のフィールドとして活用

できないかと考えまして、多くの市民の方々に

も参加していただきながら、継続的に荒瀬山森

林公園を整備していく、そういった計画に至っ

た、そういった次第でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、市長のほう

から答弁がございましたので、おおよそ内容に

ついては、了解をいたしました。 

 次に、今回、令和３年度新規事業ということ

で、荒瀬山森林公園整備事業が挙げられており

ます。市長の行政方針の中で、市長が述べられ

ました、市街地から宿毛の景色を一望できる荒

瀬山森林公園の一部を、多くの市民の方々に参

加いただき、持続可能な森林保全活動を行うた

め、本市と関わりのある早稲田大学の御協力の

もと、早稲田の森という名称を使わせていただ

くこととなりました。との記載がございました。

先ほどの市長の答弁と同じでございますけれど

も。 

 早稲田大学との話合いの中で、早稲田大学の

思いとして、早稲田の森をどのように整備して

ほしいのか。また、早稲田大学が求めている内

容について、お伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 
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○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 早稲田の森の整備に対する、早稲田大学から

の要望についての質問でございます。 

 まず、経過について御説明をさせていただき

たいと思いますが、昨年１０月に、私が早稲田

大学を訪問した際に、本市の荒瀬山を子供の森

林環境学習の学びの場として整備をいたしまし

て、子供たちと早稲田大学の学生とが、森林環

境などについて、一緒に学習する機会を創出し

たい旨の説明、提案をさせていただいたところ

でございます。 

 早稲田大学側も、本市の子供たちの環境学習

に寄与できる取組になるのであれば、というこ

とで、前向きに御検討をいただき、早稲田の森

の名称を使用させていただくこととなり、本年

４月、来月になりますが、「早稲田の森」名称

使用に関する覚書を締結する予定としていると

ころでございます。 

 早稲田大学側からは、早稲田の森の整備内容

等についての要望はございませんが、名称使用

に関する覚書の内容を協議する、そういった中

で、教育、学術、文化、またスポーツの向上普

及に寄与する取組が必要であることを、お互い

が共有をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 分かりました。先ほ

ど、子供の学びの場として、活用させていただ

くということで、新規事業調査票の中にも、詳

しい内容については書いてありますけれども、

また質疑等でされる方がいらっしゃいますので、

踏み込んだ質問はいたしません。 

 次に、令和３年度から令和１２年度の事業期

間が示されておりますが、この１０年後の完成

予想図はできているのか、お伺いをいたしたい

と思います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 昨今、森林環境譲与税も創出されたというこ

とで、非常に森林に関して、どのようにみんな

で育てていくのか、また守っていくのか、そう

いったことが重要となっているところでござい

ます。 

 現在の整備計画といたしましては、転落防止

柵の設置や、広場の芝生化、そして修景伐採後

の植樹などを行う予定としていますが、荒瀬山

森林公園につきましては、多くの市民の方々に

関わっていただきまして、間伐や植樹、そして

遊歩道の補修など、森林の保全活動を通じまし

て、公園周辺の山林を含めて、全体を早稲田の

森として整備をする、そういった計画となって

いるところでございます。 

 ここを活用、利用する中で、ぜひ森林につい

て、いま一度、考えを深めていただく、そうい

った場所になればと考えております。 

 そのため、１０年後に事業完成となるもので

はなくて、その後も必要に応じて、保全活動を

継続して行い、森林環境を持続的に維持してい

くことが、非常に重要であるというふうに考え

ておりまして、１０年後のこういった完成で終

結という形ではなくて、早稲田大学の方々、そ

して宿毛市の市民、そして子供たちと一緒に、

この森を育てて、そして整備をしていきたい、

そのように考えているところでございます。 

 一定のめどといたしまして、１０年間の計画

を示させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） １０年後という期間

はありましたけれども、継続的にずっと保全活

動をしていくということでございますので、了

解をいたしました。 

 先日の土曜日に、私も荒瀬山森林公園に行か

せていただく機会がありまして、見させていた
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だきましたけれども、今、転落防止柵を設置し

ている状況でございます。 

 そこで若干、何点か気づいた点がございます。 

 例えば、ベンチなんかは、もう朽ちてしまっ

て、そこでくつろぐようなところが全くござい

ませんので、この点、早く整備してもらいたい

ような気がいたします。 

 また、看板についても、日焼けして文字が読

めないような状況になっておりますので、ここ

がもともとできた目的等々について、詳しい内

容が、市民が行って、どういうふうな内容かと

いうことが分かるような看板を、できるだけ早

い時期に設置をしていただいたほうがいいので

はないかと、私自身思っておりますので、その

点、要望をいたします。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきま

す。 

 次に、子育て支援ということで、乳幼児健康

診査について、お伺いをいたしたいと思います。 

 宿毛市では、乳幼児期の病気の早期発見や、

育児相談のため、乳児１歳６か月児、３歳児を

対象にした健康診査を行っています。 

 昨年度は、コロナの影響により、なかなか予

定どおりに健康診査をすることができなかった

のではないかと思うのですが、どのような形で

健康診査を行ったのか、お伺いをいたしたいと

思います。 

○副議長（川村三千代君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、１０番、岡﨑議員の一般質問にお答えいた

します。 

 乳幼児健康診査における新型コロナウイルス

感染症の影響につきましては、令和２年３月か

ら５月までは、予定しておりました健診を全て

中止しましたが、その後の感染状況を踏まえ、

６月より再開いたしました。 

 中止していた期間の対応としまして、乳児健

診につきましては、日程の組み替えは行わず、

対象児の保護者に対して、電話で発達の確認を

行うとともに、育児に関する相談に対応し、健

診については、医療機関での個別受診を促す対

応を行いました。 

 また、母子保健法で市町村に実施を義務づけ

られている１歳６か月児、及び３歳児を対象と

する幼児健診につきましては、健診が中止にな

ったことで、未受診となる子供が出ないよう、

６月以降の日程を調整し、対象者に個別通知す

るとともに、電話連絡を行い、健診を実施しま

した。 

 健診当日の感染対策としましては、健診対象

者への通知文書をお送りする際に、受診者が集

中しないように受付時間を指定し、御案内する

とともに、発熱などの症状がある場合の受診を

控えていただくこと、マスクの着用、付添い人

数の制限等の注意事項を記入したものを送付さ

せていただき、会場では、３密を避けることへ

配慮した受診環境等の確保に努め、健診に必要

な物品等の小まめな消毒、及び室内換気の徹底

など、受診者が安心して健診受診できる環境の

整備に努めてまいりました。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 次に、先ほど課長の

答弁で、受診するためにいろいろな努力をされ

てきたとのことでございますので、本当に御苦

労さまでございます。ありがとうございます。 

 次に、乳幼児、１歳６か月児、３歳児健康診

査における受診率について、お伺いをいたした

いと思います。 

○副議長（川村三千代君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 岡﨑議員の

質問にお答えいたします。 

 受診率についてです。令和２年度の乳幼児健

康診査の受診率につきましては、令和３年２月
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末時点で乳児健康診査８３．６％、１歳６か月

児健康診査９８％、３歳児健康診査９８．３％

となっております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほどの答弁を聞き

ますと、受診率が１００％にはいっていない状

況であります。健康診査をされていない乳幼児

もいるみたいでございますが、健康診査をされ

ていない乳幼児等に対するフォロー体制、支援

体制について、どのようにされているのか、お

伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 岡﨑議員の

質問にお答えいたします。 

 現時点で健診を受診されていない理由としま

しては、保護者の仕事が忙しいという方や、次

回受診をしますという方などがおられます。 

 健診受診の機会がまだ残っている方には、引

き続き、受診勧奨を行うとともに、受診の機会

を逃してしまった方には、保健師または栄養士

が、家庭や保育園への訪問などにより、成長及

び発達の確認、生活リズムや生活習慣について

の聞き取りを行い、栄養や歯科指導等の支援が

できる体制をとっています。 

 今後も対象となる子供たち全員に、健診を受

診していただけるよう、母子保健推進員や、保

健師によります電話や訪問での受診勧奨を引き

続き行うとともに、保護者の皆様に受診させた

いと思っていただけるよう、受診環境の整備や、

支援体制の充実を図り、乳幼児健診を通じて、

子供の成長発達を喜んでいただけるような母子

保健事業の推進に努めてまいります。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） できるだけ１００％

になるように努力をされているということでご

ざいますので、引き続き、大変ではございます

けれども、乳幼児のためでございますので、よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、次に、新生児の聴覚検査について、

お伺いをいたしたいと思います。 

 生まれつき聞こえに障害がある赤ちゃんは、

１，０００人に１人の割合で存在するといわれ

ております。言葉を覚える大事な時期の赤ちゃ

んにとって、聴覚の検査は極めて重要であり、

中でも新生児聴覚スクリーニング検査は、先天

性難聴児の早期発見、早期療育の開始を目的に、

導入されております。これにより、聞こえの障

害が早期に発見されることで、言葉を覚える大

事な時期の赤ちゃんに、様々なサポートをする

ことができる、とても大切な検査であります。 

 そこで、本市における新生児の聴覚検査の実

施状況、またその結果をどのように把握をして

いるのか。あわせて、聴覚検査において、難聴

の疑いがあると診断された新生児に対する早期

の療育などの支援体制について、お伺いをいた

したいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、聴覚検査の状況について、お答えいたしま

す。 

 新生児聴覚検査につきましては、聴覚障害を

早期発見、早期治療、そして適切な療育につな

げることで、言語等によるコミュニケーション

の確保と、知的発達の促進を図ることを目的に

実施し、本市におきましても、平成２９年度よ

り検査費用を全額公費負担で受診できることと

なっております。 

 検査は、県内の出産ができる全ての産科医療

機関で、出産後の入院期間中に新生児が寝てい

る間の数分程度で終了する、自動聴性脳幹反応

による検査を行っております。 

 本市における受診状況につきましては、１０

０％の受診率となっており、結果の把握につき

ましては、生後１か月までに行っている新生児
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訪問にて、母子健康手帳及び保護者への聞き取

りで確認を行っております。 

 高知県では、新生児聴覚検査の結果により、

詳しい検査が必要となった場合には、高知大学

医学部附属病院耳鼻咽喉科で精密検査を行う体

制となっており、この精密検査で聞こえの状態

が判断され、難聴と診断された子供は、高知療

育福祉センターなどの専門機関へ紹介がされる

こととなります。 

 療育が必要となった場合における本市の支援

体制としましては、保護者へ療育に関する情報

提供や、相談支援を行うとともに、各関係機関

が連携を行い、子供の言語等の習得に向けた支

援を行っております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほどの答弁の中で、

平成２９年度から公費負担があり、受診率につ

いても１００％であるということで、お伺いを

いたしましたので、安心をいたしました。 

 次に、５歳児健康診査の導入について、お伺

いをいたしたいと思います。 

 現行の乳幼児健康診査は、母子保健法の規定

により、市町村が乳幼児に対して行っておりま

す。 

 現在の対象は、乳児、１歳６か月児、３歳児

となっており、その後は就学時健診となってお

ります。 

 現行の３歳児から就学時健診までの期間の開

き過ぎは、特に近年、増加しております発達障

害にとって重要な意味を持っております、 

 発達障害とは、自閉症、アスペルガー症候群、

広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障

害などの障害を総称して呼称したもので、発達

障害者支援法が、平成１７年４月に施行された

ことに伴い、ようやく、社会で認識され始めた

障害であります。 

 専門家によりますと、障害の程度が重度の場

合は、１歳６か月児健診で見つかり、中程度の

場合は３歳児健診で見つかると言われておりま

す。いわゆる広汎性発達障害は５歳ぐらいにな

って見つかることが多いとのことであります。

ところが問題は、５歳児健診をとり入れている

自治体が少ないため、この段階で発達障害を見

つけることが難しいという点であります。 

 早期発見、早期療育への対応は、発達障害対

策の基本と言われております。対応が遅れると、

それだけ症状が進むとも言われています。 

 また、就学前に発見されても、親がその事実

を受け入れるのに時間がかかって、適切な対応、

対策を講じることなく、子供の就学を迎えるた

めに、状況を悪化させてしまうという現状があ

ります。 

 発達障害者支援法は、国、都道府県、市町村

の役割として、発達障害児に対して、早期発見

のために必要な措置を講じることと定めており

ます。 

 早期発見で適切な支援を早く受けられるよう

に、５歳児健康診査の導入を検討していただき

たいと思いますが、市長の見解をお伺いいたし

たいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 ５歳児健康診査につきましては、３歳児健康

診査と就学時健康診査の間に行い、子供の健や

かな身体発育の確認と、現行の健診では限界が

あるとされている発達障害の早期発見を目的と

して、県外の一部の自治体で行われていると認

識をしているところでございます。 

 本市の３歳児健康診査でも、言語や認知の発

達等を子供と育児環境等の病院の双方に着目し

て、社会性の状態の早期発見、早期療育につな

げるとして、発達に関する項目の問診や、小児

科医による診察等を実施をしているところでご

ざいます。 
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 健診結果で、フォローの対象となった子供に

関しましては、保健師が家庭や保育園等へ訪問

し、再度、発達を確認し、必要があれば相談支

援や、専門機関の情報提供を行っているとこで

ございます。 

 切れ目のない支援を目指し、子供が入園入学

する際にも、子供の様子について、保育園や学

校と情報交換を行い、発達に限らず、成長や生

活環境についての支援も、継続をしているとこ

ろです。 

 ５歳児健康診査の導入は、発達障害の発見に

有用であるとされていることから、保護者が健

診受診をきっかけに、子供の発達障害に気づき、

適切な対応や、就学に向けての準備へとつなが

る場合があることや、その事実を受入れがたい

場合でも、早期に支援の体制がとられることで、

保護者に寄り添いながら、子供の成長発達に見

合った支援ができるものと、そのように私も考

えているところでございます。 

 また、その一方で、発達障害の判断は、個別

の診察等の場面で、気づかない場合も多く、集

団での行動の観察が重要で、保育園などからの

情報や、家庭での様子を含めて、総合的に判断

する必要がありますので、既存の乳幼児健康診

査の充実や、事後の相談支援体制の拡充を図り、

関係機関との支援体制を強化することで、３歳

児健康診査では、スクリーニングされなかった

子供について、それ以降に保護者や保育者等が、

発達障害の疑いを感じ、支援を求めた場合に、

相談や療育に関する情報を提供できる体制を構

築することが重要であると考えております。 

 今後は、他市町村の実施状況等、情報収集に

努めるとともに、より一層の支援体制の充実を

図っていきたいというふうに考えております。 

 まずは、今の保護者からの情報、そして保育

園や幼稚園からの情報をもとに、しっかりと自

分たちも関わっていきながら、必要な機関へつ

なげていく、そういった取組にまずはしていき

たい、そのように、今もやっていますが、さら

にしていきたい、そのように思っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほどの答弁の中で、

５歳児健診をしなくても、いろいろな支援体制

ができているので、さらに充実させていくとい

うことでございますので、了解をいたしました。 

 さらに充実をさせていっていただきたい、そ

のように思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、宿毛市公営住宅等再編計画について、

お伺いをいたしたいと思います。 

 宿毛市においては、平成２４年度末で３９８

戸の市営住宅ストックが形成をされております。

これらのストックには、昭和５６年以前の旧耐

震基準により、建設された住宅が含まれており、

住宅の耐震性の確認と、その向上、居住水準の

向上、構造・設備の老朽化への対応などが、深

刻な課題となっています。 

 また、本市の人口は、２０１２年４月現在の

２万２，５８７人から、２０３５年には１万５，

１１５人にまで減少し、高齢化の進行によって、

さらに高齢者人口の割合が高まることが予想さ

れております。 

 こういった状況に対応するために、建替えを

はじめ、全面的改善や、個別改善などを、各住

宅で行っていく必要があります。 

 また、高齢者や身体障害者などに配慮して、

住宅のバリアフリー化を進め、既存や新規を問

わず、多様化する居住者の生活に対応した質の

高いストックの形成を図っていくことが重要で

あります。 

 しかし、財政構造改革に見られるような状況

下においては、多額の事業費のかかる建替えや、
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全面改善を短期的で実施することは困難である

ため、おのおのの改善手法を適切かつ計画的に

実施することが求められております。 

 以上を踏まえて、市営住宅ストックを有効活

用するための事業手法の選択及び事業実施スケ

ジュールの策定を、本計画の目的とするとされ

ております。 

 計画の期間は、平成２６年度から平成３５年

度、令和５年度までの１０年間とし、５年ごと

に前期、後期に区分して、前期期間終了後に見

直しを行うものとされております。 

 市営住宅ストックの活用手法別事業プログラ

ムとして、現地建替え、個別改善、維持保全、

用途廃止、新規住宅について、個別に質問をさ

せていただきたいと思います。 

 まず、現地建替えについてであります。 

 現在、改良住宅の手代岡第１団地で、平成２

９年から平成３４年（令和４年）の６年間、手

代岡第２団地で、平成３５年（令和５年）から

平成３６年（令和６年）の２年間とする記載が

あります。 

 現在、令和３年３月時点で、手代岡第１団地

は何棟何戸の住宅が建築されているのか、まず

はお伺いをいたします。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

岡﨑議員の一般質問にお答えします。 

 手代岡団地につきましては、御質問いただい

たように、第１団地６か年、第２団地２か年の

計８か年で事業計画をしております。 

 第１団地は、平成２９年度に工事着工し、今

年度で４年目の施工を終えており、令和３年３

月時点で６工区中４工区までの７棟１８戸が完

成しております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほどの課長の答弁

で、７棟１８戸と答弁をいただきましたが、計

画どおりに事業が実施されているのか、その点

お伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

事業の実施状況について、お答えします。 

 開始当初の１工区、２工区は、国の社会資本

整備総合交付金が、要望額の７割程度しか割当

されず、一時的に遅れることとなりましたが、

その後は、順調に国からも割当をいただき、現

時点では、当初の計画どおりとなっております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） それでは、現時点で

は、工区については遅れがないということで了

承をいたしました。 

 次に、手代岡第２団地については、平成３５

年（令和５年）から平成３６年（令和６年）の

２年間とする。この２年間で、何棟何戸の住宅

を建築するつもりなのか、お伺いをいたしたい

と思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

手代岡第２団地の計画について、御説明いたし

ます。 

 手代岡第２団地は、戸数で言いますと１０戸

分の建築を予定しております。建築棟数は、１

棟に４戸入るタイプと、１棟に２戸入るタイプ

がありますので、何棟になるかは確定しており

ませんが、敷地の配置計画も含め、地区と協議

し、決定したいと考えております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） それでは、次に、個

別改善についてお伺いをいたしたいと思います。 

 個別改善とする団地の事業年度は、公営住宅

の師高瀬第２団地と東団地で、共に平成２６年

から平成３５年度（令和５年度）の１０年間と

する。 

 現在、師高瀬第２団地と東団地の個別改善に
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ついては、事業実施をしているのか。している

のであれば、どのような改善がされたのか、お

伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

個別改善の現状について、お答えします。 

 師高瀬第２団地と東団地を含め、公営住宅は

旧耐震のものが多い上、ほとんどがブロック造

であるため、耐震改修工事を行うことが難しく、

将来的には建替えを行い、用途廃止することに

なると考えております。 

 しかしながら、それらの再編を完成するまで

には、多くの事業費と期間を要するため、浸水

区域外にある師高瀬第２団地と東団地について

は、しばらく改善しながら使用していくため、

再編計画では個別改善という位置づけをしてお

ります。 

 現再編計画を策定した平成２６年以降につい

ては、改良住宅の建替えに重点を置き、事業を

進めていることから、個別改善に位置づけてい

る公営住宅の師高瀬第２団地と東団地について

は、改善に当たる事業の実施は特に行っており

ません。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、課長の答弁

の中で、師高瀬第２団地と東団地については、

個別改善の事業は実施をしていないということ

であるならば、別に改善する余地がないという

ことは、そのまま使用しても問題ないというこ

とで考えたらよろしいですか。その点、お伺い

します。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

岡﨑議員の質問にお答えします。 

 宿毛市公営住宅等再編計画の計画期間は、令

和５年度まで。残り３か年しかありませんので、

この期間内での実施は難しいと考えております

が、市営住宅につきましては、この再編計画と

は別に、維持保全、それから改修を主体した長

寿命化計画というのを、今年度から令和１１年

度まで、１０か年の期間で策定をいたしました。 

 この長寿命化計画の中で、師高瀬第２団地と

東団地については、令和６年度から令和９年度、

この４か年の間に、具体的にいいますと、屋上

防水と外壁改修を行う計画としておりますので、 

改修に向けた予算要望を、計画年度にはしてい

きたいと考えております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 今の課長の答弁で分

かりました。 

 宿毛市公営住宅等再編計画のほかに、また計

画があって、そこの部分で個別改善については

うたわれているということでございますので、

了解をいたしました。 

 次に、用途廃止についてお伺いをいたしたい

と思います。 

 用途廃止とする団地の事業年度は、公営住宅

では１１団地２４棟１０１戸、改良住宅では５

団地１６棟３２戸を、平成２６年度から平成３

５年度（令和５年度）までの１０年間とすると。 

 現在、何団地何棟何戸の住宅が用途廃止にな

っているのか、お伺いいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

用途廃止について、説明をいたします。 

 現在、用途廃止を行い、解体を行った団地は、

萩原団地の３棟１８戸になっております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、課長の答弁

で、現在、用途廃止になっている団地について

は、萩原団地の３棟１８戸になっていると。今

後、計画どおりに用途廃止することができるの

か、その点についてお伺いをいたしたいと思い

ます。 
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○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

用途廃止の計画について、御説明いたします。 

 再編計画の中で、用途廃止に位置づけられて

いる住宅は、１６団地４０棟１３３戸となって

おりますが、その中で、先ほど説明しました萩

原団地を除くと、既に全世帯が退去しているの

は、新田団地の２棟８戸と、正和第２団地の３

棟６戸になっており、この２つの団地について

は、用途廃止手続と解体を待つ状況になってお

ります。 

 用途廃止については、入居者の移転、用途廃

止する住宅の解体を合わせた実施が必要ですの

で、財政的な面からも、短期間での完了は困難

な状況になっております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、課長の答弁

で、現在入居していない団地については、新田

と正和があると。用途廃止という名称にするに

当たって、建物を壊してしまわないと用途廃止

にならないということでございますので、その

点、了解をいたしました。 

 次に、改良住宅について、お伺いをいたした

いと思います。 

 現在、手代岡第１団地、手代岡第２団地の建

築が実施、または計画がされております。令和

６年度には、全ての計画が完成する予定になっ

ているかと思われますが、今後の計画として、

まだ貝礎団地、正和団地と、２団地についての

計画が示されておりません。 

 どちらの団地を優先して建築をしていくつも

りなのか、その点についてお伺いをいたしたい

と思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

今後の改良住宅の計画について、説明をいたし

ます。 

 手代岡地区完成後の建替えについては、現在、

貝礎、正和の両地区のまちづくり協議会を通し

て、地区の意向確認の投げかけを行うなど、協

議を進めているところであり、現時点では、ど

ちらの地区という決定はしておりません。 

 しかしながら、手代岡の建築工事が終わる令

和６年度の翌年、令和７年度より、次の地区の

建築へ入る計画としておりますので、工事に着

手する前の基本設計に２年、実施設計に１年の

計３か年の期間を考慮しますと、令和３年度の

秋までには、手代岡地区完成後の方向性を決定

したいと考えております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 課長、令和３年度秋

ということは、来年度中というか、令和３年度

中に決定をしなければならないということでご

ざいますので、これは早急にしなければならな

いと思いますけれども。 

 いろいろな方にお話を聞きますと、例えば貝

礎に全て、改良住宅を建てるのではなくて、貝

礎と正和は別々に、１戸ずつ建てるとか、そう

いう方法はできないのかとかいうような話もあ

りますけれども、そういうのはなかなか難しい

のかどうか、その点について、一般的な御意見

をお伺いいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

岡﨑議員の再質問にお答えします。 

 先ほど、説明もいたしましたけれども、国の

社会資本整備総合交付金の割当てが非常に不安

定で、７割程度しかつかない年もあります。 

 ということで、今までも２棟要望していたの

だけれども、１棟しかできないというような状

況もございましたので、２地区を並行して複数

棟やっていくというのは、非常に難しいのでは

ないかなというふうには考えております。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 
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○１０番（岡﨑利久君） 了解いたしました。 

 次に、公営住宅について、お伺いをいたしま

す。 

 用途廃止のところで言いましたけれども、公

営住宅については、１１団地２４棟１０１戸の

住宅が用途廃止になります。 

 今後、公営住宅の新規住宅について、財政的

な面もあるかとは思いますが、どのように考え

ているのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 公営住宅の新規住宅の建築についてでござい

ますが、現在、改良住宅の建替えを進めており

まして、先ほどのお話のとおりでございます。 

 財政的な面からも、改良住宅建替えと並行い

たしまして、公営住宅の建設を進めることは、

非常に難しいと、そのように考えているところ

でございます。 

 そのため、公営住宅につきましては、旧耐震

の政策空き家から引っ越す場合に、引っ越し費

用の一部を補助する予算を、平成３１年度から

予算化をいたしまして、入居者がより安全な建

物へ移転できるよう促進をしている、そういっ

たところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、市長のほう

から、改良住宅と並行して建築することはなか

なか難しいということで、財政面のことであっ

たり、いろいろな面を含めて難しいという答弁

であったと思います。 

 それならば、以前、お話があったように、民

間の住宅を活用して、これを市営住宅にすると

か、補助をするとかいうような考えがあるかな

いか、その点についてお伺いをいたしたいと思

います。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 やはり民間の賃貸アパート。そういった賃貸

住宅等も加味しながら、全体的なことを考えて

いく必要があろうかというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） それでは、次に、今

回の宿毛市公営住宅等再編計画については、計

画の期間が令和５年度までになっております。

令和６年度以降の計画について、どのように実

施していくのか。また、いつの段階から計画を

作成していくのか、お伺いをいたしたいと思い

ます。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 次回の宿毛市公営住宅等再編計画の策定に当

たりましては、今後も少子高齢化が進み、そし

て先ほども申しましたが、民間の賃貸アパート

等も、多く見られる現状を加味し、新たな再編

計画の策定を行うこととなります。 

 その際には、別途、策定している宿毛市公営

住宅等長寿命化計画と合わせた策定を検討いた

したいと考えております。 

 その策定の時期については、現計画は、令和

５年度までになっておりますので、最終年度に

当たる令和５年度内の策定を行う予定としてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、市長の答弁

の中で、宿毛市公営住宅等再編計画については、

令和５年度内に策定をするようにしたいという

ことでございましたけれども、今回と同様に、

コンサルタントに委託をしていくのか、その点

についてお伺いをいたしたいと思います。 
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○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 現状把握等を行いまして、計画をまとめる上

で、民間のノウハウを活用するため、今回同様、

コンサルタントに委託する、現在はそういった

予定となっているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（川村三千代君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 以上で一般質問を終

わります。 

○副議長（川村三千代君） この際、１０分間

休憩いたします。 

午後 ２時２１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時３５分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） ８番、山上でございま

す。睡魔に負けずに、答弁のほう、よろしくお

願いをいたします。 

 質問は、通告書に記載しておりますように、

大きな項目としましては、公共事業における地

元業者の参加機会について。それに加えまして、

今年度中に成果品が上がってくると思います、

都市計画マスタープランに関する質問をさせて

いただきます。 

 では、はじめに、公共事業における地元業者

の参加機会の創出について、お尋ねをいたしま

す。 

 最近は、大型建設事業が続いておりますけれ

ども、工事においては、地元企業と大手企業と

の共同企業体、いわゆるＪＶという形を条件に

発注されておりますので、それはそれなりに、

市内への一定の経済効果はあると思います。 

 その一方で、設計や工事監理については、地

元の業者はかやの外に置かれているのではない

かと思われているようであります。 

 以前、このことについて、地元の建築設計事

務所協会の方々から話を聞く機会がありまして、

最近の宿毛市の発注の形態が変わったのではな

いかという指摘を受けました。 

 そのために、このような形で質問させてもら

っておりますが、つい最近まで、建築工事には

地元の設計業者にも、設計も監理もＪＶの形で

行われてきましたが、新庁舎においては、なぜ

地元の設計業者が参加していないのでしょうか。

プロポーザルの応募要領では、設計者のみの選

定であったと思いますが、その辺のところをお

聞かせいただけますか。 

○議長（野々下昌文君） 副市長。 

○副市長（岩本昌彦君） ８番、山上議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 今回の庁舎設計に関しまして、新庁舎の監理

業務の業者選定のことをお聞きになっているの

ではないかなという解釈をしておりますけれど

も、そこにつきましては、基本設計及び実施設

計を受託し、最も設計内容を把握している大建

設計株式会社と随意契約をしております。 

 新庁舎の基本設計及び実施設計は、近年にな

い大規模な建築設計となり、より高い品質確保

が求められることから、業者の設計実績、配置

技術者の経験実績、技術提案などを総合的に判

断ができるプロポーザル方式を採用いたしまし

た。 

 この中で示した参加業者の要件は、単独業者

での参加に制限をせずに、市内の設計業者を含

めた共同企業体の参加も認めておりまして、結

果として、大建設計株式会社が選ばれましたが、

公募の段階で地元の設計業者が参加できる要件

としておりますので、決して地元業者を排除し

ているということではありませんので、御理解

のほう、よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 
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○８番（山上庄一君） たしかに応募要領にあ

りますが、大手の設計業者が単独でもよいとい

うことでありましたら、何かメリットがなけれ

ば、わざわざ地元業者を共同相手に、率先して、

ジョイントを組もうということはしないのでは

ないでしょうか。どうもその辺が、発注者とし

ての意識のずれがあるように思います。 

 やはり工事のように、地元業者とのＪＶを条

件とするとか、地元業者が大手を逆に指名する、

逆指名をするような形式にするとか、または、

評価において、地元業者とのジョイントであれ

ば、加点するなどしなければ、地元の設計業者

は、結果的に排除されると思います。 

 応募要領を見る限り、地元の設計業者側が参

加できるような条件ではなかったのではないか

というふうに思います。 

 同等の実績がなければ参加できないなどの、

その典型ではないでしょうか。 

 やはり地元の設計業者に対する認識にそごが

あるのではないかというふうに思います。 

 地元の設計者の参加は、局地的な地域の微気

象についても、経験則を持っていたりして、台

風などの状況についても、熟知していることか

ら、そのことが設計等に反映されるのではない

かと思います。 

 どうして工事のように、地元設計業者のＪＶ

を条件にしなかったのか。地元の設計業者のみ

ならず、違和感を持たれるのではないでしょう

か。 

 次にお伺いするのは、工事監理について、地

元設計業者とのＪＶという選択肢はなかったの

でしょうか。その辺のところをお聞かせいただ

けますか。 

○議長（野々下昌文君） 副市長。 

○副市長（岩本昌彦君） ８番、山上議員の再

質問にお答えをいたします。 

 まず、ＪＶの組み方に関してですけれども、

地元設計業者の参加を必須条件にしていないと

いうのが、現在、地元設計業者３社しかないと

いうことがありまして、どうしてもそれを条件

にすると、入札参加者が限られてしまうという

ことから、広く技術提案を募集する公募型プロ

ポーザルにはちょっとそぐわないのかなという

ふうに判断をさせていただきました。 

 また、そのほか、例えば地元業者を参画させ

ることのメリットとしまして、違う視点で設計

内容を確認できるメリットというのも、確かに

考えられるのですけれども、新庁舎につきまし

ては、設計段階から多数の技術者が関わり、設

計事務所の管理体制は、１級建築士５名、構造

設計１級建築士１名、建築設備士３名、第３種

電気主任技術者１名の計１０名を配しており、

また監理の統括者に当たる監理技術者は、設計

時の監理技術者とは異なる監理技術者を配置す

るなど、複数の技術者が異なる視点で管理でき

る体制が整えられていると、この大建設計に関

しましてはですね。 

 繰り返しになりますけれども、決して地元設

計業者を排除するということではなくて、先ほ

ど申し上げました条件の中で、プロポーザルを

組まさせていただいたということで御理解をい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） くどいようですけれど

も、それが参加機会を提供しているということ

であれば、もっとハードルを下げるとかするよ

うなことをしなければならないのではないでし

ょうか。 

 現に参加できていないわけですから、地元の

設計業者の状況の把握ですけれども、指名願い

でどんな規模なのか、などは認識されていると

思います。 

 大体が一人で、あるいは多くても数人でやら
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れているということは、承知しているものと思

います。 

 それが単独でプロポーザルに参加できると思

うのでしょうかね。ましてや、庁舎と同等規模

の経験がないと参加できないとか、またプロポ

ーザルで求める図面などを作成するのに、どれ

だけの経費がかかるのか、ということの認識と

いうのをされているのでしょうかね。 

 設計事務所によっては、年収以上もかかるよ

うな、数百万の費用がかかるような、プロポー

ザルに費やす費用がかかるわけですよ。 

 そういうことを考えると、なかなか地元の設

計業者では、無理なところがあるのではないか

というふうに思います。 

 それはさておいて、次にお聞きするのは、統

合保育園の工事管理についてでございます。 

 保育園の設計も、プロポーザル方式で設計者

を選定しておりますが、工事監理については、

どのようにされるのか、説明をしていただけま

すか。 

○議長（野々下昌文君） 副市長。 

○副市長（岩本昌彦君） 山上議員の再質問に

お答えをいたします。 

 統合保育園建設工事の監理業務につきまして

は、庁舎と同様の考えに基づいて、設計業務を

受託者業者と随意契約を行うことといたしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） これも庁舎の建設と同

じように、統合保育園への地元設計業者の工事

監理の参加の在り方は検討されたのでしょうか。

お聞かせいただけますか。 

○議長（野々下昌文君） 副市長。 

○副市長（岩本昌彦君） 山上議員の再質問に

お答えします。 

 繰り返しの答弁になりますけれども、地元業

者の参加の検討については、庁舎と同様の考え

方で行っておりますので、プロポーザル方式で

公募した基本設計、及び実施設計の入札参加者

に、市内事業者を含めた共同企業体を認めるこ

とで、地元設計業者の参加機会を確保しておる

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 余りくどいようなこと

を言うのもいけませんが、プロポーザルについ

ては、先ほども言いましたように、プロポーザ

ルへの参加には、地元業者とＪＶであれば、評

価において、加重平均で加点する等しない限り、

地元の業者との共同という動機づけは働かない

のではないかと思いますし、設計や管理に関わ

ることはほとんど不可能に近いのではないかと

いうふうに思います。 

 その意味で、ゴルフなどで言われますように、

ハンディキャップというか、そういうものをも

ってしないと、ギャップがあり過ぎるというこ

とです。 

 そこで、地元業者の育成についてということ

で、このことについてはどのように考えている

のか、お聞かせいただけますか。 

○議長（野々下昌文君） 副市長。 

○副市長（岩本昌彦君） 山上議員の質問にお

答えをいたします。 

 市内業者の育成ですけれども、これは、市内

業者に受注機会を与え、より多くの事業経験を

積んでもらうということが、確かに育成につな

がるものと考えております。 

 このことから、本市では、本当に市長の強い

思いもありまして、競争入札において、市内業

者を優先する選定を実施してきたつもりでござ

います。 

 しかしながら、入札に際しましては、競争性、

公平性、事業規模、配置技術者の資格及び実績、
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事業の特殊性、事業の執行予定時期、事業者の

繁忙期等、こういった要素を総合的に判断し、

業者数及び事業者選定を行う必要があります。 

 これはもう、山上議員に改めて御説明するま

でもないとは思うのですけれども。 

 こういったことを総合的に勘案しながら、市

内業者の育成につながる業者選定を行っていき

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 答弁を聞くにつけ、そ

れならば、余計にＪＶででも機会を提供すべき

ではないかというふうに思います。 

 統合保育園の工事監理委託業務は、金額的に

は、余り大したことがないと言ったらお叱りを

受けますけれども、大きくないですが、地元の

設計業者には、決して小さくない金額であると

思いますし、それよりも、このお金の一部が市

内に残るのと、出ていくのとでは、大きな違い

が生じてきます。 

 少しでも市内にお金が残るようにしなければ、

市内の経済がやせ細るということになりかねま

せん。地元の設計業者が参加できなければ、技

術移転も起こりませんし、地元業者の育成にも

つながりません。 

 このようなことも影響しているのではないか

とは思いたくはないのですが、現在、市内には

若い建築設計業者は少ないというか、いないの

ではないかというふうに思います。 

 もちろん、人口の減少等もあって、仕事その

ものの減少もあるとは思いますけれども、近い

将来には、建築設計も林業のように地域おこし

協力隊により、建築士を募集することになるの

ではないかというふうに思ったりもしておりま

す。 

 建築士がいなくなって、地域おこし協力隊に

お願いするようにでもなれば、相当の厚遇も必

要になるのかもしれません。その意味で、市の

予算や事務などのトータルコストが増大するよ

うになるかもしれません。これはちょっと極論

で、ちょっと大げさ過ぎますけれども。 

 市役所の存在意義の一つとしては、地域おこ

し協力隊に頼らずとも、自立できる地域づくり

であると思います。 

 別に、地域おこし協力隊そのものが悪いとい

うことは言っているわけではないのですけれど

も。 

 この地域おこし協力隊の制度も、いつまで続

くか分かりませんというところもありますけれ

ども。執行部の皆様には、これも何回も言って

きているところですけれども、その意味で、釈

迦に説法になると思いますけれども、公共事業

を通じて、富の再配分もするわけですので、で

きるだけ地元の業者を使うべきであるというふ

うには思います。 

 今回は、工事や設計に限ってお話しています

けれども、これまでも何回も申し上げておりま

すけれども、備品などの調達を含めて、市内で

賄えるものは市内でという意識が大切であると

いうことでございます。 

 極端な話と思われるかもしれませんけれども、

新庁舎の工事でも、地元の業者でも十分に対応

できる工事であると思いますし、現に業者の

方々に話を聞きますと、十分に対応は可能であ

るとのことでありました。 

 要するに、地元業者が事業に関われば、お金

が地元に残り、流通することで、経済効果をも

たらすことになるというふうに思います。 

 このことから、市内への経済的な配慮として、

地元にお金が流通する方策を含めて、市内の経

済をどのように認識しているのか、お考えをお

聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山上議員の一般質問に
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お答えをさせていただきます。 

 市内の経済状況ということでございます。 

 本市の経済も、現在、新型コロナウイルスに

よりまして、大きな打撃を受けている、そうい

った厳しい状況であるというふうに認識をして

おりますし、またコロナウイルスの影響だけじ

ゃなくて、いろいろな形で、非常に厳しい状況

であるということは、自分なりに認識を持って

いるところでもございます。 

 そのような中、るるお話もありましたが、公

共工事の発注は、市内経済の活性化に大きく寄

与するものであるというふうに、私自身も考え

ますので、今後とも、できる限り、市内業者に

工事を受注していただくことが重要であるとい

うふうに考えているところでございます。 

 また、その一方で、いろいろと難しい面もご

ざいます。ただ、先ほど山上議員もおっしゃら

れましたが、以前、職員にも申させていただき

ましたが、立派な庁舎を建てても、そこに住む

市民がいなくなるような、そんなまちづくりを

したら元も子もないよというお話の中で、先ほ

どあった、富の再分配といいますか、しっかり

とそういった予算、補助金をとってきたものは、

市民の方々にぜひ分配をしていきたいという形

の中で、市内業者に携わってもらいたいよねと

いう話は、再三にわたりさせていただいている

ところでございます。 

 可能な限りではございますが、市内業者に関

わっていただきたい、そのように考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） ぜひともそういうふう

にしていただきたいというふうに願っておりま

す。 

 地元業者は、経済的にも弱者の方が多いとい

うように思いますので、いろいろな配慮も持っ

て、公共事業など発注を検討してもらわなけれ

ばいけないというふうに思います。 

 当然、これは税収にも関わってくることでご

ざいますので。 

 次の大きい項目のほうに移らさせていただき

ます。 

 都市計画マスタープランについてということ

で、いわゆる都市マスですが、今年度の策定と

いうことで、質問をさせていただきます。 

 そこで、まず、市長は宿毛市をどのようなま

ちにしたいのか、具体的な空間イメージを含め

て、まちづくりについての御所見をお聞かせい

ただけますでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 少し大きなテーマになってまいりますが、私

が目指すまちづくりを進めていく上で、中心と

なる、そういった柱となるものは、防災・減災

対策であります。 

 １０年前に発生いたしました東日本大震災の

復興状況を見る中で、最も深刻な問題だと痛感

しているのは、津波被害によって壊滅した多く

のまちで、拠点となる庁舎が被災したことや、

災害発災後の復興を事前に計画できていなかっ

たことなどから、復興が遅れまして、多数の人

口流出につながっているということでございま

す。 

 近い将来、南海トラフ地震が発生するといわ

れている本市においても、その後の存続を考え

る中では、同様の状況になることは、何として

も避けなければならない、そのように思ってお

ります。 

 このことから、選挙時の公約におきましても、

都市計画マスタープランを作成する中で、事前

復興の計画についても、市民の皆様にお示しす

る約束をしておりました。 
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 その事前復興の一環といたしまして、災害時

の司令塔となる庁舎や、要配慮者施設である保

育園の高台移転を実施するとともに、今後もで

きる限り、公共施設の高台移転を進めてまいり

たいと、そのように考えているところでござい

ます。 

 また、現在、高知県が進めています事前復興

まちづくり計画策定指針検討会に、私も委員と

して参加をしておりまして、この指針が策定さ

れましたら、速やかに本市も事前復興まちづく

り計画に取り組んでいく予定でもあります。 

 次に、四国横断自動車道の延伸も、大きなポ

イントとなります。現在、四国横断自動車道に

つきましては、ルート帯が示されており、今後、

県の都市計画決定を受け、さらに詳細な計画ル

ートが公表されることとなります。 

 今後は、その計画ルートを確認する中で、周

辺の必要な路線整備などを検討し、まちづくり

に反映をさせていきたいと、そのように考えて

おります。 

 そして、次のポイントといたしましては、人

口減少、少子高齢化対策でございます。 

 各種の統計から、本市におきましても、今後、

人口減少や少子高齢化が進んでいくことが想定

されていますので、商業施設等につきましては、

できるだけ駅周辺などの中心拠点に集積すると

ともに、市内各集落から中心拠点へは、公共交

通などのネットワークでつないでいく、コンパ

クトプラスネットワークを意識した都市構造を

目指していきたいと考えているところでござい

ます。 

 そして、最後のポイントは、豊かな地域資源

を活用したまちづくりであります。 

 市内には、自然環境や歴史、文化的資源が多

く残り、また宿毛市総合運動公園などのスポー

ツ施設もありますので、さらなる交流人口の増

加を目指していきたいと考えているところでご

ざいます。 

 そのためにも、宿毛市の地域資源を最大限活

用した、そういったまちづくりを進めていきた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 御所見をお聞きします

と、コンプリヘンシブプランニングというか、

宿毛市では振興計画のように思いましたけれど

も、都市マスというのは、都市計画区域内の計

画ということでございますけれども、広い意味

で、いろいろな関連がありますので、いろいろ

な御所見をいただきました。 

 都市マス、手元に都市マスの計画書といいま

すか、成果品がありませんし、余り私のような

理解力の乏しい人間は、空間的なイメージが湧

いてきませんので、今回は御所見等をお伺いす

るというだけにとどめておきたいと思います。 

 では、次に、都市マスに改正が予定されてお

ります特定都市河川浸水被害対策法の趣旨をど

のように織り込んでいるのか、お聞かせをいた

だけますでしょうか。お願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 都市計画マスタープラン策定の過程で、昨年、

市内６か所を回り、各地域の魅力や課題をお聞

きしながら、地域の構想を考えていただくワー

クショップ形式の地域別懇談会を実施をしたと

ころでございます。 

 その中で、松田川流域や中筋川流域の地域で

公表された河川の浸水想定区域図について、説

明を行うとともに、それらを踏まえた地域の構

想を考えていただいているところでございます。 

 その中では、止水、排水といったハード対策

の促進や、避難マップなどの啓発による避難意

識の醸成など、ソフト対策の必要性を提言いた
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だいており、都市計画マスタープランにも反映

をしているところでございます。 

 また、国は、頻発・激甚化する様々な自然災

害に対応するため、災害ハザードエリアにおけ

る新規立地の抑制や、移転の促進、防災まちづ

くりの推進の観点から、総合的な対策を講じる

ために、昨年、都市再生特別措置法等の改正を

行っております。 

 これらを受けまして、宿毛市都市計画マスタ

ープラン策定委員会の中でも、災害に強いまち

づくりへ向けましたさらなる取組といたしまし

て、土砂災害や河川浸水などの風水害に加え、

南海トラフ地震による被害を想定した高台移転

等による災害対策を、引き続き推進するととも

に、災害リスクが残存するエリアに対しまして、

総合的な対策を検討するなど、計画的かつ着実

に必要な防災、減災対策を講じていくこととし

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 最後の質問になります

けれども、都市マスの実現に向けての方法論の

一つになりますが、立地適正化計画で居住誘導

区域等の指定は考えているのか、御所見をお聞

かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 今回の都市計画マスタープラン改定を受けて、

今後すぐに立地適正化計画を策定することは、

予定をしておりません。 

 しかしながら、先ほどの答弁の中でも触れま

したように、今後の居住誘導に際しては、災害

のハザードエリアを避けていくことが、国の法

律においても前提方針とされていることから、

都市計画マスタープランの中でも触れた、県の

事前復興まちづくり計画策定指針がまとまり次

第、本市としましても、事前復興まちづくり計

画の策定に取り組んでいくこととしております

ので、その議論の中で、検討してまいりたいと

考えているところでございます。 

 以上のような状況になっております。 

○議長（野々下昌文君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 御答弁ありがとうござ

いました。 

 いろいろ聞かせていただきましたけれども、

公共事業への地元企業の関わり方については、

私自身の内部矛盾を増幅させてしまったような

感じがいたします。 

 一方のマスタープランにつきましては、成果

品が出てきてから、また別の機会に、改めて詳

しい説明を受けたいというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（野々下昌文君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時０８分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 発言を許します。 

 ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 皆様、おはようござい

ます。５番目の質問者でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

 私は、新型コロナウイルス遺伝子組み換えワ

クチンについて、今まさに日本でも始まりまし

た。そして、宿毛でも始まろうとしております。 

 このワクチンについて、非常に不安の声もご

ざいますので、皆様の代弁者として、しっかり

説明をしていただきたいと思っております。 

 状況を説明しまして、またその接種の目的等

について、伺ってまいります。 

 新型コロナウイルスは、一つの感染症を越え

て、災害、それとも大騒動となっているのは、

どこに問題があって、ワクチンが本当に解決の

決め手になるか。１年たって新型コロナウイル

スは未知のウイルスでもなく、重篤者には治療

法も分かってきました。 

 コロナで亡くなる人の命も大切な命でござい

ますが、また経済も命です。コロナ対策で人の

命が失われていることも事実であります。 

 自粛対策で経済の命もまた失われて、自殺や

メンタルで病んでいる人も多くいます。大学の

授業も、１年間はゼロです。人とのコミュニケ

ーションが絶たれたまま、教育でも多くの行事

が中止となり、子供たちは甚大な被害と、影響

を大きく受けています。 

 陽性だったけど、熱も出なかった人はたくさ

んいます。ここで２０２０年の死因のランキン

グを見ると、ニューヨーク、ドイツ、イタリア、

フランスの欧米は、脳卒中、心臓病、がんの次

に新型コロナウイルス感染症で亡くなる人、４

位であります。 

 日本を見てみますと、３６位です。過度に萎

縮しているほうが安心でありますが、両方でい

きましょうと言っても、なかなか人の心が閉ざ

されたままで、経済と医療が両立は困難です。

日本は、３６位なので、明らかに非常事態の欧

米とは違う状況です。 

 コロナウイルスはたくさんありますが、人間

が認識しているのは６つあります。４つは、風

邪を起こすウイルス、あと２つは、毒性のサー

ズとマーズ、今度の新型コロナウイルスは、５

番目の風邪を起こすウイルスと位置付けされて

います。 

 人のウイルスは、２つ同時に流行はありませ

ん。毒性の弱いものか、強いものか、どちらが

流行するか、これは、自然の法則でもう分かっ

ていますけれども、毒性の弱いものが流行して

いきます。そして、毒性が強いほうが駆逐され

る、これが自然の法則と伺っております。 

 １０年前の新型インフルエンザが流行したと

き、それまであったソ連型インフルエンザがな

くなったといわれています。今度、新型コロナ

ウイルスが流行したので、インフルエンザの発

生はほとんどゼロに近いです。新型コロナウイ

ルスは、気道性の感染症で、ほとんどの感染症

は軽症、または中等症の呼吸器疾患を経験し、

特別な治療を必要とせずに回復すると、ＷＨＯ

が公表しています。いわゆる風邪です。 

 新型コロナウイルスとインフルエンザ、どっ

ちが強いか弱いかでありますが、季節性インフ

ルエンザは、昨年はゼロに近いが、それまでは

平均すると１，０００万人が感染し、………… 

…（発言一部取り消し）……ています。 

 死亡者は、関連死を含むと１万人ぐらいで、

新型コロナ感染者は１月２４日現在、３６万６，

０００人、関連死を合わせ、死者は５，１２０
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人。高齢者にインフルエンザワクチン５，００

０万人打っていますが、感染者は２，０００万

人です。 

 …………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………… 

………………………………………… 

 そして、インフルエンザは、１２月から３月

まで、１日平均７万人、ピーク時には１日１０

万人が感染します。そして、１日の死亡者は、

数百人が亡くなります。集団感染も多く起こり

ます。小さな子供が感染して、インフルエンザ

脳症など、重症化することもあり、インフルエ

ンザが新型コロナウイルスより強毒性ウイルス

である病気で、新型コロナウイルスは、むしろ

軽い。新型コロナウイルス感染者の９８％は、

無症状か軽症。高齢者で基礎疾患のある人にと

っては重症化することもあります。 

 新型コロナウイルスの国際比率は、人口に対

する感染率として、アメリカ７．３％、世界は

１．３％、日本は０．３％となっており、低い

理由は明確ではありませんけれども、東アジア

に住んでいる人は、新型コロナウイルスに対す

る免疫が強いといわれています。 

 季節性インフルエンザより、弱毒性であるの

に、本当にワクチンが必要でしょうか。人類史

上初めて、人間に遺伝子組み換えワクチンを世

界一斉に、何億人が打つことを経験したことが

ありません。新しいものに期待する人もいるで

しょうが、このワクチンについて、新しいもの

は危ないと思っている市民も多くいるのは確か

です。 

 経験したことにない副作用を発生する可能性

があるのではと、科学者の多くは心配していま

す。その効果も、リスクも、未知数です。欧米

に比べて、感染者、死者共に１０分の１の日本

であるにもかかわらず、テレビやマスコミで、

ワクチンが必要と思い込ませるような報道が続

いています。 

 不安を持つ人は多く、個人の持つ複雑性は無

限なため、効果には不確実な要素がつきまとい

ます。 

 たまたまよい結果がある、あるいは悪い結果

が出ただけかもしれません。少しでも確からし

いものを得るには、結果を解釈し、結論を住民

も行政も考える必要があるのではないかと思っ

ております。 

 国が言っているから正しいとは限りません。 

 国に逆らうなどではなく、いろいろな議論が

あってよいはずであります。 

 様々な思いを尊重するためにも、住民の不安

に応えるためにも、質問を行ってまいります。 

 国の決めたことではあっても、接種自治体で

あります。住民への説明責任は重要と考えます。 

 質問にまいります。 

 欧米の新型コロナウイルス感染者の死亡者は

高く、まさに非常時です。しかし、日本は３６

位で、季節性インフルエンザの３１位にも及ん

でいません。３６位の病気のために、１６歳以

上の全国民にワクチンを無料で打つ、この目的

をお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、４番、川田議員の一般質問にお答えいたし

ます。 

 川田議員から、様々な問題提起や、さきにお

聞きしている通告の内容等も含まれておりまし

たので、まず接種の目的について、お答えいた

します。 

 新型コロナウイルスワクチン接種につきまし

ては、予防接種法第６条第１項の規定による臨

時接種として実施されるものとなっております。 

 ワクチン接種の目的としましては、住民の生

命や健康を損なうリスクの軽減や、医療への負
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担を軽減し、社会、経済活動への影響を最小限

にとどめることを目指すため、実施するものと

なっております。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 接種するという目的を

伺いました。 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

………………………… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………… 

 アレルギーによる自己免疫疾患をもたらしま

した。記憶に新しい話であります。 

 住民の健康と命に関わるとの懸念は不要でし

ょうか、お答えください。 

○議長（野々下昌文君） 川田栄子君に申し上

げます。 

 ただいまの発言は、国政に関するものであり、
一般質問の範囲を超えておりますので、気をつ
けてください。注意を申し上げます。 

 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、川田議員の御質問にお答えいたします。 

 的確な答弁にはならないかと思いますけれど

も、ワクチン接種に関しましては、国の情報に

基づいて、全て体制を整えてまいりたいと考え

ておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） それでは、これは２回

接種となっておりますので、痛みや腫れ、倦怠

感など、副反応が出ると予想されております。

世界の状況では、５０％が痛み、腫れ、倦怠感

などが出ております。１回目と２回目のどちら

が、副反応が強く出られるのか、お答えお願い

できますか。 

○議長（野々下昌文君） 川田栄子君に申し上

げます。 

 同じ内容ですので、これは宿毛市で答える内
容ではありません。気をつけてください。 
 ４番川田栄子君。 

 質問をかえてください。 

○４番（川田栄子君） 自治体ですので、国の

方針に基づいて行っていくわけですが、何も知

らないで国民は接種をするわけにはいきません

ので、国のほうに聞いてくださいと、私は伝え

てあります。 

 そのことから、こちらのほうへ伝えていただ

いたらいいことですので。国に聞いてください

ということをお伝えしてありますけれどもいか

がでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 再度申し上げます。 

 議事の進行の妨げになりますので、そのよう
な内容は避けてください。ここは、国政ではな
いです。 
 答えられますか。 

 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長。ワクチンの安全性、有効性、副反応につい

てということで、３つ目の通告いただいており

ますので、ワクチンの内容について、お答えを

さきにさせていただきたいと思います。 

 現在、国が承認しているのは、ファイザー社

ワクチンのみとなっております。このファイザ

ー社のワクチンは、一般的な生ワクチンや不活

化ワクチンとは違い、メッセンジャーＲＮＡワ

クチンとなっております。このワクチンは、人

の遺伝情報に組み込まれるものではありません。

ワクチン接種により、その情報が長期に残った
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り、精子や卵子の遺伝情報に取り込まれること

はないものと考えられております。 

 副反応につきましては、一般的にワクチン接

種後には、副反応が生じる可能性はあります。

治療を要したり、障害が残るほどの副反応は、

極めてまれではあるものの、ゼロではありませ

ん。 

 新型コロナウイルス感染症のワクチンの副反

応につきましては、接種部位の痛みや頭痛、倦

怠感、筋肉痛などの症状が見られたことが報告

されております。 

 また、まれな頻度ではありますが、アナフィ

ラキシーショックが発生したことも報告されて

おりますが、接種会場において、アナフィラキ

シーショックが起こったとしても、すぐに適切

な対応ができるよう、本市の臨時予防接種会場

や、医療機関には、医薬品などの準備をするこ

ととしております。 

 国は、ワクチンの安全性の確保のため、臨床

試験では、有効性、安全性などに関するデータ

を収集するため、開発中のワクチンを実際に人

に投与して、試験をしております。 

 その後、臨床試験の結果などに基づいて、ワ

クチンの有効性、安全性、品質についての審査

が行われ、ワクチンが承認される流れとなって

おり、臨床試験の過程を踏まえ、日本人でもフ

ァイザー社のワクチンの有効性が期待できるも

のと考えられております。 

 なお、２回接種することで、９５％の有効性

で発症を防ぐ効果があると認められているとの

ことです。 

 ワクチンに関する内容については、以上とな

ります。よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 安全性、有効性、副反

応について御説明がありました。皆さんが今か

ら接種していくわけですので、非常に重要なこ

とだと思います。 

 それで、先ほど出ました中で、有効性が９

５％と出ましたけれども、もう少し詳しくお伺

いしてよろしいですか。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長。ワクチンに関しましては、２回の接種によ

って９５％の有効性で、発熱やせきなどの症状

が出ることが防がれるということが認められて

おります。 

 ワクチンに関する安全性や有効性、副反応に

ついて、本市が見解を述べたり、市として何ら

かの判断ができるものではないと考えておりま

すので、御理解いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 市民の方それぞれが、

お一人お一人が、このワクチンを信じて打つと

いうことでございますか。 

 ……………（発言一部取り消し）…………… 

…………………………有効性９５％というのは、 

９５％は感染しないという意味では、全然違い

ますので、そこのあたりの説明は欲しかったと

思います。 

 次へいきます。 

 新型コロナワクチン供給の３社でないものを

接種することについて、今、大手の塩野義製薬

が動物実験、臨床実験に入っておりますけれど

も、このワクチンが出てから接種をしたいとい

う人もいらっしゃいますけれども、この３社か

ら外れるわけですが無料で受けられるのか、そ

このあたりお聞きくださいと言ってありますけ

れども、お答え願えますか。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、川田議員の御質問にお答えいたします。 

 国内でも新型コロナウイルス感染症のワクチ
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ン開発が進められていることは、厚生労働省の

ホームページにも掲載されておりますが、新型

コロナウイルス感染症に係る予防接種を行うよ

う、現時点で国から市町村に出されている指示

では、使用するワクチンはファイザー社のワク

チンとされており、期間も令和４年２月２８日

までとされていることから、この期間を過ぎて

行うワクチン接種の自己負担金につきましては、

何も決まっておりませんので、お答えすること

ができません。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 了解いたしました。 

 それから、５番になりますけれども、無症状

者から感染するかについて、人が言っている話

もありますけれども、これは科学的根拠に基づ

かない話であります。 

 政府は調査をしないままマスクの要請をして

いたり、科学的根拠を持って、データで示され

ているものを解釈することが科学の基本であり

ます。飛沫の中に伝搬するウイルス数がどれぐ

らいあるかを調べれば、すぐ分かることであり

ますが、そういうことも行っていません。 

 無症状者の感染について、お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、川田議員の御質問にお答えいたします。 

 無症状者から感染したという根拠となるデー

タがあったり、無症状者からの感染についてと

いう御質問ですが、国に根拠となるデータがあ

るかないかにつきましては、確認できておりま

せんが、新型コロナウイルス感染症の診療の手

引によりますと、有症者が感染拡大の主体では

あるが、発症前の潜伏期にある感染者を含む無

症状病原体保有者からの感染リスクもあるとさ

れております。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 私もデータを持ってお

りまして、ＷＨＯのホームページにございます

ので、引用させていただきますと、ＷＨＯは無

症状者が感染させることはごくまれである、と

昨年６月にデータを発表しております。 

 そして、今年の１月には、中国で大きな、１，

０００万人規模で無症状者が感染させるかどう

かのデータを出しております。結果は０．３％

であり、ごくまれという結果が出ておりまして、

ＷＨＯと中国のデータに基づくものとは一致す

るものと思っております。 

 それで、まれなんですけれども、まれという

のは、私たちが外へ出たときに、交通事故に遭

うかもしれないけれども、それはまれであると。

そういう状況ではないかと。このまれというの

を、私はそういうふうに理解をしております。 

 次、６番目、新型コロナ感染者の診断のＰＣ

Ｒ検査について、どのように認識されているか、

お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、４番、川田議員の御質問にお答えいたしま

す。 

 ＰＣＲ検査につきましては、検査基準等につ

いては、国の示す基準で検査ができているもの

と認識しております。 

 ＰＣＲ検査について、宿毛市として判断でき

るものではないと考えております。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 宿毛市として判断でき

ないと。国の基準に沿っているということでご

ざいます。 

 それでは、少しだけ私のほうからも、ＰＣＲ

についてこれでいいのかなという、一言申し上

げますと、ＰＣＲは倍倍にしていくもので、検

査増幅数を見ていくものですので、使っていけ

ないと。ＰＣＲ検査は遺伝子を見るものであっ

て、病原体を見るものではないと、ＷＨＯも言
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っていますし、国立感染研究所も言っておりま

すけれども、なぜかずっと、このＰＣＲ検査を

続けています。それで、適当なサイクル数とし

て、ＷＨＯは３０サイクルでやれといっていま

すけれども、日本は４５サイクルです。４５サ

イクルというのは、１０個いても陽性になりま

す。３０サイクルであれば、１，０００個で陽

性になります。２０ぐらいであれば、１０万個

で陽性になります。だから高いサイクル数で行

っているので、どんどん陽性者が出ていると。

陽性者は、イコール感染者でありますので、ど

んどん増えている状態であるということになっ

ています。 

 それで、国民の方も、運動を起こしまして、 

○議長（野々下昌文君） 川田議員、質問は簡

潔にしてください。質問にしてください。説明

は要りません。 

○４番（川田栄子君） 分からないですよ、事

実を言っていかないと。 

○議長（野々下昌文君） 質問にしてください。 

○４番（川田栄子君） だから、１月２２日、

厚生労働省より、県や保健局部にサイクル数を

３５にしてくれと、通達が来ておりますので、

これから少しずつ感染者数が減っていくと思い

ます。 

 それでは、７番の接種義務についてお聞きい

たします。 

 安全性、有効性がはっきりと、明確に確認で

きないときは、適用しないとあります。厚生労

働省は、新型コロナウイルスは、風邪やインフ

ルエンザのようなもので、余り意味がないので

はないか。希望者が接種すればよいが、努力義

務で推奨するとなっております。 

 努力義務だと、接種しないことを許さない風

潮にならないか、懸念をしております。そのこ

とについて、お聞きいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 その前に、事実だというお話の中で、ＷＨＯ

の話もありましたが、日本政府の言っているこ

とは非常に信用ならない。その一方で、中国の

ほうからの情報はこんな情報があるとか、いろ

いろなお話がありますので、少し困惑しており

ますが、また後ほど、そのあたりは、執行部と

しても精査して、事実であるものについては、

しっかり勉強させていただきたいと思いますし、

また議会のほうも、議場での発言ではあります

ので、そのあたりを一定整理をしていただける

ものとは思っているところでございます。 

 答弁に移させていただきます。 

 新型コロナウイルスワクチン接種につきまし

ては、努力義務となっているところでございま

す。強制ではなく、本人の自己判断で接種して

いただくようになります。 

 また、ワクチン接種をしない、したいと判断

した方が誹謗中傷されるようなことがあれば、

大変なことになりますので、そういったことが

ないよう、啓発に努めてまいります。 

 本市といたしましては、ワクチン接種が感染

を収束させる手段になると期待をしているとこ

ろでございまして、集団免疫獲得の観点からも、

できるだけ多くの市民の皆様にワクチン接種に

御協力いただきたいと考えておりますので、ワ

クチンに関する正しい情報を提供するとともに、

安心してワクチン接種が受けられる体制整備に

努めてまいりたい、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 接種義務について、そ

んな懸念がないように、市民の皆さんお一人お

一人が考えたことを尊重されるような社会にな

ってほしいと思っております。 
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 それで、ワクチンを打った人と、今後の副作

用なども見ていかなければいけない経過もござ

いますので、打たなかった人との有効性のデー

タなど、数年かけて記録をしていくという考え

はおありになりますでしょうか、お伺いいたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 通告しておりません

ので、議題をかえてください。 

○４番（川田栄子君） 再質問ですけれども。 

○議長（野々下昌文君） 通告をしていないで

す。 

 ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ワクチンは命に関わる

問題ですので、しっかり調べて、接種すること

について、自分の体に異物が入ってくるという

ことですので、安全性を確認するためにも、質

問を行っています。 

 マスクの自粛対策について、お伺いいたしま

す。 

 昨年の８月、死亡率で高かったのは熱中症で

す。９月は自殺でした。 

 熱中症の原因は、マスク着用ではないかと言

われています。自殺の原因は、コロナ自粛経過

の背景が、経済低迷とした生活苦といわれてい

ます。新型コロナによる被害よりも、対策によ

る被害が及んでいます。 

 こんな騒動になったのは、過大な報道があり

ます。必要でない、至るところでマスクをつけ

ている。世の中でマスクを使って、どれくらい

効果があるか。 

 ヨーロッパでは、２月、３月にマスクを強制

したときと、強制していない状況をデータをと

った結果が、全然変わらなかったといっていま

す。 

 マスクについての考えを聞かせてください。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） マスクは関係ないこと

はないです。マスクがあって、自粛があって、

都市封鎖があって、結局、ワクチンで終わると

いうことになっておりますので、関連性がある

わけです。だから、マスクはどのような効果が

あって、そしてまた被害があるのではないかと

いうことを質問したいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君） 健康推進課

長、川田議員の御質問にお答えいたします。 

 マスクの着用や外出自粛の対策についてとい

うことで、御質問をいただきましたので、お答

えいたします。 

 マスクの着用につきましては、就学前の子供

のマスクの着用については、十分に注意が必要

と考えます。特に２歳未満の子供の着用は推奨

されておりませんし、２歳以上の場合でも、保

護者や周りの大人が、子供の体調に十分注意し

た上で着用し、本人の調子が悪いときや、持続

的なマスクの着用が難しい場合は、無理して着

用させる必要はないとされております。 

 また、学校における新型コロナウイルスに関

する衛生管理マニュアルでは、身体的距離が十

分とれないときは、マスクを着用するべきとさ

れておりますが、気温や湿度、暑さ指数が高い

日には、熱中症などの健康被害が発生するおそ

れがあるため、マスクを外すようにとされてい

るほか、体育の授業においては、マスクの着用

は必要ないとされております。 

 大人であっても、十分な身体的距離が確保で

きる場合は、マスクの着用は必要ありませんの

で、人との距離をとりながらの散歩や、運動は

積極的に行っていただきたいと思います。 

 特に高齢者の方は、運動不足や孤立状態に陥

ると、身体機能が低下し、鬱病などの精神面や、

認知機能の低下にも影響を及ぼすものといわれ

ておりますので、健康に暮らしていくためにも、

日常の生活の中に運動を取り入れることや、バ
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ランスのよい食事で低栄養を防ぐことなどにつ

いても、あわせて啓発を継続していきます。 

 川田議員がおっしゃられるように、マスクの

着用や外出自粛によるストレスは、子供や高齢

者に限らず、どの世代も強くストレスを感じて

おられることは認識しておりますが、感染リス

クを考えた場合、特にマスクの着用につきまし

ては、個人ができる基本的な感染対策と考えま

すので、今後も、場面場面におけるマスクの着

用や、手洗い、３密防止などの基本的な感染対

策は呼びかけてまいりたいと考えておりますの

で、御理解頂きたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） マスクの着用に対して、

子供さんから老人までの注意点や奨励がありま

した。マスクをしないということを言っている

わけではございません。常識ある大人としての

対応はしていくつもりです。でも、子供にとっ

て、また高齢者にとって、害のあることの弊害

を、皆さんに周知することは、とても大事なこ

となので申し上げました。 

 そして、マーガレット・グリーズブリッソン

博士の言葉を最後に、この感染症に対する質疑

を閉じたいと思います。 

 子供や思春期の子というのは、マスクは絶対

禁物です。酸素の欠乏は脳の発達を阻害し、そ

の結果として生じたダメージは、元に戻すこと

ができません、とあります。 

 マスクをしている子供さんを見かけたら、外

していいよ。今から夏になりますので、真っ赤

な顔をしても、マスクをしています。その子供

さんには、周りの大人や先生なんかも注意をし

ていって、子供は、死者はゼロでございますの

で、そういうところから、マスクの害もあるの

だということを周知していただきたいと思いま

す。 

 マイナンバーカードについて、質問をします。 

 マイナンバー制度が導入されたのは２０１５

年１０月です。カードの交付が開始された２０

１６年１月から５年が経過いたしました。 

 しかし、カードの普及率は人口の１５％弱。

国は２０２３年３月までに、ほとんどの住民が

マイナンバーカードを保有することを目指すと

あります。今後、一層の普及が期待されるとこ

ろでありますので、富士通は利活用の広がりを

見据えて、様々な活用方法を検討して、ビジネ

ス拡大や民間業者が受皿となってつながってい

ることも、皆さん御承知と思います。 

 コロナ騒動から急にマイナンバーが押せ押せ

空気であります。１０万円の特別定額給付を認

識したといいますが、マイナンバーは関係あり

ません。…………………………………………… 

………………（発言一部取り消し）…………… 

……………………………………………………カ 

ードをつくってひも付けされると、５，０００

円は安いだろうという声も聞こえてまいります。 

 近く健康保険も組み込まれます。マイナポイ

ント、地域振興券で奨励しているが、マイナン

バー制度の利活用など、十分、住民に周知され

ているかと、懸念をしております。 

 第１番目の質問といたしまして、カードの交

付率についてお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、４番、

川田議員の御質問にお答えいたします。 

 マイナンバーカードの交付率ということです

が、お話をお聞きしたときに、マイナンバーカ

ード普及促進事業の始まる前と、それから現在

との比較ということでお聞きしておりました。 

 地方公共団体情報システム機構から提供され

るマイナンバーカードの交付状況、これは概数

ではありますが、事業開始前の令和２年９月末

の交付率は１３．５％、直近の令和３年２月２

８日締めの交付率は４３．７％となっておりま
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す。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 次に２番ですね。カー

ドの利活用についてでございます。 

 今、マイナンバーカードとひもづけることの

できる事務が、税と社会保障、災害対策に限定

されていますが、この分野で十分にマイナンバ

ーが使われているのでしょうか。制度趣旨とし

てうたわれている行政手続の効率化や、住民の

利便性を高めるには、この３分野に資する範囲

で、事務の範囲を広げてもいいと思いますが、

カードの利活用について、お伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、４番、

川田議員の御質問にお答えいたします。 

 マイナンバーの利活用ということで、その３

分野における利活用ということではないのです

が、マイナンバーカードそのものの利活用とい

うことで、お答えさせていただきます。 

 マイナンバーカードは、本人確認の際の公的

な身分証明書として、また、これは税の申告等

で使うので、その分野にはなると思いますが、

税の申告や社会保障の手続など、マイナンバー

の提示が必要な場面で、マイナンバーを証明す

る書類として利用できます。 

 宿毛市においては、２月２６日からカードを

利用してコンビニエンスストアで住民票の写し

と、印鑑登録証明書を取得できるサービスを開

始しました。 

 また、令和３年度中には、現在、システムの

構築中であります、書かない窓口整備事業の運

用を開始する予定で、マイナンバーカードを活

用して、申請書などを書く手間を軽減し、来庁

者の滞在時間の短縮や、利便性の向上を図り、

窓口の密集、密接を緩和するものと考えており

ます。 

 その他、３月から、先ほど言われたように、

順次、健康保険証としての利用が始まります。

手続さえ済めば、就職、転職、引っ越しをして

も、１枚のマイナンバーカードで引き続き、保

険証として使用できるようになります。 

 ほかにも、先ほど川田議員言われておりまし

たマイナポイントですが、今月末までにカード

の申請をした方が対象となりますマイナポイン

ト制度もあります。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 利活用について御説明

をいただきました。 

 それで、先ほど言われたように、どういうふ

うにマイナンバーカードが使われているかとい

うことで、事務の範囲を広げていくお考えがあ

るのかどうか。それからまた、有効期間がマイ

ナンバーカードにはありますので、それぞれの、

マイナンバーカードの有効期間について、御説

明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、お答え

いたします。 

 カードそのものの有効期間は、発行から１０

回目の誕生日までとなっています。未成年の方

は、５回目の誕生日までとなっております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） カードを持っている方

は有効期間があるということを、意識をしてい

かなくてはなりません。 

 次、電子証明書についてお聞きをいたします。 

 電子証明書を利用する際には、マイナンバー

自体を使用していないので、民間業者を含め、

様々なサービスを活用できます。 

 例えば、マイナンバーカードの電子証明書で

本人認証が可能となり、コンビニで手続ができ
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るわけですけれども、電子証明書について、詳

しく御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、４番、

川田議員の御質問にお答えいたします。 

 電子証明書とは、オンラインでの手続におい

て、間違いなく本人であることを証明する公的

個人認証サービスを利用するために発行される

もので、種類は２種類あります。 

 まず一つは、オンラインで申請や届出といっ

た行政手続などを行う際に利用するものを、署

名用電子証明書といい、作成・送信した電子文

書が、利用者が作成した真正なものであり、利

用者が送信したものであることを証明すること

ができます。 

 例えば、インターネット等で確定申告を行う

場合や、先ほど言われました、特別定額給付金

の電子申請などに活用されました。 

 もう一つは、インターネットのＷｅｂサイト

や、コンビニ等のキヨスク端末等にログインす

る際に利用するものを、利用者証明用電子証明

書といい、ログインしたものが利用者本人であ

ることを証明することができます。 

 例えば、宿毛市でサービスを開始した住民票

の写し等のコンビニ交付や、マイナポータルと

いう政府が運営するオンラインサービスのサイ

トへのログイン等に活用されています。 

 なお、電子証明書を利用するには、電子証明

書が記録されたマイナンバーカードと、特定し

た暗証番号の両方が必要であること。また、複

数回、暗証番号を間違えると、証明にロックが

かかることなど、安全性への配慮がなされてい

ます。 

 先ほど、カードの有効期限１０年と申しまし

たが、電子証明書の有効期限もありまして、発

行から５回目のお誕生日までとなっており、市

役所での更新手続が必要となっております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 電子証明書について、

御説明をいただきました。 

 ４番、健康保険証としての利用の申込みにつ

いて、詳しく御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、４番、

川田議員の御質問にお答えいたします。 

 マイナンバーカードの保険証利用が間もなく

始まる予定となっておりますが、マイナンバー

カードを保険証として利用するためには、被保

険者の皆様においては、マイナンバーカード読

み取り対応のスマートフォン等に、先ほど申し

ましたマイナポータルのアプリケーションをイ

ンストールしていただき、マイナポータルから

の利用申込みが必要になります。 

 簡単な手順で行うことができますが、読み取

り対応のスマートフォン等をお持ちでない方や、

操作手順が分かりにくい方へは、市役所市民課

職員が玄関のパソコンを利用して、登録サポー

トをさせていただきますので、ぜひ多くの皆様

に申込みいただければと思います。 

 ただ、マイナンバーカードを保険証として利

用していただくためには、それぞれの医療機関

で対応するシステムの導入が必要になります。 

 現在、各医療機関の導入スケジュールについ

ては、示されておりませんが、国においては、

令和５年３月末までに、おおむね全ての医療機

関等で導入を目指すこととして、取組を進めて

おりますので、今後、状況を注視する中で、宿

毛市は国保保険者ですので、保険者として被保

険者へのマイナンバーカードの保険証利用登録

の促進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 健康保険証が、今から
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マイナンバーカードに組み込まれて行くための

手続の内容について、お聞かせいただきました。 

 次に、個人情報漏えいについてお伺いいたし

ます。 

 内容を申し上げますので、課長としてどうい

うふうに思われたのかぐらいの感想をお聞かせ

いただければと思っております。 

 先月２月１７日、衆議院予算委員会で、驚愕

する内容の質問がありました。個人情報５００

万件近くが、中国のネットで出回っているので

はないかという内容です。 

 そもそも、これは２０１７年１２月３１日、

３年前のことで、年金機構に告発メールが入っ

てきたことでした。 

 当時、年金機構の調査では、２０１８年３月

１９日、豊島区にあった日本の会社、ＳＡＹ企

画に紙の情報からデジタル用に入力する業務を

発注していました。ＳＡＹ企画は、初め、８０

０人で仕事をすると言っていましたが、１３０

人しか集まらず、間に合わないので、中国の企

業に再委託をしたと分かりました。そこに大量

の情報を渡していた。 

 その仕事だけでなく、他の業務も非常にずさ

んだったこと、２０１８年６月には、既にその

ＳＡＹ企画は倒産していました。負債もあった

ということです。 

 当時は、年金機構は、氏名と振り仮名だけで、

他の情報は出していない、大丈夫。じゃあ気を

つけてねということで終わっていたということ

です。 

 その通報メールのことは公表することもなく、

詳しい内容も説明せず、誰の力で通報メールが

衆議院の議員の手にメールのコピーが渡ったの

か分かりませんが、ネットに入力されている、

それが普通の人が自由に見られる、年金受給者

の氏名、性別、生年月日、電話番号、マイナン

バー…… 

○議長（野々下昌文君） 簡潔にお願いいたし

ます。 

○４番（川田栄子君） 感想をお聞きしたいの

で言っているわけです。国会の２月１７日の質

問内容です。 

 マイナンバーカードにひもづける機能をどん

どん増やしていこうとばかり、国政も行政も、

様々、コロナ基金を使って、そういうことをや

っておりますけれども、今後の進展によっては、

この情報漏えいは非常に深刻な問題ではないか

と思っておりますが、課長の認識をお聞かせく

ださい。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、４番、

川田議員の御質問にお答えいたします。 

 川田議員が先ほどおっしゃられていた内容に

ついて、私の感想というものは述べることはで

きないのですが、そのかわりに、マイナンバー

制度での安全措置を説明させていただきたいと

思います。 

 マイナンバー制度では、様々な安全管理措置

を講じております。 

 具体的には、マイナンバーの番号のみでは手

続ができないようになっております。それぞれ

の機関が保有している情報を、ほかの機関が必

要とする場合に、その都度、情報のやりとりを

行う分散管理をしております。 

 システムへのアクセスの制御、通信の暗号化

なども行っております。 

 さらに、独立性の高い第三者機関、個人情報

保護委員会といいますが、そこが監視監督を行

い、故意に個人情報を提供などすれば、厳しい

罰則を適用します。 

 分散管理を行っているため、マイナンバーが

他者に知られても、そのナンバーにひもづくあ

らゆる情報が一度に漏えいするということはあ

りません。 



 

－ 76 － 

 また、マイナポータルにおいて、自分のマイ

ナンバーにひもづく情報を、各機関がどのよう

な手続に利用したかを確認することができる仕

組みが設けられております。 

 このように、安全な管理措置を講じていると

いうことで、お答えにかえさせていただきます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） セキュリティーが十分

行き届いているということでございますけれど

も、こういうふうに、夫婦なら１画面でそれが

見られるということが、この中国の漏えい事件

であったと、２月１７日の国会で出ております

ので、こういうことがないようにするために、

行政としてはどういう努力をされておるのか、

今、お伺いいたしました。 

 普及とおっしゃいますが、政府に個人情報を

渡した以上、ルールをきちんと守っていただい

て、個人情報として、いつ漏れるか分からない

ような状態では、非常に信頼感がゆらいでいく

ものであります。 

 それでは、地域振興券についてお伺いをいた

します。 

 マイナンバーカード取得者に１万円の振興券

は適切であったでしょうか、ということであり

ます。 

 どのような発想があって政策となったか、内

容をお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 本当に議員の皆様方には予算可決をしていた

だきまして、この振興券を配らせていただいた

ということでございます。ありがとうございま

す。 

 内容について御説明をさせていただきます。 

 マイナンバーカード普及促進事業につきまし

ては、新型コロナウイルスの発現に伴う新しい

生活様式の実践を目指し、非接触型行政手続の

基盤となるマイナンバーカードの一層の普及・

促進を図るとともに、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大により、多大な影響を受けた市民

や地域経済を支える事業者の支援を目的として、

実施をしたものでございます。こちらについて

は、予算のときにも説明をさせていただいてい

ます。 

 配付する地域振興券を１万円相当といたしま

したのは、マイナンバーカード取得のインセン

ティブをインパクトのあるものとし、できるだ

け多くの方に取得申請を促すこと。また、この

地域振興券により、疲弊した地域経済を潤すと

いう経済対策の側面があったからでございます。 

 結果といたしましては、マイナンバーカード

の申請率は７０％を超え、市内では、配付され

た地域振興券によりまして、１億円を超える消

費活動がなされており、当初の目的どおり、事

業効果が発揮されたのではないかと考えている

ところでございます。 

 とはいえ、地域経済につきましては、いまだ

収束しない新型コロナウイルス感染症の影響に

より、厳しい状況が続いております。今後にお

きましても、地域経済を支える事業者が、倒産

や廃業に至ることがないよう、これまで実施し

てまいりましたコロナ対策緊急支援給付金や、

事業者支援給付金、新型コロナウイルス感染症

対策事業費補助金など、状況に応じた経済対策

を柔軟に実施してまいりたい、そのように考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ………………………… 

………… 
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……………………………………………………… 

……………………………………………………… 
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○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ３番の小中学校建設事

業について、伺ってまいります。 

 宿毛小中学校完工に伴い、契約に基づく施設

が予定どおり建設されているか。品質関連など、

確認がポイントです。 

 コミッショニングプロセスシートでモニタリ

ングをするとありましたが、その際、建設に関

する専門知識が必要となります。 

 市側の専門能力のある知識人の確保が必要で

あります。確認方法の体制はどのようなもので

あったのか、お伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 総務課長。 

○総務課長（桑原 一君） 総務課長、４番、

川田議員の一般質問にお答えをします。 

 御質問いただいているのは、今、建設中の宿

毛小中学校のモニタリングについて、どのよう

なモニタリングを行ってきて、もし変更点とか

あれば、それについての合意形成はどのように

行ってきたのかということで御質問をいただい

ておりますので、それについて答弁をさせてい

ただきたいと思っております。 

 モニタリングにつきましては、サービス合意

書第２条第２項の規定により、コミッショニン

グプロセスシートによって行っております。 

 工事内容が設計から変更となる場合には、そ

の都度、変更内容を市とＳＰＣの双方で協議を

行いまして、変更内容が要求水準に合致してい

るのかを確認をしております。 

 変更する場合は、かかる費用の増減、及び変

更が市、ＳＰＣどちらに起因するものなのかを

確認しております。 

 設計からの変更点は、校舎外壁のコンクリー

ト打ち放し・クリア塗装としていたところを、

品質・施工性の向上から、コンクリート打ち放
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し補修、複層塗装吹付に変更したことなどがご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 流れをお伺いいたしま

した。 

 それで、そういう確認がされたときには、Ｓ

ＰＣ側と職員とあとコンサル、そういう方々が

入っていたということで、前回、山戸議員の質

問の中にございました。 

 それで、市が専門の知識、能力を持つ方を入

れるということはなかったかどうかということ

も、さっきお伺いいたしましたけれども、それ

についてはどうでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 総務課長。 

○総務課長（桑原 一君） 川田議員の再質問

にお答えします。 

 市から参加しているのは、私ども総務課、都

市建設課、学校教育課、それからアドバイザー

をお願いしている方に参加をしていただいて、

モニタリングを行わさせていただいております。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） そういう体制で、モニ

タリングは行われたということでございますね。 

 完工事には、事業者検査の結果とか、実施設

計図書との整合性、外観及び内観、また機能点

検、作動点検、防火設備の整備状況、各種施工

関連書類など、モニタリングについてはいかが

でしたでしょうか。再質問になりますけれども、

御説明、構いませんか。 

○議長（野々下昌文君） 通告をしております

か。 

○４番（川田栄子君） モニタリングの再質問

です。 

○議長（野々下昌文君）  総務課長。 

○総務課長（桑原 一君） 総務課長、川田議

員の再質問にお答えします。 

 建設からモニタリングを行わさせていただい

ているのは、先ほども答弁させていただいたよ

うに、要求水準に合致したものができるのかど

うかということに基づいて、モニタリングをさ

せていただきましたので、要は要求水準に合致

しているかどうかということのモニタリングで

ございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ＰＦＩはこれから３０

年間と長い期間、維持管理、今から継続されて

いきますので、監視の目は必要となります。 

 行政も職員も議員も、今関わった方は誰もい

ないと、３０年後にはそうなっていくわけです

ので、事業の継続はあっても、責任能力はＳＰ

Ｃも行政も軽い話となっていくのではないかと

心配もあります。 

 維持管理について、お伺いをいたします。 

 維持管理はこれからで、総額は決まっていま

す。税込み７億３，０００万円でしたか。これ

からどうやっていくのか。年ごとに市が決めら

れた対価を払うことになるが、無条件ではない

ので、どんなことを業務内容とし、また問題に

適切な対価を確保しようとしているのか。対価

を払うということは、サービスの提供があって

のことで確認する必要があります。トータルで

決まっている金額をどのように割り振っていく

のか、御提案も出ていると思いますので、お示

しをください。 

○議長（野々下昌文君） 教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君） 学

校教育課長、川田議員の一般質問にお答えいた

します。 

 これからの維持管理が、どういうふうな計画

によって維持管理をしていくかということでご

ざいます。 

 今月に引渡しを受ける施設の維持管理業務が、
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来年度からいよいよ始まるようになります。 

 維持管理の具体的な業務につきましては、電

気設備の保守管理業務、消防設備の点検業務、

貯水槽清掃、水質検査、警備業務などを、年間

を通じてＳＰＣが行ってまいります。 

 それと、長期になりますので、維持修繕が今

後、出てくると思います。 

 その場合につきましては、事前に市とＳＰＣ

で協議し、修繕していくこととなっております

ので、契約期間内において、その都度、話合い

をしながら、調整をしていくという形になって

おります。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 再質問になりますけれ

ども、サービスの過剰は経費の無駄遣いとなっ

ていきますけれども、サービスの質、量、それ

からサービス提供のタイミング、提供方法の妥

当性、また市民の満足度、これらについても、

少しお示しください。 

○議長（野々下昌文君） 教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君） 再

質問にお答えいたします。 

 先ほどの答弁と重複するところもあると思い

ますけれども、維持管理業務等につきましては、

それぞれ考え方も出てくると思いますので、そ

の状況に応じて、発注者側、ＳＰＣ側と協議し

ていくことになってくると思います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 質問をさせていただき

ました。 

 決してマスクをしないとか、そういう問題で

はございません。本当に適切な対応は何かとい

うことを、時期も変わっていきますので、それ

ぞれ、それぞれに、一人一人が考えていく問題

であると、提起をさせていただきました。 

 ワクチンも、これから皆様、接種されていく

わけですけれども、本当に危険がなくて、皆さ

んのためになる、効果のあるワクチンであるこ

とを願って、私の質問を終わります。 

○議長（野々下昌文君） この後、議会運営委

員会をお願いいたします。 

 休憩にいたします。 

午前１１時１８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時２９分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ただいま、川田栄子君から、会議規則第６５

条の規定により、その一部を取り消したい旨の

申出がありましたので、この際、発言を許しま

す。 

 ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 本日の私の発言の中で、

表現が不適切なところがありましたので、「関

係ありません」の次から、「カードをつくっ

て」の前まで、及び「伺っているわけです」の

次から、「いいでしょうかね」まで、並びに

「小規模の家族形態が」から、「力を与えるよ

うな、そういう」までの発言について、取消し

をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） お諮りいたします。 

 ただいまの発言取消の申出を許可することに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、川田栄子君からの発言取消の申出を

許可することに決しました。 

 この際、申し上げます。 

 ただいま川田栄子君からの発言取消の申出は

許可されましたが、それ以外の発言につきまし
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ては、後日、会議録を調査して、不穏当発言が

あった場合には、善処いたします。 

 これにて一般質問を終結いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後 ２時３１分 散会 
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令和３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第４号 

 

１ 議事日程 

    第９日（令和３年３月１０日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第５５号まで及び議案第５７号から議案第５９号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第５５号まで及び議案第５７号から議案第５９号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 
   兼 調 査 係 長 

奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   環境課長補佐  土 居 祐 仁 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第５５号まで

及び議案第５７号から議案第５９号まで」の５

８議案を一括議題といたします。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） おはようございます。

３番、三木でございます。質疑を行わさせてい

ただきます。 

 ４点にわたりまして質疑を行わさせていただ

きます。 

 まず、１点目でございます。 

 議案第１６号「令和３年度宿毛市一般会計予

算」第２款総務費、第１項総務管理費、２４目

庁舎建設費、１４節工事請負費の中にあります

公衆無線ＬＡＮ設置工事費１，７２０万７，０

００円、この内容につきましてですが、公衆無

線ＬＡＮはどのような規模を想定しているのか。

また、カバーエリアであるとか、どのぐらいの

容量があるか等も、分かる範囲で結構でござい

ますので、その内容をお聞かせ願います。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） おはようございま

す。企画課長、３番、三木議員の質疑にお答え

いたします。 

 議案第１６号別冊、令和３年度宿毛市一般会

計予算、６２ページ。第２款総務費、第１項総

務管理費、２４目庁舎建設費、１４節工事請負

費、公衆無線ＬＡＮ設置工事費１，７２０万７，

０００円についての質疑にお答えいたします。 

 本事業につきましては、現在、この庁舎のほ

うにも設置しております公衆無線Ｗｉ－Ｆｉを、

新庁舎におきましても、来庁者の方々に御利用

いただける公衆無線Ｗｉ－Ｆｉを整備する事業

になっております。 

 新庁舎での公衆無線Ｗｉ－Ｆｉにおきまして

は、１階から４階までの各階に、７か所から８

か所のアクセスポイントを整備する予定として

おりますので、現在、こちらの庁舎につきまし

ては、１階当たり２つのアクセスポイントがあ

りますので、現庁舎よりもアクセスポイントが

増えて、Ｗｉ－Ｆｉ環境が向上するものと考え

ております。 

 また、容量等につきましては、Ｗｉ－Ｆｉ用

の回線数や、通信速度との関係もありますので、

今後、詳細のほうは検討していく必要性はあり

ますが、現在、担当課といたしましては、各階、

１階から４階まで、それぞれ２回線のＷｉ－Ｆ

ｉ用の回線の整備を行う予定としておりまして、

一定の通信速度を確保するとして、１回線当た

り１００台程度の同時接続が、条件として考え

られるのではないかと考えておりますので、庁

舎全体で８回線、約８００台程度の接続が可能

ではないかと考えております。 

 また、本事業につきましては、サーバーを市

独自で構えることによりまして、接続の制限等

がかからないようなネットワークシステムにし

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） 説明ありがとうござい

ました。 

 アクセスポイントが各階に２つ程度というこ

とで、あとチャンネル数とか、そういった部分

によって、混雑を防いだりとか、少々、Ｗｉ－

Ｆｉに関しては、特に目に見えない工事という

ことにもなってこようかと思いますので、注意

をしていただきながら、デットスポットとか、

できる限りできないような形で進めていただけ
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ればなと思います。 

 次に移ります。 

 同じく議案第１６号「令和３年度宿毛市一般

会計予算」第２款総務費、第３項戸籍住民基本

台帳費、１２節委託料の中にあります、コンビ

ニ交付委託料１４８万８，０００円と、１８節

負担金補助及び交付金の中にあります、コンビ

ニ交付サービス運営負担金１５２万８，０００

円につきましてですが、同じような内容に思え

るのですが、この違いについて御説明をお願い

いたします。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、３番、

三木議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」６６ページ。歳出、第２款戸籍住民基

本台帳費、第３項戸籍住民基本台帳費、１目戸

籍住民基本台帳費、１２節委託料のうち、コン

ビニ交付委託料１４８万８，０００円と、１８

節負担金補助及び交付金のうち、コンビニ交付

サービス運営負担金１５２万８，０００円につ

きまして、この内容を説明させていただきます。 

 本事業は、令和２年度の総務省が募集した小

規模市町村向けクラウド基盤の構築によるマイ

ナンバーカードを活用したコンビニ交付サービ

ス導入促進に向けた実証事業に参加する形で、

令和３年２月２６日よりサービス提供を行って

いる事業です。 

 クラウド基盤へは、連携アプリケーションに

よる住民情報データの連携を行うことになりま

すので、連携保守費用として、既存住基システ

ムベンダーに支払う委託料１４１万７，０００

円と、そして証明書発行を行ったコンビニ事業

者等に支払う委託手数料、こちらが７万１，０

００円になっておりますので、この合計額の１

４８万８，０００円を委託料として計上してお

ります。 

 また、サービスの提供に当たっては、地方公

共団体情報システム機構と、宿毛市が証明書等

自動交付サービスの契約を締結しております。 

 機構は、証明書交付センターを運営しており

まして、それぞれのコンビニ等の店舗とは、既

に構築された専用回線を利用して、サービスの

提供をしております。 

 これを利用して、宿毛市もサービス提供をし

ております。 

 加えて、各コンビニ事業者等への委託料の支

払いや交付手数料の収納事務についても、担っ

ております。 

 この契約先である機構への運営負担金として、

１８節コンビニ交付サービス運営負担金として

計上しております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） マイナンバーカードの

有効利用につきまして、こういった部分のサー

ビスを考慮していくという非常に大事なことだ

と思います。 

 ただ、費用がかかることでございますので、

費用対効果を見極めながら、検証も伴いながら

進めていっていただきたいなと思います。 

 次は、３つ目に移ります。 

 議案第２１号別冊「令和３年度宿毛市学校給

食事業特別会計予算」の１０ページになります。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目学校

給食運営費、１２節委託料の給食配送業務委託

料１，０３６万２，０００円につきましてです

が、今現在、給食の配送に回っているところや

給食センターから直接行っている分もあります

し、品目によっては、各学校に個別に配送され

ている業者もあろうかと思いますが、その部分

が、この金額に含まれているのかどうかと、今

現在、そういった個別配送をされている業者が

何社あるのか可能であればお答えをお願いいた
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します。 

○議長（野々下昌文君） 学校給食センター所

長。 

○学校給食センター所長（平井建一君） 学校

給食センター所長、３番、三木議員の質疑にお

答えいたします。 

 議案第２１号別冊「令和３年度宿毛市学校給

食事業特別会計予算」、１０ページ。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目学校

給食センター運営費、１２節委託料、給食配送

業務委託料１，０３６万２，０００円について、

説明いたします。 

 この１，０３６万２，０００円につきまして

は、日々の給食と食器類について、沖の島地区

を除く市内全小中学校に配送、また回収するた

めの運搬費用であり、入札により決定した市内

の運送業者１社に業務委託を行う費用となって

おります。 

 個別配送にしている事業者は何社かというこ

とにつきましては、２事業者で２品目となりま

す。この予算案には含まれていない部分でござ

います。 

 この２品目につきましては、牛乳とパンを考

えており、この両品目ともに高知県公益財団法

人と各事業者が、それぞれ締結した契約に基づ

いて各学校に配送しており、個別配送に係る費

用、契約内容については、承知しているところ

ではありません。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） それでは、最後の質疑

に移ります。 

 同じく議案第２１号「令和３年度宿毛市学校

給食事業特別会計予算」第２款学校給食事業費、

第１項給食費の中に、１目の学校給食センター

給食費の１０節需用費、７，９６５万５，００

０円と、その下にあります沖の島、同じく１０

節需用費の２３４万円の合計８，１９９万５，

０００円についてでございますが、この金額の

内訳で、割合数程度で結構なんですが、地元業

者と、それから市外を含めた業者との割合とい

うのは、どのようになっているのか、お伺いを

いたします。 

○議長（野々下昌文君） 学校給食センター所

長。 

○学校給食センター所長（平井建一君） 学校

給食センター所長、ただいまの質疑にお答えい

たします。 

 議案第２１号別冊「令和３年度宿毛市学校給

食事業特別会計予算」１２ページ。第２款学校

給食事業費、第１項給食費、１目学校給食セン

ター給食費、１０節需用費、給食材料費７，９

６５万５，０００円、及び同款同項２目沖の島

学校給食センター給食費、１０節需用費、給食

材料費２３４万円、合計８，１９９万５，００

０円について、地元業者及びそれ以外の事業者

の割合と、それぞれの品目についてということ

でございますが、令和２年度の決算ベースで想

定しますと、１目の７，９６５万５，０００円

のうち、金額ベースではございますが、約４

５％程度が市内事業者、３２社の構成となって

おります。残りの５５％が、市外事業者、６社

となっております。 

 ２目の沖の島学校給食センター食材費、２３

４万円のうち、市内事業者の割合が９８％、８

社になりますが、残り２％が市外業者、４社と

なっております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） 承知いたしました。 

 市内業者が、特に大きいほうの宿毛市の沖の

島以外のところでいくと４５％ということで、

約半分ぐらいですね。 

 できる限り食材費、大きな金額ではございま
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すし、また、運営費も含めて、給食センターそ

のものの運営が大事ではございますが、できる

だけの節約・軽減をしつつ、保護者の負担等を

抑えていけれるような形にもっていけることが

できれば。 

 また、それと同時に、市内業者を使っていた

だくことで、宿毛市への経済的な活動の一端に

なればと思いますので、御配慮いただければと

思います。 

 以上で質疑を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） おはようございます。

５番、川村三千代。ただいまから質疑を行いま

す。 

 私、今回は６項目について質問をさせていた

だきますので、それぞれ担当課長からの御説明

をお願いをいたします。 

 全て議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一

般会計予算」からでございます。 

 まず、５１ページ、お開きください。 

 こちらの第２款総務費、第１項総務管理費、

７目企画広報費、１８節負担金補助及び交付金

の結婚新生活支援事業費補助金についてでござ

いますが、この目的と内容について、御説明を

お願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、５番、

川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」５１ページ。第２款総務費、第１項総

務管理費、７目企画広報費、１８節負担金補助

及び交付金、結婚新生活支援事業費補助金３０

０万円の、目的・内容等についての質疑にお答

えいたします。 

 本事業につきましては、婚姻に伴う新生活を

経済的に支援して、本市での新婚生活のスター

トを応援し地域における少子化対策と定住人口

を図ることを目的としておりまして、結婚日の

年齢や世帯所得など、一定の要件を満たした新

婚世帯に、婚姻に伴う住宅取得費用や住宅賃貸

費用、そして引っ越し費用に対して支援を行う

ものとなっております。 

 補助上限額を１世帯当たり３０万円といたし

まして、交付件数を１０世帯予定し３００万円

の予算を計上させていただくものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 新婚生活を応援する

補助金ということですが、様々な条件があると

いうふうにおっしゃっておられました。その中

に、年齢も含まれていたと思いますが、年齢は

どのような年齢設定をなさっているのでしょう

か。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、５番、

川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 本事業におきましては、財源といたしまして、

補助率が２分の１の国の地域少子化対策重点推

進交付金を活用することとしております。 

 この交付金の要綱におきまして、対象年齢が

定められておりまして、夫婦ともに婚姻日にお

ける年齢が３９歳以下である要件がございます

ので、本市の事業におきましても、国の要綱に

合わせまして、補助対象者の年齢を３９歳以下

にさせていただいているものでございます。 

 なお、本事業の対象年齢につきましては、国

のほうは令和２年度までは３４歳までというふ

うにしておりましたけれども、いろんな現状の

変化の中から、令和３年度事業からは、年齢を

３９歳までに引き上げ緩和して、事業を行うこ

ととなっているような状況になっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 
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○５番（川村三千代君） さすがに私は該当し

ないんだなということを、改めて再確認をさせ

ていただきました。 

 国の基準に沿ってということですが、国とし

ても、今、晩婚化が進む中で、私としては、も

う少し年齢を上げてもいいんじゃないかなとい

う思いもいたしますが、この補助金を使って、

宿毛市で明るく、元気な新婚生活を送られるカ

ップルが増えていくことを望んでおります。 

 それでは、続きまして、次は５４ページにま

いります。 

 こちらの第２款総務費、第１項総務管理費、

９目開発推進費、１４節工事請負費の平田駅環

境整備工事費について、説明を求めます。 

 今月の宿毛市の広報の９ページなんですけれ

ども、平田駅について、土佐くろしお鉄道平田

駅に副駅名がつきます。 

 平田駅は、三原村の入り口に当たることから、

このたび、副駅名として、三原村最寄り駅が付

くことになりました、という記載もありますが、

この平田駅環境整備工事費は、副駅名がつくこ

とと何か関連した事業なのか。この目的やまた

内容をお示しください。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、５番、

川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」５４ページ。第２款総務費、第１項総

務管理費、９目開発推進費、１４節工事請負費、

平田駅環境整備工事費３０万６，０００円の質

疑について、お答えいたします。 

 本事業につきましては、本市が整備しており

ます平田駅舎の駐車場の整備になります。 

 この駐車場につきましては、これまで駐車ス

ペース、升の中に車止めを設置をしておりませ

んでした。現在、利用者の方が駐車される際に、

後ろのフェンスに車が接触してしまうというこ

とが見受けられたため、利用者の安全性と利便

性の向上を図るために、駐車場の南側のフェン

スのある部分と、西側のこれもフェンスのある

ところの駐車スペースなんですけれども、こち

らの２か所の１２台分の駐車スペースに、車止

めを設置する工事となっております。 

 川村議員がおっしゃられました広報３月号の

副駅名の件とは、関連はございません。よろし

くお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 平田駅の駐車場が、

より安全性が増したということで、また副駅名

もつくということで、ますます多くの方に利用

していただきたいと願っております。 

 それでは、次にまいります。 

 ７４ページの第３款民生費、第１項社会福祉

費、３目老人福祉費の中の健康サロン運営事業

についてですけれども、この健康サロンについ

ては、昨年の１２月議会でも質疑をいたしまし

た。その中で、事業内容などは御説明をいただ

きましたが、今回、この計上している事業費の

内訳についての御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） おはようござ

います。長寿政策課長、５番、川村議員の質疑

にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、７３ページから７４ページになりま

す。 

 第３款民生費、第１項社会福祉費、３目老人

福祉費に計上している健康サロン運営事業６６

３万６，０００円の事業費の内訳についてです

が、まず、１０節需用費の施設改修費として５

万円、１１節役務費の通信費、こちら電話代に

なりますが、８万４，０００円。１２節委託料、

健康サロン施設管理運営委託料として、３１３



 

－ 88 － 

万１，０００円。１３節使用料及び賃借料、健

康サロン施設賃借料として、３３７万１，００

０円で、総額６６３万６，０００円の経費とな

っております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 事業費の内訳、御説

明をいただきました。 

 その中で、管理運営委託料を計上されており

ますけれども、この委託先については、もう決

まっているのでしょうか、まだ決まっていない

なら、どういった方式で決めるのか、そちらを

御説明ください。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 管理運営の委託先につきましては、公募型プ

ロポーザル方式によって業者選定をしていきた

いと考えておりますので、現時点では、委託先

については決まっておりません。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） もう一度、再質疑を

いたします。 

 委託先をプロポーザルで今後決めていくとい

うことですが、そうなると、一定期間の時間が

必要にもなってきますが、この健康サロンの開

設はいつ頃を予定されていますでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 議員御指摘のように、選定に当たりましては、

仕様書の公表、企画提案書の提出に伴うプレゼ

ンテーション、そして業者選定や不採用となっ

た業者からの異議申立の期間の設定など、一定

期間が必要となります。 

 今後も、スムーズな事務処理を進める中で、

できれば５月の中旬以降、遅くても６月には開

設できるように努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） コロナ禍ということ

で、外出の機会が減ったりですとか、皆さんと

の交流の場も減っておりますので、一刻も早く、

スムーズな形でサロンが開設されることを望ん

でおります。ありがとうございました。 

 それでは、次に移ります。 

 次は、１０７ページをお開きください。 

 こちらの第５款農林水産業費、第３項水産業

費、２目水産業振興費、１８節負担金補助及び

交付金の水産業総合支援事業費補助金（高鮮度

処理ブランドタグ導入事業）とありますが、こ

のブランドタグというのはどういうものなのか、

もしサンプル等がありましたら、お示しいただ

きたいですし、このブランドタグの御説明をお

願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、１０７ページ。 

 第５款農林水産業費、第３項水産業費、２目

水産業振興費、１８節負担金補助及び交付金、

水産業総合支援事業費補助金（高鮮度処理ブラ

ンドタグ導入事業）につきまして、事業内容も

含めて、少し説明させていただきます。 

 もともと漁業者の方々は、魚のおいしさを維

持するため、氷締めなど、魚を締めるという作

業を常々行っております。 

 今回、すくも湾漁協では、漁業者と連携しま

して、水揚げをした際に神経締めという方法で

締めた魚の取扱いを開始することとし、神経締

めを行った魚には、タグを装着し、市場での入
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札の際、タグのありなしによって、魚の処理の

違いが判断できるようにするもので、タグ作成

等の経費について補助しようとするものでござ

います。 

 神経締めとは、ワイヤー状の器具を使い、魚

の脊髄を破壊する締め方で、死後硬直が始まる

時間を先延ばしできることから、従来の方法で

締めた魚と比較して、鮮度が長続きするといわ

れております。 

 ブランドタグは、縦２センチ、横４センチほ

どのプラスチック製のタグでして、これに船名

と漁協名を印刷しておき、漁業者が神経締めを

行った後、魚のえらに取り付けることとなりま

す。 

 このタグのついた魚が、消費地市場やレスト

ラン、それから居酒屋などにタグがついたまま

出荷・販売されることで、関係者の目に触れ、

食材として評価されることで、宿毛湾水産物の

知名度向上とブランド化につながるものと考え

ています。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 非常に高精度な締め

方をして、宿毛のおいしい、新鮮な魚であるこ

とが分かるタグだということなんですが、その

タグには、宿毛という名称は入るんでしょうか。

処理の仕方だけが書かれているんでしょうか、

その点、御説明、もう一度お願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 川村議員の再

質疑にお答えします。 

 すくも湾漁協という漁協名が入りますので、

宿毛という地名ではないですけれども、すくも

というふうな、宿毛産というところが分かるよ

うなタグになっております。 

 それから、先ほど言いましたけれども、漁船

の名前が分かるようなタグになっております。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 宿毛のＰＲにもなる

タグということで、期待が寄せられますが、先

ほど写真を示して、タグの説明をしていただき

ましたが、そのタグをつける魚の種類というの

は、特に決まっているんでしょうか。魚の種類

について、御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

川村議員の質疑にお答えいたします。 

 ブランドタグを取り付ける魚種についてです

けれども、魚種を限定するものではありません

けれども、定置網漁業などで漁獲される魚種の

中で、市場価格が比較的高いといわれている、

例えばカンパチであるとか、それからマダイ、

イサキ、それからハタ類ですね。そういった価

格が比較的高い魚種を中心に、タグをつけてい

くというふうにお聞きしているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 宿毛の魚のブランド

化、どんどん進んでいってほしいもので、少し

外れるかもしれませんが、今、やはりコロナで

第１次産業も大変だということも伺っておりま

す。 

 水産業のほうは、いかがなんでしょうか。現

在の状況を課長のほうから御説明いただければ

と思いますが、お願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

川村議員の質疑にお答えします。 

 議員もおっしゃられます、新型コロナウイル

スの影響で、ブリやマダイといった養殖業につ

きましては、値段を下げても売れない、出荷で

きないなどの状況が長らく続いておりましたが、

すくも湾漁協にお聞きしたところ、現状におき
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ましては、ブリにつきましては、取引価格は例

年と比べ、若干低いというふうなことですけれ

ども、現在の取扱量は順調に推移して、出荷で

きているというふうなことでございました。 

 養殖のマダイにつきましては、浜値、漁業者

が販売先に売る価格は、当初と比べるとかなり

低いまま、現在もそういうふうな状況が続いて

いるようで、マダイの養殖業者さんにつきまし

ては、経営状況はしばらく厳しい状況が続くの

ではないかというふうにお聞きしているところ

でございます。 

 それから、すくも湾漁協さんが運営するすく

も湾中央市場には、まき網漁業など、漁獲され

るアジやサバなどの天然魚が多く水揚げされる

わけですけれども、天然魚の多くの魚種で、市

場価格が低迷したまま現在も続いているようで

して、漁業者にとりましては、厳しい状況が続

いているというふうに漁協からはお聞きしてい

るところです。 

 今回の神経締めの取組が、魚価向上に寄与で

きればというふうに、期待しているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 担当課には、本当に

厳しい現状にあります水産業をはじめ、第１次

産業も、しっかりと販路の拡大等も含めて、取

り組んでいっていただければと思っております。 

 それでは、続いて１１１ページにまいります。 

 こちらの第６款商工費、第１項商工費、５目

観光費、１２節委託料の林邸にぎわい創出事業

委託料について、内容と目的をお願いをいたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

５番、川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、１１１ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１２節委託料、林邸にぎわい創出事業委託料３

６万３，０００円について御説明いたします。 

 林邸につきましては、今年度より合同会社ド

ラマチックによる指定管理が始まりまして、民

間のノウハウを生かした、様々な催しが実施さ

れているところです。 

 この林邸のさらなる活用促進や来館者数の増

加を目的といたしまして、同社に当該事業を委

託し、年に４回程度の展示会等の催しを開催し

ようとするものでございます。 

 具体的には、本市の特産品やそれに携わる方

を招いて、展示会、そしてワークショップなど

を実施し、宿毛市の魅力に触れる機会を提供す

るとともに、林邸及びその周辺のにぎわいを創

出しようとするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 再質問をいたします。 

 林邸がリニューアルされてから、私も足を運

びましたけれどもいろいろな催物、展示会など

開かれてきたと思います。 

 その中で、人気があったものですとか、反響

が大きかったものを御紹介いただけますか。 

○議長（野々下昌文君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

５番、川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 今年度は、指定管理者である合同会社ドラマ

チックの企画により、市内でアート教室などを

広く活動する奥田 剛氏の原画作品展や寒蘭展

示会などを実施いたしましたが、特に反響が大

きかったものといたしましては、昨年の１０月

に開催いたしました濱中建築、濱中伸也さんに

よる組子細工展でございます。 

 これは、１０月９日から２５日まで約半月の

開催で、来館者数は８８０人となっておりまし
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て、これは、こういう催しのなかった前月９月

の来館者数２７０人と比較いたしまして、大き

な伸びとなっております。 

 来年度も、このにぎわい創出事業により、定

期的にこのような展示会等を開催して、体制の

より一層の活用と、既存市街地と、にぎわいづ

くりを進めてまいりたい、このように考えてお

ります。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 組子細工展に大変大

きな反響があったということで、私もうれしく

思っております。 

 実は、今年度、宿毛市議会は市内の宿毛高校

と宿毛工業高校の高校生との意見交換をしたの

ですけれども、その中で、高校生から、林邸が

リニューアルされてから新しくなって、非常に、

周辺の環境もよくなった。そこで、もっと人が

集う場所、にぎわいのある場所にしていただき

たいという高校生からも大変そういう意見もい

ただいております。 

 林邸については、歴史的・文化的な意味から、

大変思いを寄せている市民の方も多いですし、

そういった若い方、高校生も期待をしている施

設ということで、今後とも担当課、頑張ってい

ただきたいと思います。 

 それでは、最後の質疑になります。 

 １３５ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、５目歴史

館費、こちらの１３節使用料及び賃借料のバス

借上料が１４万４，０００円とございますが、

こちらの内容と目的についての御説明をお願い

いたします。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

５番、川村議員の質疑にお答えさせていただき

ます。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、ページ１３５ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、５目歴史

館費、１３節使用料及び賃借料におけるバス借

上料１４万４，０００円に係る目的と内容につ

いて、お答えをいたします。 

 令和３年度新規事業調査票では、１４ページ、

奥谷 博展示会ツアー実施事業になります。 

 内容につきましては、平成２９年に文化勲章

を受章されました宿毛市出身の洋画家、奥谷 

博画伯の大規模回顧展が、令和３年１１月３日

より高知県立美術館で開催される予定となって

ございます。 

 神奈川県立美術館など、県外からも作品が多

く集まるとお聞きをしてございまして、本市で

参加者を募り、バスで観覧に行くため大型バス

１台を借り上げる予算となっております。 

 本市出身の奥谷先生の作品を御鑑賞いただき、

より身近にその存在を感じていただければと考

えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 宿毛市出身の奥谷先

生の展示会が、県立美術館で行われるというこ

と、大変うれしく、誇らしいことでございます

が、再質問をさせていただきます。 

 １１月３日に、バス１台を借り上げて、美術

館のほうにその展示会を希望者が見学に行くと

いうことなんですが、今、コロナ禍でどうして

も密を避けるという観点からも、バスの乗車人

数を減らしているというような現状もあります。 

 １１月に、今現在のコロナがどういう状況か

推測するのも難しいんですけれども、バスの台

数を増やすとか、また御希望なさる方が多かっ

た場合、また別の日に実施するなど、この事業

に、どういうふうに対応していかれるおつもり
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なのかを、もう一度、御説明をお願いいたしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

川村議員の再質疑にお答えいたします。 

 予算計上段階で、１１月に最大で大型バス１

台で４０名の応募によりまして、実施する予定

と考えておりますが、議員御心配の新型コロナ

ウイルスの感染状況等によりましては、今後の

状況も踏まえまして、検討させていただきたい

というふうに考えております。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） それぞれの担当課長

の皆さん、御説明ありがとうございました。 

 私の質疑は以上といたします。 

○議長（野々下昌文君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１０時４８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０２分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １番、今城です。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、議案第５７号「和解及び損害賠償

の額の決定について」、伺っていきます。 

 まず最初に、本件概要及び対応手続について、

時系列での説明をお願いいたします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 土木課長。 

○土木課長（川田和徳君） 土木課長、１番、

今城議員の質疑にお答えさせていただきます。 

 議案第５７号「和解及び損害賠償の額の決定

について」の質疑でございます。 

 まず、先日、紙面のほうでも報道がありまし

たように、今回、このような状況を発生させ、

関係する業者や、市民の皆様、議員の皆様に多

大な御迷惑をおかけしました。この場をお借り

しまして、おわび申し上げます。 

 大変申し訳ございません。 

 質疑のありました概要及び対応手続について

ですが、本件は、平成３０年７月豪雨により、

萩原地区城山の山腹が崩壊し、隣接する農地へ

流出した土砂等の撤去を行った、萩原地区

（田）災害復旧工事、工期は、平成３１年３月

７日から令和２年３月１７日、請負金額は、２，

５１６万４，０００円。 

 この工事と一体的な作業が必要であった市単

独工事分について、工事は実施したものの、契

約の締結がなされておらず、その費用の支払い

ができていなかったという案件です。 

 本体工事となる災害復旧工事のほかに、災害

復旧事業の補助対象にはなりませんが、本体工

事と一体的な作業が必要である斜面の崩土撤去、

土砂とともに流出した墓石や遺骨の整理、コン

クリートがら等の処分、石積みの復旧、大型土

のうによる仮設土留め工等について、本体工事

発注後、受注者に対し、市単独工事で処理する

旨を伝え、口頭にて作業依頼を行い、本体工事

と並行して工事を実施しました。 

 補助対象とならない市単独工事分は、補助対

象となる本体工事の災害復旧工事と合算し、精

算する必要があることから、令和元年１２月に

受注者に対し、図面・数量等の出来形資料の提

出を指示していましたが、市単独工事分の資料

が提出されず、本体工事の支払いのみとなり市

単独工事分を合算して精算することができませ

んでした。 

 令和２年４月には、市単独工事分の概算数量

が提出されましたが、担当職員がその確認作業

や、その他突発的な案件に追われ、令和２年１
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２月まで庁内の報告をすることができておりま

せんでした。 

 今回、未払いとなっている市単独工事分につ

いて、本体工事と合算し、支払うべき必要があ

った費用１，０２３万８，４００円について、

施工業者と萩原地区（田）災害復旧工事に関連

し、施工された工事の費用合意契約を締結し、

支払いさせていただきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 確認させていただきま

す。 

 今の流れからいって、災害復旧工事で現場条

件に合わず、その際、書面により契約変更、設

計変更手続をすべきであったが、変更数量が合

わないので、業者からの数量・図面提出となっ

たと。 

 しかし、提出が遅れ、年度内の設計変更契約

ができずに、元年度に当初契約分の復旧工事金

額を先に支払った。 

 今回、請求額は追加変更分の金額、こういう

解釈でよろしいのか。 

 それからもう一つですが、追加見込額が当初

契約の３０％以上になると、一般には変更契約

ではなく、別途契約になると思うのですけれど

も、今回の書類上の処理は、別途工事の契約に

なっているのか、ちょっとその辺り、確認させ

てください。 

○議長（野々下昌文君） 土木課長。 

○土木課長（川田和徳君） 土木課長、今城議

員の再質疑にお答えいたします。 

 まず、追加変更のみかという御質問なんです

けれども、今回、先ほど申し上げました１，０

２３万８，４００円、この額については、本体

工事となる災害復旧工事を差し引いた追加変更

分のみの金額となっております。 

 それから、本来、追加変更を行う場合、おお

むね３０％という規定がございますが、この件

につきましては、通常、別途契約が基本になっ

ておりますが、この工事は現場を遂行しながら

でないと、なかなか全体の工事金額はつかめな

いこともありまして、追加分の工事につきまし

ては、災害復旧工事と合算する形で、同じ工事

内で精算するよう当初は考えておりました。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 大体、おおむね分かり

ましたが、最後の語尾のところで、追加分が、

書類上の別途契約となっているのか。本来、仕

事自体は、災害復旧、当初の同一工事分という

ことでしたが、書類処理上は、別途契約分工事

が、別途契約で不払い分の処理を行ったのかと

いうことです。 

 次の質問を兼ねてお聞きします。 

 不払い額の１，０２３万８，４００円の根拠

について、説明もお願いします。それと、書類

上の金額の契約処理。前回の分も含めて、一体

とした契約となっているのか、追加契約の別工

事としての契約となっているのか、書類上の処

理について、もう一回、確認させていただきま

す。 

○議長（野々下昌文君） 土木課長。 

○土木課長（川田和徳君） 土木課長、今城議

員の質疑にお答えさせていただきます。 

 未払いの工事費の根拠という御質問でござい

ますが、未払い工事費の算出に当たりましては、

施工業者より図面や数量等の出来形資料及び、

その根拠となる写真や伝票等の提出をしてもら

い、本体工事との重複がないか、数量算出根拠

資料が整っているか等の内容の確認を行い、必

要と認められる経費について、本体工事と合算

した場合の全体工事費の積算を行い、支払い済

みの本体工事費を差引きし、市単独工事分の費

用算出をしています。 

 その費用は、先ほど申し上げましたとおり、
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１，０２３万８，４００円となっております。 

 書類上なんですけれども、本体工事と合算し

た場合ということを想定させていただきまして、

今回、萩原地区（田）災害復旧工事に関連し、

施工された工事の費用合意契約とさせていただ

きまして、費用を支払いさせていただきたいと

考えております。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 最後の点をお聞きしま

す。 

 市と業者間において、一方に不利や不適法処

理がないことの証明として、５万円ほどで簡易

にできる、調停による和解処理をすべきものと

考えますが、市と業者のみで、今回、示談とす

る理由をお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 土木課長。 

○土木課長（川田和徳君） 土木課長、今城議

員の質疑にお答えします。 

 市と業者による示談とした理由ということで

ございますが、先ほど御説明させていただきま

した、市単独工事分の最終の数量や、費用の算

出方法及びその費用について、市担当課と施工

業者の２者で協議を行い、令和３年２月１９日

付で萩原地区（田）災害復旧工事に関連し、施

工された工事の費用合意契約の仮契約を締結さ

せていただきました。 

 市側と施工業者の双方が納得の上、合意に至

っているため、第三者を入れた調停は必要ない

ものと判断させていただきました。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） ありがとうございまし

た。 

 以上で私の質疑を終わります。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） １３番、質疑をさせ

ていただきます。 

 私が質疑をさせていただくのは、議案第１６

号別冊「令和３年度宿毛市一般会計予算」につ

いて３件、あと議案第３５号「指定管理制度導

入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて」の２議案でございます。 

 まず、議案第１６号の５４ページ、第２款総

務費、第１項総務管理費、９目開発推進費、１

３節使用料及び賃借料のサイクルパーツ展ブー

ス使用料５万４，０００円についてでございま

すが、この事業内容と目的についてをお示しを

願いたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、１３番、

寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」 

 ５４ページ。第２款総務費、第１項総務管理

費、９目開発推進費、１３節使用料及び賃借料、

サイクルパーツ展ブース使用料５万４，０００

円の質疑について、お答えいたします。 

 このサイクルパーツ展につきましては、各自

転車メーカー、パーツメーカー、また輸入代理

店などが新製品の展示などを行いまして、全国

の自転車販売店などをはじめ、多くの自転車関

連事業者などが来場する展示会となっておりま

す。 

 今年度につきましては、新型コロナウイルス

感染症の影響により中止となりましたが、昨年

度は２０２事業者が出店し、２，１３０人の方

が来場されているというふうにお聞きをしてお

ります。 

 本市におきましては、自転車を活用したまち

づくり計画を策定し、様々な取組を行っている

ことから、本展示会に出展することにより、出

店メーカーや、全国の自転車関連事業者、また

メディアの方々に、宿毛市のＰＲによる認知度

の向上、そしてサイクルショップが持つサイク

リングチームや、大学などのサイクリング同好
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会など、事業者、また業界関係者などを通じて、

多くのサイクリストの方に宿毛市を知っていた

だき、合宿や遠征なども含めまして、様々な形

で宿毛市を訪れていただくことを目的として、

出展を行っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 説明をしていただき

ました。 

 金額的に、そんなに大きい金額ではないです

し、宿毛市を全国に紹介をする場として、いろ

いろなところに出ていくということについて、

文句を言うつもりはありませんが、まず、宿毛

市内に、市民の皆さんに宿毛市の自転車に対す

るサイクル関係に対する認知度を、もう少し上

げていくということが必要なんではないかとい

うふうに思っています。 

 中には、市長は、自転車ばっかりやという人

もおりますので、そういう方々にも、宿毛市が

やっている自転車に関する事業は、こういうこ

となんだという理解度を、もう少し広めていく

努力も、同じように並行してやっていくべきだ

ろうと思いますので、これからの事業の中で考

えていただきたいと思います。 

 これ以上、再質疑はいたしません。 

 次に、５９ページ。第２款総務費、第１項総

務管理費、１５目防災対策費、１４節工事請負

費。屋外子局移設工事費、６３万８，０００円

とありますが、これの事業内容について、御説

明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

１３番、寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、５９ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１４節工事請負費、屋外子局移設工

事費、６３万８，０００円の工事内容について、

御説明させていただきます。 

 この工事内容につきましては、鵜来島地区に

設置しております防災情報伝達システムの屋外

子局につきまして、現在は鵜来島港内に設置し

ておりますが、この設備の鉄柱が塩害、経年劣

化等によりまして、著しく腐食が進んでいるた

めに、この屋外子局を移設するものであります。 

 放送設備とスピーカーにつきましては、既設

のものを鉄柱から外して使用することとしてお

りまして、それぞれ離島センターの３階と、屋

上へ設置する予定としております。 

 元の鉄柱につきましては、撤去するものです。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 鵜来島ということで、

非常に塩害が起きやすいということで、これか

らも地域の住民の方が、しっかりと情報がとれ

るように整備をお願いしたいというふうに思い

ます。 

 続きまして、７４ページ。 

 第３款民生費、第１項社会福祉費、３目老人

福祉費、１２節の委託料と、１３節の使用料及

び賃借料。これは、健康サロンに関することで、

先ほど、川村議員のほうから質疑がありました

ので、重複は避けたいと思います。 

 昨年の１２月議会で２０５万円の予算化をし

ているというふうに記憶しているんですが、ど

のような機材を購入して、準備に当たってきた

のかについて、まずお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

１３番、寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 昨年の１２月議会に議決をいただきました令

和２年度宿毛市一般会計補正予算（第１２号）

におきまして、サロンの備品購入費として１７
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５万円を計上しております。その中で、現時点

で物品購入契約をしているものにつきまして、

お答えさせていただきます。 

 備品につきましては、電動ウォーカーや、ぶ

ら下がり健康器、リカンベントバイク等のトレ

ーニングマシンを１０点と、介護予防トレーニ

ング機器３点の運動機器、そして空気清浄機や

サーキュレーター、顔認証サーマルカメラ（体

温測定の機器）といったものの物品契約をさせ

ていただいております。 

 こちらの物品につきましては、来週から順次、

納入をされる予定にはなっておりますが、一部

の物品におきまして、なかなか今年度中の納入

が難しいというお話もありまして、今回の補正

予算におきまして、繰越明許費を一部、計上さ

せていただいておる状況です。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） かなりな機材が搬入

されるということでありますので、使われる住

民の方が、より健康増進に寄与できればという

ふうに思いますが、少し心配しているのは、こ

れだけの機材を入れるとなると、よくある市販

されている家庭用の機材を入れているんじゃな

いかというような心配もするんですが、多くの

方が使う、また長時間使うということになると、

強度は、業務用というのでなければもたないと

思いますので、そういうものになっているのか

について、お返事が頂ければと思います。 

 また、１２月議会のときに、同僚議員の中か

らも質問であったんですが、宿毛市内で、今回

やろうとする、１か所でやるのか、各地区にそ

れなりの住民のニーズというのはあると思うの

ですが、現在、元気クラブであったり、百歳体

操であったりということで、各地区で、地区の

方が自主的に行われているところがありますが、

いろいろな地区に、こういうものを配置してい

くような計画はあるのかないのかについて、お

聞きをしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 長寿政策課長。 

○長寿政策課長（中山佳久君） 長寿政策課長、

寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 今回、購入しているトレーニング機器等につ

きましては、高齢者の方でも使えるようなトレ

ーニング機器ということで、それだけ専門性の

高いものとはしておりません。 

 ただ、エクササイズ用であるとか、油圧式の

トレーニングマシンであるとか、一定程度、健

康増進に寄与できるものと考えております。 

 先ほどの管理委託のところでもありましたが、

プロポーザルによりまして、そういった業者に

機器の管理等もしていただくように考えており

ますので、使用される方が適切に、安全に使用

できるように、担当課としても努めてまいりた

いと、そのように考えております。 

 次に、今回、整備する場所、１点だけになる

のかという御質問につきましては、今回、整備

する健康サロンにつきましては、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源と

しまして、完全防止対策をした施設で、市民の

方が健康増進を図りながら、市民相互の交流促

進を図ることを目的に、設置することとしてお

りますので、このような運動機器を整備した場

所につきまして、現時点で新たに増やしていく

ことは難しいのではないかと、そのようには考

えておりますが、設置後の事業の効果も検証し

ながら、高齢者の方の支援につきまして、今後、

引き続き検討をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ぜひとも市内全域で、

このような運動ができる場所が設置できるよう

に、考えていっていただきたいと思います。 
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 これ以上、ここでは質疑はいたしません。 

 次に、最後になりますが、議案第３５号「指

定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について」ということですが、全

条文が今回の議案に載っているわけではないの

で、例規集と比べながら見ていくというのは、

非常に難しいというか、時間もかかるというこ

とで、端的に今回の条例でどのようなことを変

えて、どのような条例にしようとするのか、分

かりやすく説明をしていただければというふう

に思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長。

寺田議員の質疑にお答えさせていただきます。 

 ページは、４７ページからの議案第３５号

「指定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定について」でございます。 

 まず、運動施設の管理につきまして、行政改

革大綱におきまして、施設の管理に民間の能力

を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとと

もに、経費の縮減等を図るため、指定管理者制

度の導入を図ることが求められているような状

況にございます。 

 本条例議案につきましては、宿毛市運動場、

武道館と東部運動場、それから高砂グラウンド

及び宿毛市立体育館、和田体育館、栄喜体育館、

それから宿毛市都市公園におきます総合運動公

園、平田公園、宿毛運動公園等に係る関係条例

におきまして、指定管理者制度を導入できるよ

う、指定管理者による管理や指定管理者の業務

など、所要の改正を行いたいものとなっており

ます。 

 また、現状、各施設とも体育施設と附帯施設

は、当課生涯学習課のほうで管理運営を行わさ

せていただいているものの、その他の広場であ

りましたり、遊具などは都市建設課が管理して

ございまして、利用者の利便性の向上を図るた

めにも、一体的に指定管理者制度を導入できる

よう、このたび一括して条例の改正を行いたい

というふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 大体の、ざくっとし

た考えは分かりましたが、今回の改正に伴って、

４月１日からの施行ということになると思うの

ですが、実際の指定管理については、いつから

の指定管理を想定しているのかについて、お聞

かせを願いたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

寺田議員の質疑にお答えさせていただきます。 

 当課の思いはございますが、今後、運動施設

に指定管理者制度を導入できるように、関係課

とも協議をして、スケジュールを固めてまいり

たいというふうに考えてございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） もう１点、質疑をし

たいと思います。よろしくお願いします。 

 指定管理者制度に移行した場合に、市長は、

昨年度からですが、スポーツの振興を、大きな

宿毛市の行政方針の柱にしてきていると思うの

ですが、この指定管理者制度に移った場合に、

スポーツの振興について、今までとはちょっと

変わってくるんじゃないかと思うのですが、そ

の点について、答弁ができればお願いしたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長兼宿毛

文教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 
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武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

寺田議員の質疑に、再度お答えをさせていただ

きます。 

 スポーツ振興にどのようにつなげていくか、

そういう御質問だったと思います。 

 指定管理者の業務といたしまして、今後、条

例の中にも少し触れておるんですけれども、施

設の使用の許可であったり、維持管理を中心に

指定管理者の導入を検討させていただきたいと

いうふうに考えてございます。 

 施設の先ほどの発言ではございませんが、使

用や、維持管理におきましても、民間の能力や

ノウハウを発揮していただけることを期待をし

てございます。 

 なお、これまで同じ施設内で生涯学習課と都

市建設課、先ほどではございませんが、維持管

理課や施設許可が分かれていた分野もございま

して、一体的に指定管理者制度を導入いただく

ことで、スポーツの振興であったり、利用者の

利便性の向上、こういったところにつなげてい

ただければという思いでございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） いろいろと説明をい

ただきました。ありがとうございました。 

 宿毛市は、先ほども私も言いましたが、市長

も大きな柱として、スポーツ振興を掲げており

ますので、しっかりと市民に施設が今まで以上

に使われるように、また管理ができるように、

業者選定をはじめ、やっていただきたいという

ふうに思います。 

 最後に、今年度をもって出口教育長、また沢

田市民課長が退職されるということを聞きまし

た。また、川田土木課長については、元の国土

交通省のほうに帰られるというふうに聞いてお

ります。この３人の方に、これまでのいろいろ

なところでお世話になったことに感謝をし、こ

れからますます御活躍されることを祈念をいた

しまして、私の質疑を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 予定をされておる議

員５人のうちの最後でございます。昼までには

済むと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、通告いたしておりますとおり、質

疑を行いたいと思います。 

 まず、はじめは、議案第４号別冊の「令和２

年度宿毛市一般会計補正予算（第１７号）」に

ついてであります。 

 ３０ページ。第２款総務費、第１項総務管理

費、１１目国土調査費、１２節委託料。その委

託料が７１３万９，０００円の減額になってお

りますけれども、その減額の理由について、ま

ずお伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えします。 

 議案第４号別冊「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算（第１７号）」 

 ３０ページ。第２款総務費、第１項総務管理

費、１１目国土調査費、１２節委託料、地籍調

査事業委託料７１３万９，０００円の減額理由

についてお答えします。 

 令和２年度の地籍調査につきましては、宿毛

トンネルを抜けた野地側の山林境界を画定する

ため、調査業務を発注しましたが、入札時に入

札減が１００万１，０００円出ましたので、こ

の入減分が減額になったことと、国費要望額に

対し、国費割当が少なかったことによるものが

６１３万８，０００円となり、計７１３万９，

０００円の減額になっております。 

 今年度、国費割当が少なかった要因は、令和

元年１２月の補正予算で、令和２年度以降の事

業を一部前倒しで予算化していることによるも

ので、このとき、予算化しました地籍調査事業
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委託料２，８０２万８，０００円については、

令和元年度から令和２年度へ繰越しし、実施し

ております。 

 このことから、令和２年度の予算割当は少な

くなっておりますが、令和元年度からの繰越事

業を含みますと、事業の進捗自体は図られてお

ります。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 再質疑というか、１

点お伺いします。 

 本年度の予算でも、３，４２５万４，０００

円が計上されておりますけれども、今まで議会

の中で言われておるのは、高速道路に該当する

部分、その線の当たりの予定されている部分の

地籍調査を行いたいということのようですけれ

ども、内容、どの地区を今年度、取り組もうと

しておるのか、もし分かれば教えていただきた

いと思います。 

○議長（野々下昌文君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

再質疑にお答えをします。 

 国土調査の今後の予定につきましては、近年、

高規格道路のルート帯沿線を優先してきたこと

もありまして、令和３年度調査をもって、ルー

ト帯沿線の現地調査は全て終えることになりま

す。 

 その後の調査は、南海トラフ地震による津波

浸水が想定される沿岸部での地籍調査を計画し

ていきたいと考えております。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） そういう面で、災害

復旧との絡みもありますので、対応をよろしく

お願いします。 

 次は、同じく３０ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１２節委託料、津波避難タワー建設

工損調査委託料の９２５万円が減額をされてお

りますけれども、まず、昨年の９月議会の１，

９２５万円が計上され、可決をされております

けれども、この数字を見ると、９月議会で提案

された１，９２５万円からすると、約４８％ぐ

らいの減額、約半分ぐらいの減額となっており

ますけれども、この減額の理由についてお伺い

をいたします。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第４号別冊「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算（第１７号）」３０ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１２節委託料の津波避難タワー建設

工損調査委託料９２５万円の減額補正の内容に

ついて、御説明させていただきます。 

 この委託料につきましては、来年度に建設予

定であります２基の津波避難タワー周辺の建築

物等が、工事による影響を受けたか否かの判断

を公正に行うためのもので、事前調査に係る予

算として、計上させていただいたものでござい

ますが、この工損調査、予算計上の段階におき

ましては、まだタワーの実施設計の途中であり

まして、建築面積や延べ床面積、その敷地内の

どの位置に建設するかなど、詳細が決まってい

ない状況でありましたので、範囲を広めに設定

して、予算計上させていただいておりました。 

 その後、実施設計が進み、詳細が決まってい

く中で、実際の調査範囲が絞られたために、対

象建築物等も減りまして、大幅に結果として減

額となったものです。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 私としては、これだ

けの額が減るというのは、当初の９月議会で提

案された内容１，９２５万円の算定が、非常に

過大であったというふうな捉え方をしておった
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わけですけれども、今、課長の説明を伺って、

一定、理解をいたしました。 

 次に、４８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、６目桜の里推

進事業費、１２節委託料、大島桜公園下刈り業

務委託料１００万円の減について。これの説明

をお願いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第４号別冊「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算（第１７号）」、４８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、６目桜の里推

進事業費、１２節委託料。大島桜公園下刈り業

務委託料１００万円の減額理由について、御説

明いたします。 

 当該事業は、森林組合に委託している大島桜

公園の植樹地の下刈り業務と、地元の大島地区

に委託している遊歩道の草刈り業務、それとシ

ルバー人材センターに委託しているてんぐ巣病

にかかった桜の枝の剪定業務の３つに分かれて

おりまして、今回の補正につきましては、森林

組合に委託している下刈り業務の事業費が、見

込みより低い額となり、不用額が生じることと

なったため、減額しようとするものでございま

す。 

 事業費が低くなった理由につきましては、下

刈り業務範囲を遊歩道周辺の主に来園者が周遊

する可能性が高い範囲に限定したことや、てん

ぐ巣病により枯死した、伐採の必要性の高い桜

などが少なかったことが要因でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 本市も今から、桜前

線が到来ということで、宿毛で一番の桜の里で

ございます。名所でございます。そういう面で、

管理について、そしてまた公園の在り方等につ

いても、真剣に考えていただきたいというふう

に思います。 

 次は、議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市

一般会計予算」についてであります。 

 ４７ページ。第２款総務費、第１項総務管理

費、２目人事管理費、１２節委託料の定年延長

制度整備支援業務委託料１４３万円についてで

ありますが、内容等について、分かれば教えて

いただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 総務課長。 

○総務課長（桑原 一君） 総務課長、松浦議

員の質疑にお答えします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、４７ページ、第２款総務費、第１項

総務管理費、２目人事管理費、１２節定年延長

制度整備支援業務委託料１４３万円の内容につ

いてでございます。 

 この委託料につきましては、令和４年度から

地方公務員の定年が法令で改正する予定となっ

ております。 

 この改正は、６０歳から段階的に６５歳まで

引き上げられる予定となっております。 

 これに伴いまして、地方公務員法の一部改正

する法律の改正で、年齢等を引き上げるととも

に、これは単純に定年を６１、６２歳と上げて

いくとともに、６０歳という節目は残しつつ、

上げられた年齢のときの役職定年制であったり、

任用の短時間制であったりという部分が盛り込

まれるようになっております。 

 こういった改正が伴いますので、宿毛市の人

事関係の全ての条例とか規則には、全て反映さ

れるべきものとなってきておりますので、そう

いった専門的な部分の支援をしていただくため

に、業務委託をさせていただいて、円滑な運営

ができるように、取組はさせていただければと

思っております。 

 以上です。 
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○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 当初は、簡単にとい

う思いがあって、１４３万円もという膨大な予

算が要るのかなという思いがしたわけですけれ

ども、中身を今、聞くと、なかなか広範囲な部

分にまたがるということで、専門的なところで

対応しなければならないということであります

ので、分かりました。 

 次は、５１ページ、第２款総務費、第１項総

務管理費、７目企画広報費、１８節負担金補助

及び交付金、新婚新生活支援事業費補助金３０

０万円でありますが、これについては、先ほど

川村議員も質疑をされておりますので、年齢と

か、そこらあたりは一定分かるわけですけれど

も、１点だけ質疑をさせてもらいます。 

 補助対象者についてですが、宿毛市に５年以

上定住する意思があることとしておりますけれ

ども、５年以内に市外に転居した場合の措置に

ついては、どういうふうになるのか。 

 新婚生活されるみなさんのアパート、宿毛市

の実態から見ても、新しいアパートができれば、

新しいところに入っていく。そしてまた、交通

の便がよければ、四万十市というような部分も、

いろいろ想像するわけですけれども、この５年

以内に転居した場合の措置について、説明を求

めます。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、１２番、

松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、５１ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、７目企画

広報費、１８節負担金補助及び交付金、結婚新

生活支援事業費補助金３００万円についての質

疑にお答えいたします。 

 宿毛市に５年以上定住する意思があることを、

本事業の補助要件の一つとしておりますけれど

も、その中で、５年間たつ前に転出した場合の

対応等についての質問でございます。 

 本事業におきましては、予算可決いただきま

した後に、補助要綱を定める予定としておりま

すけれども、本市への、まず５年以上の定住の

意思につきましては、補助申請時の提出書類に

て確認する予定をしております。 

 その後の転出等の取扱いにつきましては、現

在、この事業につきましては、県内１２市町村

がこの事業を行っておりますので、他の市町村

と同様の取扱いを行う必要もあるのではないか

というふうに考えております。 

 また、それぞれの事情によって、様々な状況

が発生しているのではないかというふうにも考

えておりますので、まず、先行して実施してお

ります各市町村の対応なども参考にさせていた

だきまして、本市での対応を決定してまいりた

いというふうには考えておりますけれども、こ

の事業につきましては、結婚に伴う経済的負担

を軽減するために、新婚世帯に対しまして、結

婚に伴う新生活のスタートアップに係るコスト

の支援というものが、一つの大きな目的になっ

ておりますので、そういった趣旨に鑑みまして、

今後の対応のほうは、他の市町村の動向を見な

がら検討させていただきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 今、他市町村の動向

を見るという部分でございます。そういう面で、

目的等については、異議を申すわけではないわ

けですけれども、５年というしばりがある以上、

そこらあたり、厳密な取扱いというか、しっか

り対応するため、補助要綱の確認をとっていた

だきたいというふうに思います。 

 次は、８２ページ。 

 第３款民生費、第３項生活保護費、１目生活
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保護総務費、１２節委託料、そのうちの生活困

窮者自立支援事業業務委託料１，６５５万１，

０００円についてでありますけれども、この内

容等について、御説明を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君） 福祉事務所

長、１２番、松浦議員の質疑にお答えいたしま

す。 

 この事業は、平成２７年度より宿毛市社会福

祉協議会へ業務委託をしておりまして、生活に

関する困り事や、不安を抱える生活困窮者の相

談に応じまして、地域の中で安心した自立生活

をおくることができるよう、専門の支援員が

個々の状態に合った支援計画を作成し、必要な

支援の提供につなげて、自立の促進を図る取組

を行っているものであります。 

 令和３年度からは、新たに就労準備支援事業

を加えて委託することから、新規事業等調査票

にも提示させていただいているものでございま

す。 

 就労準備支援事業の対象となる方は、決まっ

た時間に起床・就寝できない等、生活リズムが

崩れていたり、生活との関わりに不安を抱えて

いる。また、自尊感情や自己肯定感が喪失して

いる。就労の意思が希薄であったり、就労に関

する能力が低いなどの複合的な問題があり、直

ちに就労することが困難な方が対象となってお

りまして、社会・就労への第一歩を目指して、

個々の課題に応じたプログラムを作成し、基本

的な生活習慣を身につけるなど、１年間を通し

て、一般就労に向けた基礎能力を養いながら、

就労に向けた支援や、就労の機会の提供を行う

事業内容となっております。 

 委託する増額予算につきましては、事業に伴

います人件費と福利厚生費となっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ページ１２８ページ。 

 第９款教育費、第２項小学校費、３目学校建

設費、１２節委託料、西地域学校移転適地調査

業務委託料６４９万円でありますけれども、こ

れは大島小学校、片島中学校、咸陽小学校の３

校の部分に該当すると思いますけれども、適地

といえば、やはり校区内というと、今度、市役

所が高台移転される部分含めて、西地域の部分

だろうと思いますけれども、面積等も含めて、

御説明をいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育次長兼学校教育

課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君） 学

校教育課長、１２番、松浦議員の質疑にお答え

いたします。 

 議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市一般会

計予算」、１２８ページ。 

 第９款教育費、第２項小学校費、３目学校建

設費、１２節委託料、西地域学校移転適地調査

業務委託料６４９万円の事業内容について、御

説明させていただきます。 

 議員もおっしゃいましたように、本市の西地

域にあります大島小学校、咸陽小学校、片島中

学校につきましては、津波浸水地域にあり、建

物の老朽化が進んでおります。 

 宿毛市教育委員会において、令和２年３月に

策定しました宿毛市立小中学校再編計画におき

まして、咸陽小学校、大島小学校は、津波浸水

が予測されているため、近隣校の統合による高

台移転が望ましいとしており、また、片島中学

校におきましても、同様の理由で高台移転が望

ましいとされております。 

 しかし、現在、学校再編に当たっての高台用

地が確保できていないため、適地調査により、

用地を選定した後、用地確保に向けた取組を進

め、小中一貫教育をより効果的に発揮できる小

中一体型施設の建設を検討するとしておるとこ
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ろでございます。 

 再編計画では、この３校の学校統合は、令和

９年４月を予定しておりまして、統合に向けた

適地調査を実施するため、今議会で予算を提案

させていただいたものでございます。 

 ３校建設に当たりまして、現在のところ、あ

くまでも概算ではございますが、約２万２，０

００平方メートルの敷地が必要ではないかとい

うふうに、教育委員会では考えておりまして、

委託事業者からは、その適地として数か所程度、

提案してもらうことを予定しているものでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） なかなか膨大な土地、

そしてまた少子化が進む今日の中にあって、今

のまま、その面積が妥当かどうかについては、

まだ吟味できませんけれども、とにかく高台へ

建設するということについては、私もこの議会

で何回も議論をしてまいりましたので、その点

については理解を示しますし、この西地域、特

に、本当にこの咸陽小学校、大島小学校、片島

中学校、この津波の一丁目一番地と言っても構

わないぐらいなところだと思いますので、適地

が十分確保できることを期待をして、私の質疑

を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、通告による

質疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） ほかに質疑がありま

せんので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号から議案第３号まで」の３議案に

ついては、会議規則第３７条３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第１号から議案第３号まで」

の３議案は、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 ただいま議題となっております「議案第４号

から議案第５５号まで及び議案第５７号から議

案第５９号まで」の５５議案は、お手元に配付

してあります議案付託表のとおり、それぞれ所

管の委員会へ付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、３月１１日、３月１２日、

及び３月１５日から３月１９日まで、並びに３

月２２日は休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、３月１１日、３月１２日、及び３月

１５日から３月１９日まで、並びに３月２２日

は休会することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１１日から３月２２日までの１２日間は

休会し、３月２３日午前１０時より再開いたし

ます。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ０時０６分 散会 
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議 案 付 託 表 

                              令和３年第１回定例会  

付託委員会 議 案 番 号       件               名 

予 算 決 算 

常任委員会 

（２５件） 

議案第 ４号 

議案第 ５号 

議案第 ６号 

議案第 ７号 

議案第 ８号 

議案第 ９号 

議案第１０号 

議案第１１号 

議案第１２号 

議案第１３号 

議案第１４号 

議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２５号 

議案第２６号 

議案第２７号 

議案第２８号 

令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 

令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

令和３年度宿毛市一般会計予算について 

令和３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

令和３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

令和３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

令和３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

令和３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

令和３年度宿毛市水道事業会計予算について 

総 務 文 教 

常任委員会 

（１６件） 

議案第３５号 

 

議案第３６号 

 

議案第３７号 

議案第３８号 

 

議案第３９号 

 

議案第４０号 

 

指定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について 

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する

条例について 

宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例について 

宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例の一部を改

正する条例について 
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総 務 文 教 

常任委員会 

（１６件） 

議案第４１号 

議案第４２号 

 

議案第４３号 

議案第４４号 

 

議案第４６号 

 

議案第４７号 

 

議案第４８号 

議案第５４号 

議案第５５号 

議案第５９号 

宿毛市防災対策加速化基金条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立学校体育施設の使用料に関する条例の一部を改正する

条例について 

宿毛市教職員住宅管理条例の一部を改正する条例について 

宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部を改正する

条例について 

宿毛市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立放課後児童クラブ施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について 

宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

宿毛市職員の給与の臨時特例に関する条例の廃止について 

宿毛市振興計画（基本構想）について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（１４件） 

議案第２９号 

議案第３０号 

議案第３１号 

 

 

議案第３２号 

 

議案第３３号 

 

 

 

議案第３４号 

 

議案第４５号 

議案第４９号 

議案第５０号 

 

議案第５１号 

 

議案第５２号 

 

 

議案第５３号 

議案第５７号 

議案第５８号 

宿毛市ヤイト川可動堰管理基金条例の制定について 

宿毛市健康サロンの設置及び管理に関する条例の制定について 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の制定について 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の制定について 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定

について 

宿毛市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例の制定について 

宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 

宿毛市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について 

宿毛市営地域振興住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について 

宿毛市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例

について 

宿毛市庁舎建設審議会条例の廃止について 

和解及び損害賠償の額の決定について 

字の区域及び名称の変更について 
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令和３年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第２２日（令和３年３月２３日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第５５号まで及び議案第５７号から議案第５９号まで 

      （議案第１号から議案第３号まで、討論、表決） 

      （議案第４号から議案第５５号まで及び議案第５７号から議案第５９号まで 

       委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 陳情第１２号 

   第３ 委員会調査について 

   第４ 議案第６０号 宿毛市議会会議規則の一部を改正する規則について 

      （議案上程、提案理由の説明、質疑、討論、表決） 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第５５号まで及び議案第５７号から議案第５９号まで 

   日程第２ 陳情第１２号 

   日程第３ 委員会調査について 

   日程第４ 議案第６０号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 
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   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  山 戸 達 朗 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事務局長補佐 
埜々下 哲 広 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第５５号まで

及び議案第５７号から議案第５９号までの５８

議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第１号」は、これを承認することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第１号」は、これを承認する

ことに決しました。 

 これより「議案第２号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第２号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第２号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第３号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第３号」は、これら同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第３号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第４号から議案第５５号まで

及び議案第５７号から議案第５９号まで」の５

５議案について、委員長の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙倉真弓君） 予算決

算常任委員長。本委員会に付託された議案第４

号から議案第２８号までの２５議案について、

審査の概要と結果を御報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を２つの分科会に分けて、３

月１１日、１２日、１５日、１６日の４日間に

わたり審議を行いました。 

 その後、３月１９日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会の主査の審議の結果

の報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、

本委員会に付託された議案２５件につきまして

は、原案を適当と認め、可決すべきものと決し

ました。 

 以下、分科会における主な審議概要について、

御報告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 まず、議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市

一般会計予算」の５４ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、９目開発
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推進費、１８節負担金補助及び交付金、宿毛市

事務系企業立地促進事業補助金８００万円に関

連して、委員からは、若い方が起業する際に、

使用していない公共施設をオフィスとして貸し

出すことは考えていないのか、との質問があり、

執行部からは、この補助事業としては、現在、

街区の民間の建物を活用していただいている。

使用していない公共施設の貸出しについては、

今後の検討が必要だと考えている、との回答が

ありました。 

 これに対して、委員からは、使用していない

公共施設の活用方法として、地元の若者が安く

借りられるオフィスがあれば起業しやすくなる

ので、一定期間、行政が支援をするといった取

組の検討を求める、との意見がありました。 

 続きまして、１３１ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、１目社会

教育総務費、７節報償費、講師報償費４６万８，

０００円についてであります。 

 本事業は、市内の６保育園を対象とし、英語

の楽しさに触れ、親しむことができるよう、訪

問型で、絵本の読み聞かせなどを実施するもの

であります。 

 委員からは、講師は何名で、訪問の頻度や対

象年齢は決まっているのか、との質問があり、

執行部からは、講師は２名で実施しようと考え

ている。 

 また、各保育園に２名の講師が月に１回程度

は訪問し、実施できるようにしたいが、保育園

と協議しながら行っていく。対象年齢は、年長

児と考えているが、保育園の規模によっては、

対象者が少なくなる場合もあるので、各保育園

と協議する中で決定していきたい。 

 さらに、可能であれば、ＡＬＴの協力も得た

いと考えている、との回答がありました。 

 これに対して、委員からは、沖の島にも子供

がいるので、ＡＬＴにも沖の島の学校へ行く際

に協力を得るなど、実施方法について検討を求

める、との意見がありました。 

 続きまして、１３５ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、５目歴史

館費、１０節需用費、印刷製本費４７万６，０

００円についてであります。 

 本予算のうち、１２万１，０００円で鵜来島

港に設置されている観光看板と同規模で、鵜来

島地区の戦争遺跡の紹介看板を設置しようとす

るものであります。 

 委員からは、山頂までのルート案内看板を設

置することは考えていないのか、との質問があ

り、執行部からは、既存の観光看板にルート案

内があり、今回の事業では、既存の看板の中で、

記載のある戦争遺跡についての紹介看板の設置

である、との回答がありました。 

 委員からは、山頂まで行く際に、途中で案内

看板がなければ、迷う方もいるので、設置につ

いての検討と合わせて、戦争遺跡の活用方法や

周知について、工夫することを求める。 

 また、県などに対して働きかけを行うなど、

文化財としての公的な位置づけについても、検

討を求める、との意見がありました。 

 続きまして、１３８ページ。 

 第９款教育費、第５項保健体育費、３目社会

体育振興費、８節旅費。普通旅費１７０万９，

０００円についてであります。 

 本予算のうち、オリンピック関連経費につい

て、内容を問う質問があり、執行部からは、本

予算のうち３６万４，０００円は、オリンピッ

ク後、オランダの女子自転車ナショナルチーム

の選手等にホストタウンである宿毛市へ凱旋し

ていただきたいと考えている。 

 なお、どの選手が来られるのかは、オランダ

の自転車協会との協議次第であるが、チームの

中からは、メダリストが出る可能性が高いと考

えている、との回答がありました。 
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 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第４号別冊「令和２年度宿毛市一般会計

補正予算」８ページ。 

 第２表、繰越明許費補正、第７款土木費、第

４項都市計画費、水道線無電柱化事業３，４６

０万６，０００円について報告します。 

 本件は、水道線無電柱化事業の補償費で、電

柱移設、入線、抜柱の費用を補償するものであ

り、委員からは、水道線西の端にＴの字になっ

ている通りは非常に狭く、タクシーなどの行き

違いに危険を感じるが、今ある電柱の位置は固

定されるのか、との質問があり、執行部からは、

今ある電柱は、今後残っていく電柱である、と

の回答がありました。 

 委員からは、あの電柱は圧迫感があり、注意

しておかないと大きな人身事故を起こしかねな

い。安全に配慮をしてほしい、との意見があり

ました。 

 続いて４１ページ。 

 第４款衛生費、第２項環境衛生費、２目環境

整備費、１８節負担金補助及び交付金、宿毛市

浄化槽設置整備事業費補助金６３０万円の減額

について御報告します。 

 本件は、当初で４７基の予算を組んでいたが、

実績は２６基の申請となったので、２１基分の

減額を行うものであり、委員からは、当初に４

７基の予定を組みながら、実績は２６基だけで

あったという要因は何かあるか、との質問があ

り、執行部からは、新築だけでなく、単独浄化

槽とくみ取りを合併浄化槽にするのも補助の対

象である。基数の予測ができないので、例年の

状況を見ている、との回答がありました。 

 委員からは、市の内需の掘り起こしにもつな

がるので、積極的にＰＲしてほしいとの意見が

ありました。 

 続いて、４８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、６目桜の里推

進事業費、１２節委託料、大島桜公園下刈り業

務委託料１００万円の減額について御報告しま

す。 

 本件は、大島桜公園の下草刈りや、遊歩道の

草刈り、てんぐ巣病の枝打ちの業務であり、委

員からは、桜の里推進事業は、大島公園だけで

なく、市内全体のことであり、これほど予算が

あるのであれば、ほかのところを整備できるの

ではないか、との質問があり、執行部からは、

削減できたときに、その分をほかに充てること

は一つの方法なので検討したい、との回答があ

りました。 

 委員から、例えば河津桜や雪割桜から始まり、

ボタンザクラまでいくと、２か月ほど桜が見ら

れる。もうひと手間加えて、宿毛に行けば、長

い期間、桜が楽しめるようにしてはどうか、と

の意見がありました。 

 次に、議案第１６号別冊「令和３年度宿毛市

一般会計予算」７４ページ。 

 第３款民生費、第１項社会福祉費、３目老人

福祉費、１２節委託料、健康サロン施設管理運

営委託料３１３万１，０００円及び１３節使用

料及び賃借料、健康サロン施設賃借料３３７万

１，０００円について御報告します。 

 本件は、感染対策をした中で、運動したい方

やコロナ禍で活動を自粛をしている方に利用し

てもらう健康増進や集いの場として、健康サロ

ンを設置するもので、委員からは、サロンへお

金をかけるよりも、地域に器具を購入したほう

が税金の使い方としては有効的ではないか、と

の質問があり、執行部からは、感染対策をした

集いの場の事業が交付金の対象であり、運動器

具を購入することが主たる目的ではない、との

回答がありました。 

 また、委員からは、予定場所には電気屋の倉

庫があり、行き来ができるようになっているの
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で、施設の改修時に利用者が倉庫へ行かないよ

う管理できる体制を貸主と協議してもらいたい、

との意見がありました。 

 続いて、９５ページ。 

 第４款衛生費、第３項清掃費、１目塵芥処理

費、１８節負担金補助及び交付金、幡多広域市

町村圏事務組合負担金（ごみ処理分）１億９，

５８５万１，０００円について御報告します。 

 本件は、昨年の当初予算と比較し、１，４０

０万円ほど増額しています。増額の要因は、ボ

イラーの修繕費３，５００万円、予備の計量器

１，０００万円、飛灰リサイクル処理費１４０

万円などが増額の要因で、委員からは、既存の

計量器は頻繁に故障しているのか、との質問が

あり、執行部からは、頻度は確認していないが、

今までにも壊れて使用できなくなったときがあ

った。各市町村の分担金が、量によって決まる

ので、計量器が壊れた期間は計算ができなくな

っているので導入したい、との回答がありまし

た。 

 委員からは、予備の物としては高額なので、

リースのほうが安いのではないか。有効活用の

ために、平準化を図るなどして利活用してほし

い、との意見がありました。 

 続いて、１０５ページ。 

 第５款農林水産業費、第２項林業費、２目林

業振興費、１８節負担金補助及び交付金、宿毛

市小規模林業総合支援事業費補助金２，００７

万円について御報告します。 

 本件は、対象者を宿毛森林塾卒業生の会の会

員であり、市内の山林において、持続可能な森

林経営を行うものとし、事業内容は、間伐や作

業道の開設等を行うもので、新たな担い手とな

る小規模林業家の支援を目的とするものです。 

 委員からは、地域おこし協力隊や、外から来

た人への補助が厚いが、地元にいて山の手入れ

をしたい人に対して、林業機械や作業道の補助

があるべきである。市民に対しての考え方を教

えてほしい、との質問があり、執行部からは、

宿毛森林塾は、７年間開催してきており、本事

業は地域おこし協力隊だけでなく、対象者を宿

毛市在住の方としている。今後、市内の方で小

規模林業を始めたいという方がいれば、来年度

は、森林塾を広く開催できるように工夫してい

るので、研修を受けてもらい補助金を利用して

ほしい、との回答がありました。 

 委員からは、外から入ってくる人だけなく、

地元の人に対しても、公平にしなければならな

い。地元で頑張っている人にも、支援策がある

と市民に見せてほしい、との意見や、ふるさと

納税は基金として積み立てられ宿毛の振興のた

めに利用できると思うので、市内在住の林家の

ために、ここへのフィードバックをもっと考え

るべきである、との意見もありました。 

 続いて、１１０ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１２節委託料、レンタサイクルインセンティブ

事業委託料５２万４，０００円、及びレンタサ

イクル運営管理委託料６６万円について、御報

告します。 

 レンタサイクルインセンティブ事業委託料は、

レンタサイクルを利用すると、市内の飲食店で

使用できる５００円分のクーポンがもらえ、レ

ンタサイクルの促進と飲食店の活性化を図るも

ので、レンタサイクル運営管理委託料は、ロー

ドバイクやＥ―バイクの管理や点検業務で、委

員からは、レンタサイクルを推奨するのであれ

ば、もっとほかにやり方を考え、市民に理解度

を深める説明がないといけない。市としての考

えはあるのか、との質問があり、執行部からは、

自転車の玄人だけではなく、女性や子供が気楽

に乗れる、おしゃれに街中を走れるようなイメ

ージでＰＲを考えている、との回答がありまし

た。 
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 以上で、本委員会に付託されました２５議案

について、審査結果の報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（山戸 寛君） 総務文

教常任委員長、本委員会に付託されました１６

議案の審査結果の御報告をいたします。 

 議案第３５号は、指定管理者制度導入に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定についてで

ございます。 

 内容につきましては、市立運動場や市立体育

館などの運営を、今後、指定管理に移行してい

くに当たり、関係する条例を一括で整備しよう

とするものです。 

 議案第３６号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

 内容につきましては、令和３年４月１日より、

農業委員会事務局長を管理職から除外すること

等に伴い、本条例の一部を改正しようとするも

のです。 

 議案第３７号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、新型インフルエンザ等

対策特別措置法等の一部を改正する法律が、令

和３年２月３日に公布されたこと等に伴い、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第３８号は、公益的法人等への職員の派

遣等に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 内容につきましては、本条例で引用している

宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部改正

が行われたことに伴い、所要の改正を行うもの

です。 

 議案第３９号は、宿毛市議会の議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例についてでございます。 

 内容につきましては、本条例で読替規程とし

て引用している宿毛市一般職員の給与に関する

条例の一部改正が行われたことに伴い、所要の

改正を行うものです。 

 議案第４０号は、宿毛市特別職の職員の給与

並びに旅費に関する条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

 内容につきましては、議案第３９号同様、本

条例で読替規程として引用している宿毛市一般

職員の給与に関する条例の一部改正が行われた

ことに伴い、所要の改正を行うものです。 

 議案第４１号は、宿毛市防災対策加速化基金

条例の一部を改正する条例についてでございま

す。 

 内容につきましては、宿毛市防災対策加速化

基金が、今年度末で全額処分され、基金の原資

となっておりました高知県津波避難対策等加速

化臨時交付金が終了し、新たに高知県防災対策

臨時交付金が創設されたことに伴い、本条例の

一部を改正しようとするものです。 

 議案第４２号は、宿毛市立学校体育施設の使

用料に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校の統合による松田川小学校の廃校に伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４３号は、宿毛市教職員住宅管理条例

の一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、沖の島町母島に整備し

ております教職員住宅のうち、老朽化著しいも

のについては、既に取り壊しておりますので、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４４号は、宿毛市スクールバスの住民

利用に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 内容につきましては、松田川小学校と宿毛小

学校の統合により、県道宿毛津島線を走るスク

ールバスが宿毛小学校に乗り入れることに伴い、
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本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４６号は、宿毛市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、学校教育法の一部を改

正する法律が施行され、専門職大学が創設され

たことに伴い、本条例の一部を改正しようとす

るものです。 

 議案第４７号は、宿毛市立放課後児童クラブ

施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例についてでございます。 

 内容につきましては、宿毛小中学校合築校舎

の整備とともに、学童棟を新設することに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４８号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、新型インフルエンザ等

対策特別措置法等の一部を改正する法律が、令

和３年２月３日に公布されたことに伴い、本条

例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第５４号は、宿毛市職員の給与の臨時特

例に関する条例の廃止についてでございます。 

 内容につきましては、東日本大震災の復興費

用捻出を目的に、職員の給与を削減するために

制定しておりました本条例につきまして、所定

の臨時特例期間が終了しているため、本条例を

廃止しようとするものです。 

 議案第５５号は、宿毛市振興計画（基本構

想）の策定についてでございます。 

 内容につきましては、市の最上位計画であり

ます宿毛市振興計画につきまして、令和３年度

から令和１１年度までの基本構想を策定するに

当たり、議会の議決を求めるものです。 

 議案第５９号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更についてでございます。 

 内容につきましては、令和２年１２月２３日

に議決されました沖の島辺地の総合整備計画に

ついて、同辺地内の母島地区給水施設の改修を

行うに当たり、辺地対策事業債の申請のため、

本計画を変更する必要が生じましたので、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の

特別措置等に関する法律第３条第８項の規定に

より、議会の議決を求めるものです。 

 以上１６議案につきましては、担当課からの

詳しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも全会一致で原案を適当であると認め、

可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案１６

件についての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山上庄一君） 産業厚

生常任委員長、本委員会に付託されました議案

１４件についての審査結果を御報告いたします。 

 議案第２９号は、宿毛市ヤイト川可動堰管理

基金条例の制定についてでございます。 

 内容につきましては、高知県が施工するヤイ

ト川広域河川改修事業に伴う補償事業により設

置された可動堰について、高知県より宿毛市に

支払われる補償金を基金として積み立て、可動

堰を維持管理していくために、本条例を制定し

ようとするものです。 

 議案第３０号は、宿毛市健康サロンの設置及

び管理に関する条例の制定についてでございま

す。 

 内容につきましては、市民の健康増進及び市

民相互の交流促進を図ることを目的に、健康サ

ロンを設置するに当たり、新たに本条例を制定

しようとするものです。 

 議案第３１号から議案第３４号までの４議案

につきましては、いずれも指定居宅サービス等

の事業人員、設備及び運営に関する基準等の一

部を改正する省令が、令和３年１月２５日に公

布されたことに伴い、それぞれの条例を全部改

正しようとするものです。 
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 議案第４５号は、宿毛市立保育所設置条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、令和３年３月末をもっ

て、すみれ保育園が閉園することに伴い、本条

例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第４９号は、宿毛市介護保険条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、第８期介護保険事業計

画期間中における新たな介護保険料の規定等に

伴い、本条例の一部を改正しようとするもので

す。 

 議案第５０号は、宿毛市営住宅の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について

でございます。 

 内容につきましては、令和２年度税制改正に

よる公営住宅法施行令の改正等に伴い、本条例

の一部を改正しようとするものです。 

 議案第５１号は、宿毛市営地域振興住宅の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

 内容につきましては、移住施策の一環として

実施しておりますお試し住宅に関する条文の整

理等に伴い、本条例の一部を改正しようとする

ものです。 

 議案第５２号は、宿毛市水道事業布設工事監

督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管

理者の資格基準に関する条例の一部を改正する

条例についてでございます。 

 内容につきましては、学校教育法の一部を改

正する法律が施行され、専門職大学が創設され

たことなどに伴い、本条例の一部を改正しよう

とするものです。 

 議案第５３号は、宿毛市庁舎建設審議会条例

の廃止についてでございます。 

 内容につきましては、新庁舎建設に関し必要

な事項を調査審議するため設置しておりました

当該審議会につきまして、所期の目的を達成し

たので本条例の廃止をしようとするものです。 

 議案第５７号は、和解及び損害賠償の額の決

定についてでございます。 

 内容につきましては、令和３年２月１９日付

で締結しました和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法第９６条第１項第１２号及

び第１３号の規定に基づき、議会の議決を求め

るものです。 

 委員からは額の決定について、第三者に相談

しなかったのはなぜか、との質問があり、執行

部からは、額を算定する上で、現地施工に基づ

いた資料を精査して積算することは、この工事

に限らず発注者と業者が確認の上、変更を行っ

ている。 

 ２社での確認については、高知県と顧問弁護

士に相談して、十分であるとの見解を得たので、

それ以上の確認作業をする必要はないと判断し

た、との回答がありました。 

 これに対し、委員からは、長時間の残業で復

旧対策に多忙を極めたことは承知しているが、

今後、このようなミスが起こらないように、し

っかりとした対策を講じてほしい、との意見が

ありました。 

 議案第５８号は、字の区域及び名称の変更に

ついてでございます。 

 内容については、市役所新庁舎及び統合保育

園の移転先となる小深浦地区から錦地区にまた

がる高台の新名称について、宿毛市政策審議会

での議論を経て「希望ヶ丘」と決定しましたの

で、地方自治法第２６０条第１項の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものです。 

 以上、１４議案につきましては、担当課から

詳しい説明を受け、慎重に審査した結果、議案

第２９号から議案第３４号まで議案第４５号、

議案第４９号から議案第５３号まで及び議案第

５８号は、原案を適当であると認め、全会一致

で、また、議案第５７号は、賛成多数をもって
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可決すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案につい

ての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、委員長の報

告は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第４号から議案第５５号まで

及び議案第５８号並びに議案第５９号」の５４

議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第４号から議案第５５号まで

及び議案第５８号並びに議案第５９号」の５４

議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 全員起立であります。 

 よって「議案第４号から議案第５５号まで及

び議案第５８号並びに議案第５９号」の５４議

案は、原案のとおり可決されました。 

 これより、「議案第５７号」について、討論

に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １番、今城です。 

 議案第５７号「和解及び損害賠償の額の決定

について」、反対の立場から討論いたします。 

 本議案は、平成３０年の萩原地区（田）の災

害復旧工事について、それに関連した上記以外

の工事については、契約手続を行っていなかっ

た。 

 市は相手業者に対し、未払いとなっている工

事費用があることを確認し、その和解内容とし

て、未払い金１，０２３万８，４００円を相手

方に支払い、今後、双方とも一切、異議請求の

申立てをしないことを確認するというものであ

る。 

 市の説明では、豪雨により萩原の墓地の一部

が民家近くに崩落。工事内容は、国の補助があ

る土砂の撤去と全額市が財源を見なければなら

ない墓石の仕分や、田の石積みなどがあった。 

 市は１件の工事として、国の補助分の２，５

１６万円で業者と契約したが、工期末までに市

財源を賄う部分を契約変更で追加できていなか

ったという。 

 市は、業者に追加工事の資料提出を口頭で指

示したが、工期中も提出を促さなかったため、

業者は工事完了後の昨年４月に資料を提出。市

財源で賄う工事分が未払いとなっていた。 

 市は今後、書面手続を徹底し、職員同士の業

務内容の共有にも努めると陳謝した。 

 以下、私の反対理由を述べていきます。 

 論点の１つ目は、市が土木建設工事の設計変

更に関わって書面手続をしなかったことによる

不祥事は、この２年間で３件、議会において陳

謝している。 

 １つ目は、庁舎高台造成工事の設計で、土砂

の運搬が抜かっていることについて、書面手続

を経ず、１億２，０００万円の増額変更を行っ

た件。 

 ２つ目は、長野堰の災害復旧工事で、矢板で

水の流入が遮断できていないことが確認された

とき、文書に基づき協議を行い、設計変更等の

対策を講じなかったために、１，０００万円ほ

どの補修工事が必要になった件。 
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 そして３つ目が、本件である。 

 このように、ほかにもあったであろう、怠る

事務を生じさせる構造的な問題があると考える。 

 論点の２つ目は、市と相手業者だけによる示

談処理である。議会はそれに対し、口頭説明だ

けでなく、積算根拠となる書類、現場視察、業

者からの説明等を求め、十分な審査を行う必要

がある。それができないのなら、市と業者間に

おいて、一方に不利や不適法処理がないことの

証明として、簡易にできる調停処理を行うべき

と考える。 

 私たち議員には、適正な処理であると証明で

きる資料は一切示されてないのである。 

 論点３、本件の当事者は誰かという問題であ

る。市、相手業者、納税者である市民も当事者

である。議員は、市民の代表であるから、議決

を市民の意見とみなす、とするのなら、議会は

それにふさわしい審査をすべきであるが、現状

では、適正処理である証明には足らず、審査は

不十分である。 

 論点の４番目として、本市で多発する本件の

ような怠る事務による不祥事は、構造的な問題

と考えられ、その改善策をとらなければならな

い。 

 今回のような問題発生時こそ、積極的に情報

をオープンにし、一般市民、第三者の批判、意

見を仰ぎ、市と議会の対応に反映させなければ

ならない。 

 したがって、本件の処理方法は、少なくとも

第三者を挟む調停を行った上で、決議しなけれ

ばならないと考えるものである。 

 以上の理由をもって、私の反対討論といたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、通告による

討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） ほかに討論がありま

せんので、これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第５７号」を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長の報告のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 起立多数であります。 

 よって、「議案第５７号」は、原案のとおり

可決されました。 

 日程第２、陳情第１２号を議題といたします。 

 これより「陳情第１２号」について、委員長

の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（山戸 寛君） 総務文

教常任委員長、本委員会に付託された陳情１件

について、審査結果を報告いたします。 

 陳情第１２号「選択的夫婦別姓制度の導入を

求める陳情書について」であります。 

 本陳情は、陳情者から取り下げたい旨の申出

がありました。 

 本委員会といたしましては、全会一致をもっ

てこれを承認することに決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情につい

ての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、委員長の報

告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより、「陳情第１２号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第１２号」については、お手元に配付

いたしました審査報告書のとおりであります。 

 「陳情第１２号」は、審査報告書のとおり決

することに異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「陳情第１２号」については、審査

報告書のとおり決しました。 

 日程第３、委員会調査についてを議題といた

します。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申出書のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、委員長から申出のとおり、閉会中の

継続調査に付することに決しました。 

 日程第４「議案第６０号」を議題といたしま

す。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（寺田公一君） 議会運営委

員長、ただいま議題となっております議案第６

０号「宿毛市議会会議規則の一部を改正する規

則について」提案理由の説明をいたします。 

 今回の改正は、第２条及び第９１条の本会議

と委員会の欠席の届出、第１３９条の請願書の

記載事項等、第１６６条の協議または調整を行

うための場についての改正を行うものです。 

 欠席の届出につきましては、女性をはじめと

する多様な人材の市議会への参画を促進する環

境整備の一環として、議員として活動するに当

たっての制約要因の解消に資するため、既に規

定されている出産に加え、育児、看護、介護及

び配偶者の出産補助を具体的に明示するほか、

医学的な知見を踏まえ、出産に伴う産前６週産

後８週の期間を明示するものです。 

 請願書の記載事項等につきましては、政府で

は、社会行政のデジタル化の一環として、行政

手続に求めている押印について、特段の合理的

な理由がある場合を除いて、その廃止を広く推

進していることから、市議会においても、議会

運営において、押印を求めなくても格段の支障

のない事項については、廃止することが適当と

の観点から、請願者に対して、提出時に求めて

いる押印を署名または記名押印に改めるもので

す。 

 協議または調整を行う場につきましては、会

派代表者会並びに議会だより編集委員会につい

て、協議または調整を行う場として会議規則に

規定することで、正規の議会活動として位置づ

けるものです。 

 以上で、議案第６０号についての提案理由の

説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（野々下昌文君） これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第６０号」を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 全員起立であります。 

 よって、議案第６０号は、原案のとおり可決

されました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶の申出がありま

すので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた

め、首都圏の１都３県に発出されておりました

緊急事態宣言が、３月２１日をもって解除され

ました。 

 そのような中、先週、幡多管内では、２月５

日以来となる感染確認が発表をされたところで

もございます。 

 引き続き、市民の皆様におかれましては、マ

スクの着用、手洗いの励行、小まめな換気など

の感染防止対策を講じていただきますよう、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

 去る３月２日に開会しました今期定例会は、

本日までの２２日間、議員の皆様におかれまし

ては、連日、熱心に御審議いただき、御提案申

し上げました５９議案につきまして、それぞれ

原案のとおり御決定をいただき、誠にありがと

うございました。 

 今会期中に一般質問や質疑等を通じてお寄せ

いただきました御意見や御提言につきましては、

今後さらに検討をいたしながら、市政の執行に

反映させてまいりたいと考えております。 

 令和３年度を迎えるに当たり、基本的な考え

方につきましては、行政方針の中で申し上げま

したとおりでありますが、今後も一つ一つの課

題に全力で取り組んでまいりますので、市民並

びに議員の皆様方におかれましては、今後とも

より一層の御指導、御協力を賜りますようお願

いを申し上げまして、閉会の御挨拶とさせてい

ただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、市長の挨拶

は終わりました。 

 これにて、令和３年第１回宿毛市議会定例会

を閉会いたします。 

午前１０時５７分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛  市  議  会  議  長                  野々下 昌 文 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  川 村 三千代 

 

 

                          議 員   山 上 庄 一 

 

 

                          議 員   山 戸   寛 
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                                令和３年３月１９日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ４号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ５号 
令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
令和２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第１１号 
令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 
令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１３号 
令和２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１４号 
令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１５号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 
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議案第１６号 令和３年度宿毛市一般会計予算について 原案可決 適 当 

議案第１７号 
令和３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
令和３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第１９号 令和３年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 原案可決 適 当 

議案第２０号 
令和３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
令和３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２２号 令和３年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 原案可決 適 当 

議案第２３号 
令和３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２４号 
令和３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２５号 
令和３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２６号 
令和３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２７号 
令和３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２８号 令和３年度宿毛市水道事業会計予算について 原案可決 適 当 
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                                令和３年３月１５日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第３５号 
指定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第３６号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 
原案可決 適 当 

議案第３７号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第３８号 
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３９号 
宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４０号 
宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４１号 
宿毛市防災対策加速化基金条例の一部を改正する条

例について 
原案可決 適 当 

議案第４２号 
宿毛市立学校体育施設の使用料に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４３号 
宿毛市教職員住宅管理条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第４４号 
宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４６号 

宿毛市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例につい

て 

原案可決 適 当 

議案第４７号 
宿毛市立放課後児童クラブ施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 
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議案第４８号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第５４号 
宿毛市職員の給与の臨時特例に関する条例の廃止に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第５５号 宿毛市振興計画（基本構想）について 原案可決 適 当 

議案第５９号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい

て 
原案可決 適 当 
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                                令和３年３月１６日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２９号 宿毛市ヤイト川可動堰管理基金条例の制定について 原案可決 適 当 

議案第３０号 
宿毛市健康サロンの設置及び管理に関する条例の制

定について 
原案可決 適 当 

議案第３１号 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制

定について 

原案可決 適 当 

議案第３２号 
宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第３３号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の制定について 

原案可決 適 当 

議案第３４号 
宿毛市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に

関する基準等を定める条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第４５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第４９号 宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第５０号 
宿毛市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第５１号 
宿毛市営地域振興住宅の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 
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議案第５２号 

宿毛市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格

基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例

の一部を改正する条例について 

原案可決 適 当 

議案第５３号 宿毛市庁舎建設審議会条例の廃止について 原案可決 適 当 

議案第５７号 和解及び損害賠償の額の決定について 原案可決 適 当 

議案第５８号 字の区域及び名称の変更について 原案可決 適 当 
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                                令和３年３月１９日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件          名 審査結果 意  見 

第１２号 選択的夫婦別姓の導入を求める陳情書 取下げ  
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                                令和３年３月１５日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                                令和３年３月１６日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                                令和３年３月１９日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                          議会運営委員長 寺 田 公 一  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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一  般  質  問  通  告  表 

                            令和３年第１回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 １番 

 今城 隆君 

１ 市庁舎高台へのアクセス道整備計画について（市長） 

（１）アクセス道冠水対策の現状と、今後の計画について 

 

２ 自衛隊誘致問題について（市長） 

（１）市民のオスプレイ反対署名提出における面談要請と市長の

回答について 

（２）足摺沖潜水艦事故について 

 

３ 離島・中山間集落の訪問介護・看護サービス確保対策につい

て（市長） 

（１）国・県の補助制度活用と市の対策について 

 

４ 水上飛行艇の可能性調査について（市長） 

（１）調査報告について 

（２）仕組みづくりと経済効果の見通しについて 

２ 
１２番 

 松浦英夫君 

１ 宿毛変電所の高台移転について（市長） 

（１）被害戸数について 

（２）復旧期間について 

（３）被害想定と危機管理について 

（４）四国電力の考えについて 

（５）四国電力への要望活動について 

 

２ 防災対策について（市長） 

（１）被災時の高台避難について 

（２）片島地区の避難道について 

（３）コンサルタント業者の点検結果について 

（４）避難道の点検と改善について 

（５）貝塚から四季の丘への避難道の整備について 

 

３ 市有財産の管理について（教育長） 

（１）財産管理台帳への記載と管理について 

（２）大島地区との契約と協議について 
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３ 
１０番 

 岡﨑利久君 

１ 荒瀬山森林公園の整備について（市長） 

（１）現在までの整備状況について 

（２）今回整備するようになった理由について 

（３）早稲田大学が求めている内容について 

（４）１０年後の完成予想図について 

 

２ 子育て支援について（市長） 

（１）乳幼児健康診査について 

  ア コロナ禍の中、どのように健診をおこなったのかについ

て 

  イ 乳幼児健康診査の受診率について 

  ウ 新生児の聴覚検査の実施状況について 

（２）５歳児健康診査の導入について 

 

３ 宿毛市公営住宅等再編計画について（市長） 

（１）現地建替え（改良住宅の手代岡第１団地・手代岡第２団

地）の現状について 

（２）個別改善（公営住宅の師高瀬第２団地・東団地）の現状に

ついて 

（３）用途廃止（公営住宅並びに改良住宅の１６団地４０棟１３

３戸）の現状について 

（４）今後の改良住宅（貝礎団地・正和団地）の取り組みについ

て 

（５）今後の公営住宅の新規住宅建築について 

（６）令和６年度以降の再編計画について 

４ 
 ８番 

 山上庄一君 

１ 地元業者の公共事業への参加機会のあり方について 

                         （市長） 

（１）新庁舎の工事監理について 

  ア なぜ、市外大手設計業者単独の設計・監理にしたのか 

  イ 地元設計業者との共同企業体という選択肢はなかったの

か 

（２）統合保育園の工事監理について 

  ア 設計と監理は、どのようになるのか 

（３）地元業者の育成について 

  ア 育成をどのように考えているのか（具体的な方策を含め

て） 

（４）市内への経済的配慮について 

  ア 市内にお金が流通する方策を含め、市内の経済をどのよ

うに認識しているのか 
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４ 
 ８番 

 山上庄一君 

２ 都市計画マスタープラン（都市マス）の示すまちのあり方に

ついて（市長） 

（１）市長は、どのような都市（まち）を造ってゆくつもりなの

か 

  ア 具体的に空間イメージは、どのようなまちであるのか 

（２）昨年、河川による浸水エリアが公表されたが、浸水被害対

策法等との関連について 

  ア 都市マスに、浸水被害対策法等の主旨をどのように織り

込んでいるのか 

  イ 都市マスを受けて、立地適正化計画で居住誘導区域等の

指定は考えているのか 

５ 
 ４番 

 川田栄子君 

１ 新型コロナウイルス遺伝子組み換えワクチンについて 

                         （市長） 

（１）接種の目的について 

（２）指定感染症について 

（３）ワクチンの安全性、有効性、副反応について 

（４）３社以外の接種の選択について 

（５）無症状者からの感染について 

（６）ＰＣＲ検査について 

（７）接種義務について 

（８）マスクや自粛の対策について 

 

２ マイナンバーカードについて（市長） 

（１）カードの交付率について 

（２）カードの利活用について 

（３）電子証明書について 

（４）健康保険証としての利用について 

（５）個人情報漏洩について 

（６）地域振興券について 

 

３ 小中学校建設事業について（市長、教育長） 

（１）設計のモニタリングについて 

（２）維持管理計画について 
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令和３年第１回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 専決処分した事件の承認について ３月２３日 承  認 

第 ２号 教育長の任命につき同意を求めることについて ３月２３日 同  意 

第 ３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて ３月２３日 同  意 

第 ４号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について ３月２３日 原案可決 

第 ５号 
令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
３月２３日 原案可決 

第 ６号 
令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
３月２３日 原案可決 

第 ７号 
令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第 ８号 
令和２年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
３月２３日 原案可決 

第 ９号 
令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
３月２３日 原案可決 

第１０号 
令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第１１号 
令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正

予算について 
３月２３日 原案可決 

第１２号 
令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
３月２３日 原案可決 

第１３号 
令和２年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
３月２３日 原案可決 

第１４号 
令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
３月２３日 原案可決 

第１５号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について ３月２３日 原案可決 

第１６号 令和３年度宿毛市一般会計予算について ３月２３日 原案可決 

第１７号 
令和３年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算

について 
３月２３日 原案可決 
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第１８号 
令和３年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第１９号 
令和３年度宿毛市定期船事業特別会計予算につい

て 
３月２３日 原案可決 

第２０号 
令和３年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
３月２３日 原案可決 

第２１号 
令和３年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につ

いて 
３月２３日 原案可決 

第２２号 
令和３年度宿毛市下水道事業特別会計予算につい

て 
３月２３日 原案可決 

第２３号 
令和３年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算

について 
３月２３日 原案可決 

第２４号 
令和３年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算

について 
３月２３日 原案可決 

第２５号 
令和３年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につ

いて 
３月２３日 原案可決 

第２６号 
令和３年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算

について 
３月２３日 原案可決 

第２７号 
令和３年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第２８号 令和３年度宿毛市水道事業会計予算について ３月２３日 原案可決 

第２９号 
宿毛市ヤイト川可動堰管理基金条例の制定につい

て 
３月２３日 原案可決 

第３０号 
宿毛市健康サロンの設置及び管理に関する条例の

制定について 
３月２３日 原案可決 

第３１号 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条

例の制定について 

３月２３日 原案可決 

第３２号 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例の制定につ

いて 

３月２３日 原案可決 

第３３号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の制定について 

３月２３日 原案可決 
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第３４号 
宿毛市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

に関する基準等を定める条例の制定について 
３月２３日 原案可決 

第３５号 
指定管理者制度導入に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 
３月２３日 原案可決 

第３６号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について 
３月２３日 原案可決 

第３７号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

について 
３月２３日 原案可決 

第３８号 
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第３９号 
宿毛市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第４０号 
宿毛市特別職の職員の給与並びに旅費に関する条

例の一部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第４１号 
宿毛市防災対策加速化基金条例の一部を改正する

条例について 
３月２３日 原案可決 

第４２号 
宿毛市立学校体育施設の使用料に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第４３号 
宿毛市教職員住宅管理条例の一部を改正する条例

について 
３月２３日 原案可決 

第４４号 
宿毛市スクールバスの住民利用に関する条例の一

部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第４５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第４６号 

宿毛市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

３月２３日 原案可決 

第４７号 
宿毛市立放課後児童クラブ施設の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第４８号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月２３日 原案可決 

第４９号 
宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例につい

て 
３月２３日 原案可決 

第５０号 
宿毛市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 

第５１号 
宿毛市営地域振興住宅の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 
３月２３日 原案可決 
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第５２号 

宿毛市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資

格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する

条例の一部を改正する条例について 

３月２３日 原案可決 

第５３号 宿毛市庁舎建設審議会条例の廃止について ３月２３日 原案可決 

第５４号 
宿毛市職員の給与の臨時特例に関する条例の廃止

について 
３月２３日 原案可決 

第５５号 宿毛市振興計画（基本構想）について ３月２３日 原案可決 

第５６号 工事請負契約の締結について ３月 ２日 原案可決 

第５７号 和解及び損害賠償の額の決定について ３月２３日 原案可決 

第５８号 字の区域及び名称の変更について ３月２３日 原案可決 

第５９号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ

いて 
３月２３日 原案可決 

第６０号 
宿毛市議会会議規則の一部を改正する規則につい

て 
３月２３日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第１２号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める陳情書  ３月２３日 取り下げ 

 

 

 

 


